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画像データベース委員会報告書

平成5年3月

財団法人 デ ー タベ ー ス 振興 セ ン ター



この事業 は日本 自転車振興会か らの競輪収益の一部である機械工業振興

資金 の補助 を受 けて実施 した ものです。







序

社会 にお ける情報の多様化、大量化、高度化が進 むなかで、データベース も企

業、個人 を問わず幅広い分野で利用 されるようにな りました。データベースは専

門家の特殊 な 「道具」ではな く、社会の知的なイ ンフラス トラクチ ャ(社 会的な

共通基盤)に な りつつある といえるで しょう。

現在 のデータベ ース ・サー ビスの中心はテキス ト型であ り、論理的な情報提供

に片寄 ってい ます。 しか し、情報は論理的な内容のみで成 り立つ ものではな く、

情緒的、感覚 的な要素 も重要です。 こうした、 よ り包括的な情報 を伝 えることが

できる画像データベースの必要性が高 まっています。一方で新聞、雑誌 などの情

報 をその掲載イ メー ジご と提供す る画像サー ビスが登場、FAXな どの伝送手段

を用いユーザーを増や しつつあ ます。

そこで、財 団法人 データベース振興セ ンター は、平成4年 度(1992年 度)に 画

像 データベース委員会 を設置 し、オンラインによる画像データベース ・サー ビス

について調査、分析、議論 し、「第1章 総論」か ら 「第3章 資料編:画 像デー

タベース ・サー ビス一覧」の内容 を収録 した本報告書 をまとめ ました。広 く関係

各位 の参考 になれ ば幸いです。

最後 に、本報告書 をまとめるに当た り、 ご協力 をいただ きました委員の方々 を

は じめ、通商産業省 な ど関係各機関の皆様方に厚 くお礼申 し上 げます。

平成5年3月

財団法人データベース振興センター

理事長 圓城寺 次郎
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第1章 総
弘
口冊

1-1文 字 デー タ と画像 デ ータ

「画像」 データ とは、技術的 には何 らかの 「画像」 を表 したデー タ、すなわち適 当な処

理 を介 して、「画像」が再 現 されるデー タということになるで あろう。 その具体的形式 に

は、 ビッ ト・データや描画ベ ク トル ・データを基本 として、種々の方式が考案 されている。

しか し、 ここでの主題 はぐ こうした画像 データ関係の技術 を整理 ・評価 することではない。

本委員会 での関心 は、今後一層の普及 ・発展が見込 まれ る、 この ような画像関連技術が、

どの ような分野 ・内容 のデータに対 して応用され、それが画像データベースとして構築 さ

れ、流通 され るのが望 ましいか とい う点 にある。

画像化文字データ 通常、画像 データ というと、図、グ ラフや写真 など、文字 どお り

画像 を表現す るものが思い うかぶ。すなわち、文字や数字 では表現 できないものを表 す場

合 にのみ、画像 デー タが必要 になると考え られ るが、実際 には、その区分はあいまいであ

る。従来 、文字 や数値 か らなる文書 の類 で も、物理的には紙 の上 に定着 された 「画像」 と

して、われわれに提示 されて きたか らである。文字や数字 が、普段 は機械的な表現形式 に

よ り処理 ・蓄積 され、われわれ に提示 される時点 で、文字 ・数字 の形 に変換 される とい う

方法 は、 コンピュー タによって、は じめて実現 された方式 であろう。

ところで、 これ まで はコンピュータの能力、 ファイル装置 の容量、通信回線 の速度 な ど

の制約か ら、内部文字 コー ドを、個 々の印刷 ・表示装置が内蔵す る活字 に単純 に置換 して

提示す るだ けであった。 このため、文字 ・数値の意味内容 は ともか くも伝達 されるが、視

覚 的な表現能力 は極 めて貧弱であった。 コンピュータ、通信 関連技術 の進歩 によって、 こ

うした陸路は取 り払 われつつあ り、本来的な画像 だけでな く、文字 データについて も、そ

れぞれ の場合 に適 した書体、サイズ、配置をもった画像 として、 これを表現 してゆ くとい

う方法が ウイ ンドウ環境 とともに普及 しつつある。 こうして、利用者 への提示の時点では、

文字 とか画像 とか の区別がな くなって きているとい うのが、現状で あろ う。

画像 の文字デー タ化 表現 の手段 には、一般 に文章、数値、画像、音声があるが、こ

れ らはある程度相互に代替的である。文字型のデータベースにおいては、写真や図で表す

のが適 当な場合で も、あ えて文章や数字だ けで説明せ ざるを得ないが、それで も一応の役

には立 つ という例 も多い。 これ までの文字型 データベースには、 この ような画像の文字 に

よる代替的表現の部分 も多か った と見 られ るが、画像データベース技術 の導入 によ り、 こ

れを、本来 の画像表現 に戻 す ことがで きる。住所 と道順 の記述のかわ りに、案内図 を入れ

るな どは、 その端的 な例である。 このように、画像データベースの適用範囲 には、写真集

の ような画像が主体の データベースばか りでな く、文字型 データベ ースに対する補完的役
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割 も見込 んでお く必要がある。

これ まで、オ ンライ ン ・データベ ース ・サー ビスでは、大部分 は、単純な文字表示であ

り、一部 においてのみ画像 のサー ビスが行われて きたが、今後 は、本来的な画像データは

も とよ り、上記のように、文字 データ と密接 に関連 した分野で も、 その画像表現が拡が っ

て くる と思われ る。本委員会 では、 こうした もの も含 め、画像データベースの今後 の方向

について検討 した。

1-2画 像 デー タベ ー スの類型

1--2-1版 面 イ メ ー ジ ・デ ー タベ ー ス

オ ンライ ンの画像 データベース としてサービスされてい るもののひ とつの方式 として、

画像の表示にファクスを用 いるものが ある。 その多 くは、印刷物 の版面の再現 を目的 とし

ている。既存の印刷物 をデータベース化する場合や、デー タベースが印刷物 と並行 して作

成 されるような場合、 データベース化 された文字 データに加 えて、印刷物の版面 を利用者

に提供 しようとするものである。現状で は、文字 データ と版面の ビッ ト・データを混在 し

て配信で きる標準的方式が確立 していないため、画像の出力 にファクス を用いてい るわ け

である。

1-2-2図 化 表示 デー タベ ー ス ビデオテックス

利 用者 に画像 を配信 す る際、 これ を一 定 の方式 で コー ド化 して転 送 し、 利 用者 端 末 の側

で、 これ に対応 す る図化 ソ フ トウエ アを走 らせ て、 画 像 を再 現 す る とい う方 法 の デー タベ

ー ス ・サ ー ビスが行 わ れ てい る。 この対 象 は、 ビ ッ ト ・デ ー タ に よ り表 現 され る 自然画 で

はな く、線 図や グ ラ フ を主体 とす るデ ー タベ ース で あ る。

この種 の デー タベ ー スで は、利 用 者 に その システ ム専 用 の通 信 ソ フ トウエ ア を配 布 す る

必 要 が あ り、 その分 、 デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス側 に は負 担 に な って い た。 もっ と も、本 委

員 会 で紹介 され たG-Searchお よびKNetに 適 用 され て い るnaplps方 式 につ い て は、 こ

れ に対 応 す る市販 の ソ フ トウエ ア もあ るか ら、 線 画、 グ ラ フ表 示 の デ ー タベ ース に関 して

は、今 後 とも有 力 で あ ろ う。

1-2-3自 然 画 デ ー タベ ー ス

カ ラー写真 な どの よ うな本 来 的画 像 を 自然 画 とい う とす れ ば、 現 状 で、 これ をデ ー タベ

ー ス として、 オ ンライ ンで サー ビス す る もの はな い。 自然 画 は基 本 的 に ビ ッ ト ・デ ー タで

表 現 す る ことにな るか ら、 デー タ量 が大 き くな る。 現状 で は、通 信 回線 速 度 の制 約 もあ り、

ソフ トウエ アの ダ ウ ンロー ドと同 じサー ビス方式 が パ ソ コ ン通信 で行 わ れ てい る。 す なわ

ち、 一枚 一枚 の絵 を別 々の フ ァイル として登 録 して お き、 利 用 者 は、 これ を フ ァイル転 送
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に よって受 信 した の ち に、 端 末側 で これ を改 めて画 像 に再 現 す る とい う、 非連 続 的工 程 で

配 信 され るわ けで 、到底 、 デー タベ ー ス ・サ ー ビス とい う段 階 に は至 って い ない。

1-2-4パ ッ ケ ー ジ 型 画 像 デ ー タ ベ ー ス

CD-ROMに よるパ ッケー ジ型 デー タベ ー スの 方面 をみ る と、い わ ゆ るマ ル チ メデ ィア と

い う呼 称 の も とに、画 像 を含 むデ ー タベ ー スが 出版 され てお り、普 及 が進 ん でい る。 これ

らの場 合 、 デー タベ ー ス と利 用 ソ フ トウエ ア を、 一体 として販 売 で きるか ら、 方式 的 な標

準化 へ の要 求 は、 オ ンライ ン ・サ ー ビスほ どきつ くはな い。 さ らに、 パ ソ コ ンや ワー クス

テー シ ョ ン とそ のOSの マ ル チ メデ ィア対 応 が進 展 して い るか ら、 この種 の デ ー タベ ー ス

の 開発 は容 易 にな って お り、今 後 一層 の普 及 が見 込 まれ る。

1-3画 像データベースに対する需要の要素

画像 データベースに対す る需要 は、潜在 的には高い もの と思われ る。 これには、つぎの

三つの要素が あるであろう。

1-3-1画 像 化 表 示 印 刷 文 化 との 親 和 性

本来 的な画像データベースだけではな く、文字型のデータベースについて も、 これが見

やすい版面構成で表示 され ることが望 ましい ことは、前述 の とお りである。画像的に表示

され るデータベースは、 これ までわれわれの親 しんで きた、印刷文化 との親和性が高 く、

それだけ幅広 い需要が喚起 され ると予想で きる。

1-3-2マ ル チ メ デ ィア 本 来 的 画 像 デ ー タ へ の 需 要

もち ろん、写真や図面な どの本来的な画像 データに対す る需要 も大いに考 えられ る。 さ

らに、商 品カタログの例 をひ くまで もな く、写真や図のもつ訴求力 は、文字 による説明の

到底お よばない ところであるか ら、既述 の とお り、 これ まで文章的表現 でが まん して きた

部分 を画像化 するという需要 にも、大 きい ものがあるはずである。

1-3-3GUIに よ る検 索 操 作 利 用 者 層 の 拡 大

検索操作 の面では、 ウイ ンドウ表示 とマウスを用いたメニ ュー選択な ど、 いわゆるグラ

フィカル ・ユーザー・インター フェース(GUI)が 望 ましい。 すでに、パ ソコン、 ワークス

テーシ ョンのOSで は、GUIが 主流になってお り、パ ッケージ型デー タベ ースの操作はす

でにGUI化 されている。オ ンライ ン系で も、X-Window上 のGUIが 用い られ るようにな

ってい る。GUIの 場合 は、 これ は画面、画像の送受信 とい うことで、画像 データベース と

同時 に検 討 され るべ きものであろう。GUIは 、何 よりも、利用者 に とって、分か りやすい

という長所 をもつので、 この点、データベース利用の飛躍的拡大に結びつ くもの と考 えら
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れ る。

1-4画 像 デー タベー スのサー ビス内容

画像 データベースのサー ビス内容 としては、情報 の提供 を目的 とす る もの(情 報提供

系)、 情報提供 と利用者か らの発注 などを連動 させた もの(ト ランザクシ ョン ・サー ビス

系)、 ゲーム等、引 き出された情報が、その まま主 に娯楽用 に使 われるもの(娯 楽系)に 区

分 して考 えることがで きよう。

1-4-1情 報 提 供 系 電子出版 ・電子図書館

情報提供系の画像データベースには、各種 の画像資料の データベースのほか、雑誌、新

聞 などの版面を提供 するデータベースも含 まれ、画像データベース ・サー ビスの基本的部

分 を構成 する。 この種 のサー ビスでは、提供 される情報へ の対価 を利用者 に払 って もらう

ことにな るので、情報 に対する利用者側 の価値判 断 と、 サー ビス側の採算性 とが一致 する

するような分野 でだけサー ビスが実現可能 にな る。従 って、新規 に画像データベース をつ

くるとな ると、有望な ものは案外限定 されて くる。

ここで は、出版事業全体 における電子化 ない しマルチメデ ィア ・データベース化の進行

という大 きな流れを踏 まえて発想す る必要が あるであろう。画像デー タベースを、特別に

作成するのではコス ト的に苦 しいが、 出版等の電子化 ・データベース化 のなかに包含 され

るようになれば、 この点は解消 され よう。

現行の新聞記事 データベ ースな どは、 この方向での例で ある。 日本経済新聞の事例紹介

によれば、新聞の編集 ・印刷の コンピュータ化の 中で、文字型データベース も作成 され、

さらにこれ を、写真な どを含 む紙面のイメー ジ ・データベー スとも連動 させ る とい う道程

で、画像 データベースのサー ビスに至 ってい る。今後、 出版の電子化 に伴 って、 この種の

ことが普遍化する もの と思われ、素材 としての画像 データベースは数多 く作成 され ること

になる と思われる。

こうした動向の先 には、出版形態 自身の変容 とい う流れ もみえて くる。すなわち、印刷

物媒体 に とらわれず、データベース形態 による 「出版」 と、 その電子的な流通 に主力が移

ってゆ くとい うことであ り、 このなかで画像 デー タベースない しマルチメデ ィア ・データ

ベースの作成が進展するもの と予想 され る。

1-4-2ト ラ ンザ ク シ ョン・サー ビス/オ ン ライ ン・シ ョッ ピング 系

オ ンライ ン型 の デー タベ ー ス ・サ ー ビスで は、情 報 提供 とい う一 方通 行 的 サ ー ビス に と

とまらず 、情 報 を得 る と同時 に、 そ れ に基 づ いて利 用 者側 が予 約 ・発 注 な ど具体 的 な経 済

取 引 をシス テ ム に指 示 で きる よ うな、 トラ ンザ ク シ ョン ・サ ー ビス と連 動 した デ ー タベ ー

ス ・サ ー ビス も重 要で あ る。 す で に、パ ソ コ ン通 信 シス テム で は、 オ ン ライ ン ・シ ョ ッピ
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ングの コーナーで通信販売が行われてお り、 またシェア ウェアのための送金 システムな ど

もある。

オ ンライン発注の通信販売 をさらに本格化す るには、 カタログの充実、すなわ ちデータ

ベース化が必要であ り、それ は商品写真 を含 む画像デー タベースでなけれ ばなるまい。通

信販売は、郵送 の印刷 カタログや テレビ放送 などにより、一定のシェアを占めているが、

画像データベースによる本格的なオ ンライン ・ショッピングは、今後、通信販売全体 の規

模拡大 に貢献 し、 これ は流通構造の変革 に もつながると思われる。

1--4-3娯 楽 系

ゲー ムや娯楽 ビデオ など、いわば情報 自体 を目的 とするサー ビスについては、上記の情

報の提供や トランザクシ ョン ・サービス とは別 に考 えるべ き点があ る。すなわち、 ディス

クやCD-ROM媒 体 で商 品化 されたゲームを、普通の商品 と同様 に、前項のオンライ ン通販

システムで受注 して、 あ とか ら配送す る他 に、ゲーム商 品自体 をオ ンライ ン ・データベー

スに置 いて、 ダウンロー ド方式で直接納品す るとい う販売方法が可能 である。

ただ し、ゲー ムな どは品定 めのために、ある程度使 ってみる必要がある。現状では、「評

価版」 と称 して、機能 を限定 した見本品 をアップロー ドしてお き、顧客 には、 これをダウ

ンロー ドして使 ってみて もらうとい う方法が とられているが、いか にも面倒 である。や は

り、オ ンライ ン状態で画面が見 られるのが望 ましいが、 これ には動画の通信 を要するので、

この面 での技術開発 が期待 される。

一方、通信ゲー ム と称 して、 もっぱらオ ンラインで楽 しむゲームも、パ ソコン通信 シス

テムで行 われている。現状 では、NAPLPS方 式 により、速度、機能 など限定 された もので

あるが、将来的には、動画通信 システムによる、 さらに高級 なものが期待 される。

1-5利 用 対 象

前記の ような画像データベースのサー ビスを、企業向 き、個人 向 き、および公共サー ビ

ス とい う3区 分の利用対 象 と組 み合わせ なが ら、具体的なサービス例 を考 えると、つ ぎの

ようにな る。

1-5--1企 業 向 きサ ー ビ ス

画像 デー タベ ース 企業向 きの画像データベースのサー ビスは、基本 的に情報提供

系の ものにな ると考 えられ、本報告書で も紹介 されているように、新聞記事版面サー ビス:

ELや 電子デバ イス情報 サー ビス:ELISNET等 がすでに行われてい る。企業 むけの画像

データベ ース ・サー ビスの当面の展開 について、本委員会 では、人物写真や、印刷物のデ

ザイン材料 としての写真 ・図案 などのライブラリーなどがあげられた。

企業 向 きのサービスでは、費用対効果の比 さえ高ければ、価格 の絶対的高 さその ものは
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問題 にな らない。 この点、低額料金が要件 になる個人向 きとは様子が異なる。反面、企業

向 きでは価格に見合 う効果が明確でな ければな らず、 この点に対す る評価 には厳 しい もの

がある。 すでに実現 されている企業向 けサー ビスは、情報収集のための時間の節約、すな

わちその人件費 との見合いで、明 らかな効果が認 められ るもので ある。 このような画像デ

ー タベースの新た な適用分野 は、上掲の他 にもさらに追求 されるべ きであろう。 一

全文データベー ス・電子図書館 需要者層の厚 さか らみる と、新聞、雑誌記事 の全文

データベースが有望であろう。 この場合、従来 の二次元的版面構成 に とどまらず、 すでに

出版形態の変容 としてのべたように、ハイパーテキス ト、マルチメディアな ど、新 たな編

成方式、検索方式のデータベース出版が期待 され る。こうしたデータベースのオンライン・

サー ビス を電子図書館 と呼ぶ とすれ ば、 これは、現行 のデータベース ・サー ビスが今後進

化 してゆ く方向 と考 えられ、 これに向けての技術開発が期待 される。

1-5-2個 人 向 きサ ー ビス

主 として個 人 向 け として、今後 に期 待 され る画像 デー タベ ース どして、本 委員 会 で は、

通 信販 売 カタ ログ をデ ー タベ ース化 したオ ンライ ン ・シ ョッ ピング、 旅行 関 連 で は、 ホ テ

ル ・観 光案 内、 自治体 と提 携 した 「ふ る さ とマ ップ」、 また 、 ゲー ム、 カ ラオケ の デー タベ

ー スな どが あ げ られた。 この例 にみ る とお り、個 人 向 き として は、 情 報提 供 系、 オ ン ライ

ン ・シ ョ ッピング 系お よび娯 楽 系 の すべ てが 可能 で あ る。

パ ソ コン通 信 現 在 、個 人 の オ ンライ ン・シス テ ムの利 用 は、本 来 的 な デー タベ ー ス ・

.サ ー ビスで は な く、 パ ソ コン通 信 シス テ ムの方 が主 流 にな って い る。 パ ソ コン通 信 が 、 ゲ

ー トウェ イ機 能 に よ り
、 デー タベ ー ス ・サ ー ビス と連携 した こ とに よ り、 デー タベ ー ス ・

サ ー ビス に も、個 人 利用 が 拡が って い る とい うの が現状 で あ ろ う。 パ ソコ ン通信 に は、 こ

の ほか、 本来 の サ ー ビス であ る電子 メ ール、 掲 示板 、会 議 室、 ソフ トウエ ア ・ライ ブ ラ リ

ー、 オ ン ライ ン・シ ョ ッピ ング な どが あ る。画像 デー タ に関 して は、NAPLPSに よる画像

デ ー タ交 換 や通信 ゲー ム、 また各種 の記 録方 式 に よる画像 デー タ ・ライ ブ ラ リー が あ る。

この よ うに、パ ソ コン通 信 は複 合総 合 サー ビス とい う形 に な ってい るが、 これ は、 個人 向

きのオ ンライ ン型 の情報 サー ビスの あ り方 を示 して い る と思 われ る:

従 って、 画像 デ ー タベ ース の個人 利 用 を考 え る と きには、 そ の内容 や価格 につ い て、パ

ソ コン通 信 の なか での位 置 付 けを前提 と して検 討 す る必 要 が あ ろ う。 と ころで、現 状 で は

無 手順 の文字 通信 、一 部 にNAPLPSが 使 われ る程 度 で あ る。9600bpsモ デム の普及 に伴 っ

て速 度面 は改善 され つつ あ るが、 画像 の通信 はや は り面倒 であ る。 従 って、画 像通 信 関係

の技術 の進 展 とその標 準化 、情 報 家電 と して の機 器 の普及 、 お よび通信 回線 の整備 な どが

期 待 され る ところで あ る。

画 像型 イ ンタ ー フ ェー ス に よ る デー タベ ー スの普 及 一ーーデ一 夕 ベ ー ス ・サ ー ビスの 普

及 をめざ す とき、 そ れ は、 個人 ・家庭 へ の普 及 とい う こ とに な る と思 われ る。 す で にふ れ
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た とお り、GUIを 含 む画像型のデータベースは、本来、素人の個人利用 向きに こそ、必要

なサー ビスの形態である といえる。個人向きのサー ビスは、本来、画像型 でなければなら

ない といってよい と思 われ る。 これによって、一般家庭 への本格的普及が図 られ、情報化

社会 の一層の深化が もた らされるであろう。

画像型 データベースは、情報提供 の面で、従来の出版に代替 する可能性があるし、広告

媒体 としての価値 も看過で きない。 また、オ ンライン ・ショッピングは商品流通の新 しい

チャネル となって、大 き く発展 する可能性がある。 こうした発想 に基づいて、今後検討 を

進 める必要があるであ ろう。

1-5-3公 共 サ ー ビ ス

公共サー ビスの分野での画像 データベース ・サービスは、基本 的に、情報提供系、すな

わち各種 の案内をお こな うものになるであろう。本委員会での提案 には、公共施設案内、

観光案内、交通情報、電子美術館 ・博物館な ど、従来の文字型の情報では不可能 あるいは

説得力が不十分である分野が掲 げ られてい る。

住民サー ビス 公共 サー ビスの場合、実際のサー ビス対象は住民 などの個人 を主体

に考 えることになるか ら、前述 の個人向きサー ビスに対す る要件 が適用され る。一般住民

を対象 にするサー ビスでは、画像型でなければ普及 は望 めない。本委員会で紹介 された神

奈川県 によるK-NETは この好例 であろう。K-NETは 、 自治体の広報 ・案内だけでな く、

民間のデータベースを含 め、 また電子メールな ど、パソコン通信 と同様の総合的サー ビス

としてい る点で も、参考 になるもの と思われる。

地域振興 一 また、観光案 内な ど、地域 の振興 を目的 としたデータベース も有望 であ

り、すでに掲げた 「ふ るさとマ ップ」はこの方向の ものである。 データベースには、従来

の観光案 内よ りは格段 に詳 しい情報 を蓄積 できる。 さらに、オ ンライン型では、最新 のイ

ベ ン ト情報 も盛 り込む ことがで き、 これを各種の予約機能 と連動 させ ることもで きる。

自治体 にお ける画像 データベース ・サー ビスは、今後、 自治体等での広報活動、文化活

動 と地域振興対策の一翼をにな うもの として、推進 され るべ きであろう。
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1-6情 報 イ ンフラ 高速通信網と情報家電

1-6-1オ ンラ イ ン ・サ ー ビス の必 然性

速報性 ・大量性・双方向性 現時点では、画像データベ ースあるいはマルチメデ ィア・

データベースは、パ ッケー ジ型の ものが主体であるし、 ここしばらくはこの状態がつづ く

とみ られ る。 これには、画像通信 に適す る速度 ・容量の通信回線が適 当な価格で得 られな

い ことが、重大な要因になってい ることは確かである。 この点で、高速回線網 に対す る期

待 は大 きい。 データベースは、速報性 と大量蓄積性の観点か らみて、本質的にオ ンライン

型 であるべ きもの と思われ る。 また、 トランザ クション ・サー ビス との連動化、すなわ ち

双方向通信の点で も、オ ンライ ン・サ ービスは必然であろう。CD・ROMの ようにデータベ

ースを従来 の物流ルー トに乗せて配給する とい うのは、原理的 にはや は り不 自然 と考 える

べ きであ ろう。

ファイル転送 一 通信の高速性が確保 されれ ば、ある程度大量のデータであって も、フ

ァイル転送、すなわちダウンロー ドの方式 で配給す ることがで きる。従 って、オ ンライ ン

でカタログを検索 し、必要な もの を即座 に入手で きる という流通形 態が、出版物の全文や

版面、映像、音楽の分野 で可能 にな る。 ここに、物流経路 によるパ ッケー ジ型 データベー

スの流通 のかな りの部分は吸収 され るもの と思われる。情報 は、 これ を物 に仮託す ること

な く、情報 のまま流す とい うオ ンライ ン的配給構造が、一般的 に実現 され ると予想 される。

広域分散処理 昨今 は、 クライア ン ト・サーバー ・システム と称 して、LAN上 にお

いて、セ ンター側の コンピュー タと利用者側のパ ソコンや ワークステー ションを特定のプ

ロ トコルで結合 し、GUI型 のインター フェースでデータベースの処理 を行 うものが喧伝 さ

れている。 この方式がWAN上 で も稼働 すれ ば、オ ンライン ・データベース ・サー ビスは

よほど使いやす くな り、一般への浸透が図 られ る。 その実現 は、基本 的に高速通信網 の整

備 にかかっている。

1-6-2情 報 流 通 と物 流

情報化社会の進展 とともに、情報の流通量 は増加 してい るが、 その大 きな部分は相変わ

らず、紙 、磁気媒体、CD-ROMな どの物理的媒体 の運搬 によって行われてお り、その物流

コス トは相当な ものになっているであろう。大容量の通信網の実現 によって、こうした「情

報 のための物流」は大幅に削減 され、同時 に、 それ らの流通構造 も再編 され ることになる

であろう。 これは、情報の流通革命 ともいえ、 出版 な どの情報提供業 に革新 をもた らす。

さらに、本委員会での提案の中に、「テレマーケティング」が あった。 これは、オ ンライ

ン・シ ョッピング と連動 して、売れ筋1青報が効率的に収集で きるとするもので、POSの 広

域オ ンライン版 といえる。 こうした道筋 によれ ば、情報提供業 に とどまらず、一般 の商品
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販売等、多 くのサー ビス産業において、流通販売機構の革新が想定 できる。 これは 「情報

産業」 の再定義、あるいは情報産業 の新たな成立 とい うことをいみ している。

1-6-3情 報 イ ン フラ

高速通信網 デー タベースは、画像化文字 データを含めて、全面的に画像 データベ ー

スにな ることによって、印刷物 を中心 とした これ までの情報文化 と融合 し、かつ これ を進

化 させ るものになると考 え られる。画像 データベースは、動画 ならず とも、 これ までの文

字 データに比べ てデータ量が格段 に大 きいので、その流通のためには高速 の通信網が要件

である。

今後 におけるデータベースの発展、情報化社会の深化 にあた って、 こうした高速通信網

は、物流のための高速道路網 に匹敵す る役割をもつ社会 資本 といえる。従 って、高速通信

に関わ る技術開発や、通信網の建設 に関する各般の政策 的支援は有効であろう。

情報家電と標準化 パ ソ コ ン はす で に一定 の普 及 をみ て い るが 、 テ レ ビ、 ラ ジカ セ、

ファクスの類 ほどには一般 に浸透 していない。 ここに、だれで も使 える情報機器 とい うこ

とで情報家電な る考 え方が生 まれ、 これに向けた開発が進 んでいる。 この場合、簡便 な操

作 には、強力な演算能力 と高級な ソフ トウエアが必要であ るか ら、従来のパ ソコンの簡略

普及版 とい うことではな く、逆 にさらに高度 ・高級 な ものが要求 され ることになる。

これ については、機器の開発 自体 もさ りなが ら、 さらに重要 と思 われるのが、標準化の

問題 である。すなわち、 これが単体 で動作 するだ けの ものではな く、通信機器の一種で あ

るか らである。 しか も、分散処理 を前提 にすれば、従来風の単な る通信ではな く、アプ リ

ケー ションに踏み込 んだ規格が必要で、た とえば画像 については、 その記録形式が標準化

され る必要があ り、 またデータベースについては、そのアクセス手順の標準化が必要であ

る。従 って、 これ ら標準化 においては、政策的に も何 らかの関与 ・誘導が重要であろう。

1-7お わ り に

データベースは、利 用者 とのな じみやす さとい う面か ら考 えれ ば、本来画像型で あるべ

きで、 これにより、データベースはよ り多の人々に、 よ り幅広い分野で利用 されるように

なる。 また、便利 さ、速報性 などか らみて、オンラインでのサー ビスが有効 な場合が多い。

そこで、将来的には、大容量 の画像 データを伝送で きる高速通信網が手軽 に利用で きるよ

うな環境の実現が望 まれ る。しか し、現状では大容量 を安価 に収録で きるCD・ROMな どの

パ ッケー ジ型が コス ト面で有利であるので、画像データベースは、 当面 はパ ッケー ジ型 を

中心に普及が進むであろ う。従 って、パ ッケージ型の画像 データベースについて、詳細 に

検討する ことも重 要であろう。
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第2章 オンライ ン画像(イ メー ジ)デ ー タベース
・サー ビスの現状 と展望

2-1新 聞 、 雑 誌 記 事 の イ メ ー ジ ・デ ー タ ベ ー ス 、

EL(エ レク トロニ ッ ク ・ラ イ ブ ラ リー)の 現 状

と展 望

2-2日 経 記 事 デ ー タ ベ ー ス の イ メ ー ジ(画 像)

自動 作 成 シ ス テ ム

2-3G-Searchに お け る画 像 サ ー ビ ス の 現 状 と展 望

2-4電 子 デバ イ ス 情 報 サ ー ビ ス 、ELISNETで の,

画 像 デ ー タ ベ ー ス の 利 用





2-1新 聞 ・雑誌記事 の イ メー ジ ・デー タベー ス、

EL(エ レク トロニ ック ・ライブ ラ リー)の 現状 と展 望

2-1-1ELの 沿 革 と事 業 概 要

(1)沿 革

株式会社 エレク トロニ ック・ライブラリー(略 称EL=イ ーエル)は 、それ まで フロー情

報 として消費 されて きた膨大な新聞 ・雑誌記事を横断的 ・網羅的 に蓄積 し、 イメージ情報

として検索で きるデータベース ・サー ビス 「電子図書館」 をめざして、1986年12月8日 に

設立 された。

設立趣意書で は、画像処理技術 を活か した情報 の有機的活用 をうたっているほか、 プ リ

ン ト・メデ ィアの情報 を統合的に蓄積す ることに よって 「後世 に残す歴史 的な文化遺産の

構築 とい う社会的な使命 をも担 う」 としている。

電通、朝 日新聞社 、NTT、 読売新聞社、時事通信社、電波新聞社、日刊工業新聞社 の発

起人7社 を核 に、印刷、出版、銀行、生損保、商社など主要企業72社 が株 主 として参 した。

92年11月 の倍額増資で、株主は76社 、資本金31億 円 とな っている。

1年 間の準備期間 を経 て、88年1月 か ら 「早朝 ク リッピング・サー ビス」、同年4月 か ら

データベ ースの商 用サー ビスを開始 した(図 表2-1、 図表2-2)。

図表2-1EL社 の概要

●社 名

株式会社エ レク トロニ ック ・ライブラリー

略称EL(イ ー エル)

英 語名ELECTRONICLIBRARYINCOR.

PORATED.

●設 立

1986年12月8日

●本社所在地

〒141東 京都 品川区西五反田8丁 目11番13号

コ リンズ8

●資本金

払込資本金31億 円 授権資本金48億 円

●事業 目的

新聞社 ・通信社 ・出版社 その他の企業 ・団体が

発行 ・提供する情報を、画像 を含むデータベー

ス としてコンピュータ等に蓄積 し、パ ソコン ・

FAX等 を通 じてユーザーに迅速 に提供する。

●主要役員

取締役会長 木暮 剛平

代表取締役社長 貝原 義人

代表取締 役副社長 斉藤 裕

図表2-2EL社 の主 な足 どり

85年10月

86年1月

3月

9月

12月

87年11月

88年1月

4月

92年11月

「EL研究会」発足

新聞、通信、出版など40社参加

同上研究会が報告書

記事原文イメージ・データベース

の基本構想

設立準備会発足17社 参加

設立発起人会発足7社 参加

EL発 足

「早朝クリッピング」の試行サー

ビス開始

同上商用サービス開始

データベース蓄積開始

データベース商用サービス開始

倍額増資
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(2)事 業 の現 況 と概 要

国内 で発 行 され てい る新 聞40紙 、雑 誌120誌 を対 象 に、主 要記 事 の書 誌 デ ー タ と切 り抜 き

イ メー ジ をデー タベ ー ス化 し、 オ ンラ イ ン、 フ ァクス で会 員各 社 にサー ビス してい る。

93年3月 現在 の ユー ザー 数 は約1,450。 蓄 積 デ ー タ は1日 約2,000件 、 年 間60万 件 強 。1

日当た り約4～5万 件 の記事(書 誌 デ ー タの み を含 む)を サー ビス して い る。 フ ァクス送

信 は1日25,000～26,000枚 。

従業 員 は出 向、嘱 託、 派 遣社 員 を含 め32人 。 ほ か にデ ー タベ ー ス構 築 作 業 を委 託 して い

る派遣 要 員 が100人 い る。

2-1-2デ ー タベ ー ス構 築 の概 要

(1)採 録紙誌 と採録基準

ELデ ー タベースは当初、蓄積型 として国内の主要新聞、雑誌記事、雑誌 目次、フロー型

情報 として報道資料の4本 柱 でスター トしたが、雑誌 目次 と報道資料 は90年 までで休止 し、

現在 は新 聞、雑誌 に絞 っている。

93年3月 現在の採録新聞は朝 日、読売、毎 日、 日経、産経の全国紙5紙(朝 日、読売、

毎 日は大阪発行分を含む)を は じめ、京都、信濃毎 日新聞 などの地方紙10紙 、電波、 日刊

工業新聞 など専門紙22紙 の計40紙(図 表2-3)。

図表2-一一3ELデ ー タベースの採録新聞

※朝 日新 聞

※読 売新 聞

※毎 日新 聞

朝 日新 聞(大阪本社)

読 売新 聞(大阪本社)

毎 日新 聞(大阪本社)

※日本経 済新 聞

※産 経新 聞

※電 波新 聞

※日刊 工業新 聞

※日本 工業新 聞

※日経産 業新 聞

※株 式 新聞

※ニッキン

※電気新聞

※化 学工業 日報

※薬事 日報

※日刊建設工業新聞

※建設通信新聞

※日刊 自動車新聞

※日経流通 新聞

※繊研新聞

※日本繊維新 聞

※日本食糧 新聞

※日本農業新 聞

※日刊水産経済新聞

※住宅新報

※生産性新聞

原 子 力産 業 新 聞

食 品新 聞

山形新 聞

福 島民 友

下 野新 聞

上毛 新 聞

神 奈川 新聞

山梨 日日新 聞

静 岡新聞

信 濃毎 日新 聞

京都 新聞

南 日本新 聞

('92年12月現在)

※はELMOR対象紙

対象紙は、各本社最終版を採録していま「克

雑誌 は、 『AERA』 『週刊朝 日』『週刊読売』『サ ンデー毎 日』な どの週刊誌、『THISIS読

売』『実業の 日本』な どの月刊誌、『野村週報』、日銀 をは じめとする銀行の調査月報、『NTT

技術 ジャーナル』『広告月報』『暮 しと健康』な ど広範囲 にわたる120誌 を採録対象 としている。
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新聞記事では 「数値 データやテレビ ・ラジオ番組、スポー ツ記録、投書な どを除 く主要

記事、雑誌では 「著作権が ク リアされて記事 イメージ原文が提供 できるもの」 といった採

録基準 を基 に選択 している。

早朝 ク リッピング ・サービス(略 称MOR=MorningReview)で は、ユーザーの登録

検 索式 にヒッ トする記事 は採録 する という原則 を立てている。

(2)蓄 積量 と分野

データベー スへの蓄積記事数 は、1日 平均2千 余件、年間60万 件強のペース。(92年 実

績)。88年1月 の蓄積開始以来の総記事数は93年3月 末で290万 件 に達 し、5月 後半には300

万件 を超 える見通 しにな っている(図 表2-4)。

図表2-4ELデ ー タベースの年別記事蓄積量

650,000

600.000

550,000

5eo,OOO

450,000

400,000

350,000

300.000

250,000

2eo,000

1SO.eoO

lOO,000

50、000

分野別で は、企業 を主 としたユーザー層 を反映 して、経済 ・産業関係が7割 近 くを占め、

政治、社会関係 の記事 は10%台 、科学、文化関係 は3～5%程 度 に とどまってい る。

(3)構 築 作 業

現在のELデ ータベー スの構築は、ひ とことでいえば 「人海戦術」 に頼 っている。

新聞 ・雑誌の収集か ら始 まって、記事の選択→見出し ・キー ワー ド ・書誌的事項付与→

書誌 データ ・イメージデータ入力→点検→蓄積指示にいたる作業工程は、 ほとんどを人手

で処理 している。EL社 の十数人 と業務 を受託 している会社 の20代 の男女100人 が昼夜2交

代で これ に当た ってい る。

作業の流れ は、以下の ような ものである(図 表2-5)。
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〈新 聞収 集 〉

午 前10時 の第1便 か ら翌 日の午 前

!
3時 過 ぎまで1日7コ ースに分け、

新聞社 、新聞販売所か ら車で搬入

(雑誌は主に郵送)

〈マーキング〉

基準に従 って採録記事 を選択、イメ

上
一 ジの切 り出 し範 囲 を紙面 上 にマ ー

クす る

くイ ンデ クシ ン グ 〉

イ ンデ ク サー が見 出 し、 キー ワー ド、

/
分類、紙誌名 、段数、発行 日、著作

権者な ど必要な書誌的事項 をコーデ

ィングシー トに記入

く書誌データ入力 〉

オペ レーターが コーディングシー ト

↓
に従 って見 出 しと書誌的事項な どを

入力

くイメー ジ入力 〉

並行 して別のオペ レーターが、紙面

上
をページ単位 でスキ ャナー入力 した

後、デジタイザでマーカーの指示 し

た記事単位 に切 り出す

く点検 ・蓄積 〉

校閲作業 を経 て、 システム内で結合

された書誌的事項 とイメー ジデータ

が一致 してい るかを記事単位 で端末

に呼び出 してチ ェックし、 ファイル

への蓄積 を指示する。

中で も早朝 ク リッピング(MOR)サ ー ビスはEL独 自の もの。25紙 を対象 に、午後9時

過 ぎか ら作業 を開始、午前6時30分 ごろまで分秒刻 みの完全徹夜作業 となる。到着 の早い

専 門紙か ら順 に処理 し、最後 は午前2時 前後に輪転機が回 り始める全国紙5紙 を各本社か

ら入手 して一連の作業 を こなす。1夜 平均250面 、1,500前 後の記事 を処理、午前7時 ごろ

か ら配信 している。エン トリー している作業要員は男子のみ55人 、1夜 勤 に32～33人 がつ く。
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雑誌 は、 インデクシング を外注、専従 の担当者がチェ ックした うえ、新 聞 と同様の方法

で入力 している。

(4)シ ス テム環境

ELシ ステ ムは書誌(テ キ ス ト)デ ー タベー ス系 とイ メ ー ジデー タベ ー ス系 の2つ か らな

り、 それ ぞれEthemetに 準 拠 したLANで 結 ばれ て い る。

書 誌 デ ー タベ ー ス系 はDEC社 の汎 用 コ ン ピ ュー タ 「VAX」3台 を ホス トとし、 入 力 、

イ メー ジ転 送制 御、 配信 制 御、 検 索 な どを処 理 してい る。 イ メー ジ デー タベ ー ス系 は東芝

製 のA1ス キ ャナ ー(16dot/mm)に よる入 力装 置 、 デ ジタ イ ザ に よる電 子切 り出 し装

置 、 光 デ ィスク フ ァイル(デ ィス ク25枚1組 のオ ー トチ ェ ンジ ャー9台 。1枚 の デ ィス ク

に約3万7,000件 の記事 が 入 る)とG3・G4フ ァク シ ミ リ通 信制 御 装 置 か らな り、 記 事 イ

メー ジの入 力 ・配 信処 理 に対応 して い る。

FAX配 信 回線 はG3用96、G4用18回 線、検 索用 は28回 線 を備 え てい る(図 表2-

6)。
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図表2-6 ELデ ー タベースの システム構成
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2-1-3サ ー ビスの現 状

(1)サ ー ビス内 容

ELの サー ビス は、 モー ニ ング レ ビュー(MOR)、 予約 情 報 サ ー ビス(SDI)と デ ー タベ

ー ス ・サ ー ビス(DB)の3つ に分 け られ る。

〈MORサ ー ビス〉

あ らかじめ登録 された検索式 にヒッ トする記事 を、当日の朝刊25紙(前 出図表2-3の

*印)か ら自動的にセ レク トし、午前7時 か ら10時 ごろ までにフ ァクスで送信 する。検索

式(図 表2-7)は 、ユーザー 自身がパ ソコンで自由に登録 ・変更 でき、前 日午後6時 ま

での分が翌朝有効 とな る。出力は①記事デー タ(見 出 しと書誌的事項)と 記事原文(切 り

抜 きイメー ジ(図 表2-8)の 一括出力②記事 データだけの出力③記事デー タを見てか ら

必要な原文だけを出力、 のいずれかの方法を選択 で きる。

図表2-7登 録検索式の一例

作MOR登録 検索式変更 リ
ス ト

翻5縞1D萎 鰭 品 涜 議 仮 縫 援室簸 関係
(新規)
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図表2-8出 力記事原文のイメージ
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〈SDIサ ー ビス〉

登録 された検 索式 に ヒッ トす る記事 を自動送信す るのはMORと 同 じだが、MORが 当

日の朝刊だけなの に対 し、SDIは 前 日入力 された新聞40紙 ・雑誌120誌 の記事全部が検索対

象にな る。毎 日午前1時 過 ぎか らフ ァクス出力す る 「デー リー ・サー ビス」 と、1週 間分

をまとめて郵送す る 「ウイーク リー ・サー ビス」がある。

〈DBサ ー ビス 〉

一 般 の デ ー タベ ー ス と同 じ ように
、 ユ ーザ ーが パ ソコ ンで 自由 に検 索 で きるサ ー ビス。

出力 はMORと 同様 、記 事 デ ー タの み、記事 デ ー タ と原文 同時 、 記事 デー タ 出力後 に原 文

出力 、 の選 択 が で き る。

(2)料 金 体 系

会 員 制 で、 月 額 基本 料 が10万 円。 出 力料 金 は記 事 デー タが1件30円 、原 文 はDBサ ー ビ

ス で新 聞 が1件200～250円 、雑 誌 が1ペ ー ジ ご とに200～400円 。MORはDBの3分 の1、

SDIは3分 の2の 割 引料 金 に な って い る。1カ 月 の使 用料 金 が10万 円未 満 の と きは、 基本

料 金 が 適用 され る(図 表2-9)。

図表2-9ELデ ー タベ ース の料金

1.当 初 料金(入 会月にお支払いいただきます)

1ロ(|lD)に つき5万円で硫 この金額には、「利用マニュアル・キーワード集

(各1セット)」、「ユーザーオリエンテーション参加費(2名分)」が含まれています三

2.基 本 料金(月 間最低使用料金)

口数によって以下のように異 なります。

1法人|口(11D)の 場合100,000円/月

1法人2口(21D)の 場合75,000円/月(各1ロ につき)

1法人3ロ(31D)以 上の場合50,000円/月(各1口 につき)

ELNETは 最低使用料金制をとっています。月間使用料金が最低使用料金に満たない

場合ば、最低使用料金(10万円/月)が ご請求額となります。

3.使 用料 金 の内 訳

料金の内訳 ELDB ELMOR ELSDl

① フ ァイル使用 料金 800円/回 300円/回 300円!回

②接続時間料金 200円/10分 な し な し

③記事データ出力料金 30円/件 30円/件 30円/件

④記 事原文 融X出 力料金 寧 250円/件 85円/件 170円/件

⑤ 記 事原文r項X送 信料 金 ・・ 10円/件 10円/件 10円/件

⑥代行検索料金 内容 によって異なりますので、お問い合せ ください。

*出 力する新聞 ・雑 誌によって異なりますので、ここで は平均値 をとっていま丈

**市 外局番03地 域でG3FAXを 使用する場合で克
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(3)サ ー ビス の現況

ELデ ー タベ ー スの ユー ザ ーID数 は93年3月 末 現 在1,450で 、サ ー ビス 開始1年 後 の89

年3月 末 の約7倍 。 この2年 間だ け を とって も、20%強 の伸 び を維持 して い る。

ユ ーザ ー は ほ とん どが法 人会 員。 使 用 料金 か ら業 種 をみ る と広 告、 放送 、 プ ロダ ク シ ョ

ン、電 気 ・情 報通 信機 器 、情 報 サ ー ビス、電 気 通 信、 銀 行 ・証 券 ・保 険 、食 品 ・飲 料 、 建

設 ・設 計 関係 、 の順 にな って い る。

地域 的 には関 東 が78.4%分 を占 め、近 畿8.8%、 中部 が4.9%と な って お り、偏 りが み ら

れ る。

(4)サ ー ビスの特徴

ELデ ー タベース ・サー ビスの特徴 としては① イメー ジ情報②横断的 ・網羅的一括検索③

速報性④著作権の ク リアな どがあげられる。

〈イメー ジ情報 〉

従来のサービスのほ とんどが文字情報 に限 られていた中で、パ ソコン端末 とフ ァクスを

組 み合わせ る ことによってオ リジナル ・イメー ジを同時に提供す る本格的なデータベース

としては先駆的な存在 であ り、蓄積 データ規模 では世界 で も最大級 といえる。

〈横断的 ・網羅的一括検索 〉

新聞40紙 、雑誌120誌 の主要記事 を横 断的 ・網羅的に蓄積、88年1月 以降のデータを単一

フ ァイル として検 索で きる。

〈速報性 〉

新聞の印刷開始後数時間以内にデータ処理 を終 え、 オフィスや家庭 に届 け られる時間 と

ほぼ同 じころに25紙 の主要記事 のテーマ検索結果が届 け られるMORサ ー ビスは、従来の

人手だけによるク リッピング ・サー ビスの 「時間 と質 ・量の壁」 を破 った もの といえる。

〈著作権 のク リア>

EL社 は情報提供各社 との間で結んでいる基本契約で、各社が著作権 を持 つ記事 ・写真 ・

イラス トな どの 「法人著作物」の使用許諾 を得ている。 また、著作権が個人 に所属す る社

外筆者やカメラマ ンの記事、写真な どについては、各社 を通 じて使用許諾 を得た ものだけ

を採録対 象 にしている。情報提供各社 と採録対象の著作権者 には、ユーザーの利用回数に

応 じた使 用料 の支払 いを行 う方法で著作権 を包括的 にク リア している(図 表2-10)。
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図表2-10ELデ ー タベ ースの著作権処理
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2--1-4今 後 の課 題 と展望

(1)デ ー タベース構築上の問題点 と課題

データベース ・プロデューサが抱 えている最大の問題 はデータの収集 ・入力な どにかか

る構築 コス ト(DPC「 データベース ・サービス業 に関する調査」平成4年3月)。EL社 の

イメー ジ ・データベース も例 に漏れず、最大の悩みはやは り構築 コス トの問題である。

設立時の事業計画では、営業開始後5年 目の92年 度末 にユーザーID1,344で 単年度黒字

に転換するも くろみだった。ID数 はほぼ想定通 りの伸びを達成 しているに もかかわ らず、

黒字転換 は3年 遅れの95年 度 を目標 としてい るのが現実 である。

最大のネ ックは委託要員100人 を抱 える入力 コス トで、営業収入 の約4割 を占めている。

自社のデ ィジタルデータを活用で きる新聞 ・出版社 と違 って、発行済みのプ リン トその も

のか らデー タをつ くる仕組み をとっている以上、避 けられない問題 ともいえるが、 日々進

歩す るイメージ処理技術 を活用 して早急に機械化 ・自動化の分野 を増や し、負担 の軽減 を

はか る必要に迫 られている。

「人海戦術」は また、データベースの生命線であるデータの質 と量 にも問題 を投 げかけ

ている。

一定 の質 を維持する人材 の確保
、 中で も徹夜作業のMOR要 員では深刻 な問題である。

また、 データ処理量の拡大 が要員数 に直結する点でも大 きな足かせにな ってい る。

これ らのハ ンデ ィキャップ と一民間企業 としての制約の中で、ユーザー層の拡大 に伴 っ

て求 め られる蓄積 情報の広 が りと深 さにどう対応 してい くか。苦 しい ところである。

質 と量 に関 しては、著作権処理 もまた大 きな課題である。

新聞 ・雑誌社 の持つ法人著作物 に当たる記事イメージは一括契約で クリアで きているが、

著作権が個々人 に所属す る社外筆者の原稿や写真、イラス トなどは、情報提供社の協力 を

得 られた ものを除いて大部分が採録対象外にな っている。 このため、本 当に価値のある記

事 の採録 をあきらめた り、記事 の一部分や写真、 イラス トな どが欠けた状態でデータを提

供せ ざるを得ない ことが 日常茶飯 とな っている。

個々の著作者 との交渉 は事実上不可能であ り、関係者の間で指摘 されてい るデータベー

ス業界 としての 「著作権一括処理機構」 といった ものの整備が待 たれ る。

一25一



(2)サ ー ビス上の問題点 と課題

主な もの として①情報の量 と質②料金体系③ システム上 のネ ックの解消、が あげ られる。

「主要新聞 ・雑誌の横断的 ・網羅的データベース」 をコンセプ トとする以上、新聞40紙 、

雑誌120誌 、年間60万 件規模の蓄積では不十分。人手 による作業の制約か ら.キ ー ワー ドの

数や均質性な どに も問題 を抱 えてお り、 これ らの解決策 も急務である。

より多 くの人 に利用 して もらうためには、現行 「月額10万 円」の基本料金 を軸 とする料

金体系でいいのか。全体の再検討に も迫 られている。

ユーザー数の拡大 に伴 い、検索ス ピー ド、配信処理の機 能拡充な ど、 システムの見直 し

も緊急の課題 となっている。

(3)展 望

誕生か ら半世紀、データベースはい ま、 まさに成熟期 にかか ろうとしている。

それぞれに発展 を遂 げて きた文字 ・イメー ジ、映像、音声 メデ ィアが検索 システム と通

信 ネ ットワークを核 に して結び合 い、大輪の花 を咲かせ るときが視野 に入 ってきた とい え

る。

小学生時代か らコンピュータ教育 を受 けた子供たちが社会 の一線 に出 る21世 紀初 め(と

い って もわずか十数年先!)に は、 いわゆるマルチメディアが社会 のインフラとして不可

欠の ものになっているか もしれ ない。

「イメージ ・データベース」 というには恥 じらい も覚 える現状 ではあるが、ELが その一

角 を担 うであろうことは疑いない。

そ こに至 る具体的な道筋 は、地味ではあ っても①現行サー ビスの充実 によるユーザーの

信頼確保② その過程での情報処理 ノウハ ウの開発 ・育成③ 新技術 を取 り入れた先駆的なシ

ステム とネ ットワークの構築、 な どにあると考 えられ る。
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一
2-2日 経記事 データベースのイメージ(画 像)自 動作成システム

2--2--1日 本 経 済 新 聞社 の概 要

日本経済新聞社 は明治9年(1876年)の 創業以来、経済紙発行 を中心 とする報道機関 と

して日本経済の発展 とともに歩 んで きた。 コンピュータによるデータベース作 りに着手 し

たのは1967年 。この年電子計算磯部 を発足 させ、1971年には相場報道の専門会社QUICKを

設立す るな ど経済に関す る総合情報機関 に衣替 えし、電子 メディア部門に も本格的に進出、

今 日に至 っている。

現在の事業 の概 要は以下 の通 りである。

<資 本 金>15億 円

く売上高>2,287億 円(92年)

<従 業員数>4,571人

く主 な関連企業 〉テレビ東京、テレビ大阪、 日本短 波放送な ど電波事業。

日経BP社 、 日経 ホーム出版社 な ど出版事業。QUICK、 日経 リサーチ、日経 国際ニ ュー

スセ ンター など情報処理、サー ビス事業。

その他新聞に関わ る販売事業、広告事業な どに進出している。

2-2-2デ ー タベ ー ス事 業

日本経済新聞社のデータベース事業 は1967年 に電子計算磯部が発足 した ときに遡 る。株

式市場の情報に強か った 日本経済新聞は、上場企業の決算 時期(特 に3月 、9月)に 企業

業績 の動 向を詳 しく速報 していた。なかで も人海戦術で企業決算の数字 を集計 して 「決算

集計」 として新聞紙面 で発表 していた。 この集計 をコンピュータで処理 したのが日経 デー

タベース発足のきっかけで、現在 も決算集計作業 を続 けている。

その後、国の主要統計の整備、個別銘柄毎の 日々株価 を新聞の相場表作成のために作 ら

れた紙 テープか らコンピュータに入力 した。企業業績 については上場企業の兜クラブ(東

京証券取引所の記者 クラブ)で の決算発表のデータに加 え、営業報告書 による財務データ

を上場企業か ら収集 した。企業 によって異なる勘定科 目の計上基準 を企業 にお願 いして揃

え、デー タベース として蓄積するの も事業範囲に加 えた。

初 めての外部ユーザーの獲得 は1970年9月 である。最初 は磁気テープにより顧客 にデー

タを配送 した。 それ以来、データの種類が多様化 した り、データ量が大幅に増 えた り、 テ

ープの形態がカセ ット型 に変化 した りしたが
、今 なおデータの配送 は日々続 けている。

オ ンラインによる情報提供 は1972年 か ら。初めは日本電信電話公社(現NTTデ ータ通

信)の 科学技術計算サーーービスシステムDEMOSに 日経の企業財務データを搭載 し、 メニ ュ

ー方式で各種 の分析表 を端末に出力するサー ビスをは じめた。 その後 「NEEDS-TS」 サ
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一 ビス としてマクロ統計データ、企業関連 データ を揃 え、 コンピュータ も自前で、分析用

の ソフ トウェア と併せて提供 した。付加価値の高 い、高額商品の開発 を進め銀行、証券、

官庁な どの情報 ニーズの高いユーザーをターゲ ッ トにしていた。

事業規模 の拡大 は、1984年 にパ ソコン向けオ ンライン情報サー ビス 「日経 テ レコン」 を

開始 してか ら。 サービス価格 も従来 の考 え方 を変 え、低額 の固定費用のほかは情報 を利用

した時に課金する価格体系で幅広い利用者の獲得 をはか った。それ までのNEEDSの 利用

者数 は多い商品で数百だったのが 「日経 テレコン」の利用者 は2万 社 を越 える規模 になっ

ている。

現在は、海外 にもオ ンラインのサー ビス地域 を広 げ、ニ ュー ヨーク、 ロン ドン、 シンガ

ポールな どで も日経 の社員がデータベースの販売 を行 って いる。

データベースの種類 も、 図表2-11の ように日経独 自に作成 した ものか ら、国内の同業

か ら導入 した もの、海外の情報ベ ンダーな ど可 ら導入 した もの まで多岐 にわたっている。

こうした幅広 い展開に際 して は、パ ソコンの普及 とデータベースの大衆化が欠かせない。

その力 となったのが 日経の新聞記事 のデータベースである。

図表2-11日 経が独自に作成しているデータベース及びそのサービス形態

.日 経 の デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス(NEEDS)

日 経 ニ ュ ー ス 速 報 NEEDS-TS

日経 の発 行 す る新 聞4紙 タ イ ム シ ェ ア リ ン グ に よ る 分 析

株 式 上 場 企 業 、 政 府 ・官 公 庁 の 人 事 デ ー タ サ ー ビ ス

約2万 社 の 企 業 プ ロ フ ィ ル NEEDS-MT,BULK

英 文 に よ る 企業 情 報 デ ー タ の 磁 気 テ ー プ 、 オ ン ラ ィ

英 文 記事 情 報 ン 配 送 サ ー ビ ス

企 業 の新 制 品 情 報 日 経 テ レ コ ン

ス ー パ ー な ど のPOS情 報 パ ソ コ ン向 け デ ー タ、 情 報 速 報

企 業 の 財 務 デ ー タ 、 株 価 サ ー ビ ス

債 券 、 株 式 の基 本 情 報 CD/ROM

マ ク ロ統 計 、 産 業 統 計 ・地 域 統 計

(表 一1)日 経 が 独 自 に 作 成 し て い る デ ー タ ベ ー ス 及 び そ の サ ー ビ ス 形 態
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2--2-3新 聞 記 事 デ ー タベ ー ス

日本経済新聞社が新聞記事 のデータベース作 りに着手 したの1975年 。 この年 に組織 も大

き くな りデー タバ ンク局が誕生 した。

最初の記事データベースはきまったフォーマ ッ トに新聞記事 か らデータベース用 の見出

しを作 り、入力 シー トに書 き込 み、入力作業 を経て コンピュータに蓄積す る という地道な

作業か ら始 めた。保管 するコンピュータの容量 も小さかったためにほとん どの記事 は見出

しのみで、重要な記事 についてだ け全文 を蓄積できないため新 たに抄録 を作 り蓄積 した。

キーワー ドも人手で付与 するので、 まず記事 を読 んで内容 を判 断 して適 当な語 を選 ぶ とい

う、 これ また手間のかかる作業 であ った。 日本経済新聞社では記事データベースを作 るに

あた り日経 シソーラスの作成 に取 りかか り、今で も大 きな財産 になっている。

ただ、統制 キー ワー ドのみの検索語だ とキー ワー ドを付与 した編集者 と情報を利用す る

検 索者の考 えが一致 しない と 「本当 にほしい情報」にた どりつ くのに結構熟練 を要する欠

点 もあった。苦労 して検索 した結果が主 に見 出しだけの情報で、記事本文 は改めて記事の

コピーを注文す る必要があった。面倒だ とする感覚が どうして も残 り、 日本経済新聞社の

内部で も 「新聞記事 は書 かれた時点で価値 はな くなる」 と従来 か らの速報 メデ ィアとして

の新 聞だけを意識 した発想で、 デー タベース作 りに疑問 をはさむ人 も多かった。

こう した問題 点 を克服 して記事 データベー スが本格的 に作 成 され たの は新 聞制作 の

CTS(ComputerTypesettingSystem:コ ンピュータによる新聞の編集 ・制作 システム)

が本格化 して、記事が全 て機械可読形式で利用で きるようにな った ことが挙 げられ る。 ま

た、 日本語処理が進歩 し、文章 中の索引語 をコンピュータ処理で 自動的に抽 出する自動索

引抽出技術 が実用化 した ことも大 きい。新聞制作 の副産物 として、 フルテキス トの記事デ

ータベースが最小のコス トで作成で きるようになった
。

今、新聞界 では記事データベースを作成するのは当た り前 にな ってい る。 日本経済新聞

社 をは じめ として、全国紙、地方紙、業界紙、 スポーツ紙 もデータベース作 りに乗 り出し

ている。記事 はニュース速報 として価値 をはか られるだ けでな く、歴史 として、事件 の記

録 として、参考書 として も価値 を持 ち、利用され るようになったのである。

2-2--4記 事 イ メ ー ジ デ ー タ ベ ー ス

新聞記事 データベースのいい ところは、何に関 して も専門的で はないが情報が えられる

ことが挙 げ られる。それだ けいろんな職種の人 に利用できるわけで、勢い注文 も多 くなる。

その中で一番多い注文 の一つが、記事データベースでは落 とされていた写真、図表、 グラ

フも利用 したいとす るものであった。

新聞の紙面 は長 い歴史の中で読者 に如何 に読み安 い紙面 を提供す るか、すばや く記事 の

意図 してい ることが伝 わるように工夫 されてきた。パ ソコンに文字だ け表示 され るのでは
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なじみに くく、記事 の重要さな ど文字だ けでは判断で きない ことが解 らない とす る意見 も

ある。記事の切 り抜 きを求 める記事デー タベースの利用者が依然 として多いの も事実で、

以前はフィルムか らコ ピーす るサー ビスも利用者が案外 と多かった。

このような要望 に答 えることがで きないか。切 り抜 きを安 いコス トで作成 できないか。

その答が新聞作成 と同 じ手順 を記事 ごとに応用すればCTSの データ とシステムをその ま

ま使 えると考 え、開発 した 日経の記事 イメージ作成 システムである。1987年 か ら開発 に取

りかか り約1年 でサー ビスを開始 した。

(1)CTSの 仕組 み

簡単 にCTSの 仕組 みを説明する。コンピュータで新聞 を製作 するシステムは、我が国で

は1972年 に日本経済新聞社が初めて開発 した もので、現在、 日経が発行する新 聞はすべて

CTS化 されている。各新聞社 は 自社の システム にそれぞれ名称 を付 けてお り、 日経で は

ANNECS(AutomatedNikkeiNewspaperEditingandComposingSystem)

と名付 けられている。数次のバー ジョン・ア ップを重ね、現在 はANNECS-IVと 呼 ばれて

いる。

CTSの 機能 は大別 して入力、大組 み、画像出力に分かれる。 また、ANNECSで は新聞

製作だけでな くデータベースや各種のニューメデ ィア用 に情報 を提供す る機能 も備 えてい

る(図表2-12参 照)。 なお、新聞の製作工程で使用 されてい る用語 には新聞社 に よって異

なる場合が あ り、 ここでは日経内で使われてい る用語であることをお断 りしてお く)。

(2)入 力

新聞の紙面 を構成 する要素 には、視覚的に見て次の ものがある。

・見出 し

・カッ ト見出 し(背 後 に地紋=模 様がついた見 出 し)

・記事 の本文。通常 は1行14字 の1段 組だが、大 きな記事の前文(リ ー ド)は2～5段

の通 し組みが される。

・数表類 あるいは横組みの記事

・写真および写真の説明文

・グラフや地図な どの線画

・ケイ(記 事 を囲んだ り間を区切 った りする 縦 ・横 の仕切 りケイ。段 の間 にある細 い

線 は中段 と呼ぶ)

・広告

これらの構成要素 をコンピュータに読 み込 ませるのが入力機能 であ り、記事(テ キス ト
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図 表2-12ANNECSIVの 概 念 図

UCKCATV文 字 多重 日経ニ ュ ース ・テ レコ ン

通信社

支社 ・支局

NEWS

(速 報 システム)

編集局

画像原稿

広告原稿

広告局 一ー一 →

大 組み

(紙 面 レイ

アウ ト)

NEEDSの

記 事情報 システ ム

と呼んでいる)の 入力 と写真 ・グラフな どの画像入力に分かれている。

記事入力 は、漢字盤画 ・ペ ンタ ッチ式の専用の漢字入力機で行 う。盤面 には約2000字 の

文字(漢 字、 カナ、数字や約物 と呼ばれる符号類)が 配置 され、 これ以外 の文字は4桁 の

外字 コー ドで入力す る。2本 のペ ンを両手 で扱 い、熟練 したオペ レー タな ら1分 間で約

50～60字 を入力出来 る。新聞社で はJISの 漢字 コー ド(JISXO208)制 定以前か ら漢字テ

レタイプ用 に独 自の漢字 コー ドを使 用 してお り、 日経で も日経 コー ドと呼ばれる独 自の コ

ー ドを持 ってい る
。

一つ一つの記事 には記事IDと 呼 ばれ る数桁の英数字 コー ドを付 して入力す る
。入力を

速 やかに行 うために、1本 の記事 は数人のオペ レータによって分割入力 されるが、記事ID
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の一部は分割 された記事 の順番 を示す枝番 になっている。

一方、写真やグラフな どの画像 データはスキ ャナか ら入力する。良 く使用 される顔写真、

定期的なコラムの標題 を表すカ ッ ト、ケイな どは常時フ ァイルに収録 してある。

広告 も別途作成 された版下 をスキャナか ら入力す る。

入力 された記事や写真 は記事 モニタ、画像モニタによってプ リン トアウ トされ、点検 さ

れ る。

(3)大 組 み

大型デ ィスプ レイ上 に紙面イメー ジを映 し出して、見出 し、記事、写真な どを位置付 け

1ペ ージの紙面に組み上 げる作業 を大組 み と呼ぶ。通常、整理記者の指示 に基づ いて、オ

ペ レータがキーボー ドか らコマ ンドを投入す るな どの操作 を行 う。 また、連載記事や コラ

ムなどの記事 を四角に組 んで真ん中 に見出 しを置いた もの(周 囲をケイで囲む場合 も多 い)

は、大組みの前 にあ らか じめ組 んでお くことが一般的で あ り、小組 み と呼 んでいる。

(4)出 力

大組みで作成 された紙面は実画像ではな く、デ ィスプレイ上に表示されるのは構成要素

の紙面上 の位置 である。 この位置情報(座 標情報)に 従 って文字 イメージや画像イメージ

を紙面の上か ら下ヘ ドッ ト・データで並べ、 目に見 える紙面画像 を作 り上 げる処理 をイメ

ージ生成処理 と呼ぶ
。ANNEcsで は文字 イメー ジの解像度(綿 密度)は454×454dpi(ド

ッ ト/イ ンチ)に なってお り、写真 も同様で ある。

出力には2種 類 ある。一一つは大組 みの結果 を点検 し、見出 しや記事、写真な どに誤 りが

ないか を最終的 にチ ェックす るためにプ リンタで紙 に出力す る もので大刷 り出力 と呼 ぶ

(活版時代は大組 み した活字 にインクをつけて紙 を載せ、大 きなローラーを転がす大刷 り

機 で刷っていたので、この名称が残 っている)。大刷 り出力で は通常の1/2の 解像度でプ

リン トする。

大刷 りの点検が済む と、実物の紙面 をフィルムに出力 した り、各地 の印刷拠点 にデ ジタ

ル ・ファクシ ミリでイメー ジ ・データを送信する。 この際 に別途入力 した広告 も併 せて出

力す る。

CTSの 初期の頃は、写真 など画像情報はフ ィルムに貼 り付 けた り、紙面1ペ ージ大の出

力が出来ずに分割 して出力後 に貼 り合わせるなどの手作業 が必要だったが、現在 のシステ

ムでは完全な紙面 を出力で きる。

新聞を印刷す るには、輪転機 にか ける印刷版が必要で、活版時代は重い鉛の版 を使 って

いたが、現在 はフィルムを薄 い合成樹脂 に焼 き付 けた印刷版が使われている。
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2-2-5画 像 デ ー タベ ー スの作 成

前述 した ようにANNECSで は記事 データベースや各種のニ ューメディア ・サー ビスの

ために情報 を提供 す る機能がある。紙面が フィルムに出力される と(降版 と呼ぶ)、 同時 に

その内容がデータバ ンクの コンピュータにも送 られる仕組 みになっている。最初 はこのう

ちか らキャラクタの情報である見 出 し、記事 のテキス ト・データだ けを利用 して日経 ニュ

ース ・テレコンで新 聞速報や記事検索のサー ビスに利用 していた
。

記事 イメージ ・データベース作成 システムでは、 これ に写真な どの画像情報 と組み版情

報 である記事や見出 しの位置情報 を加 えて、記事 の画像データ(ク リッピング)を コンピ

ュータで 自動的 に作成 するものである。 その処理 の概略は図表2-13の 通 りである。

図表2-13画 像データベース作成処理の概略図

画 像 デ ー タ作 成

//
↓
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モ ニ タ ー処 理(TSO)
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(1)記 事画像データの作成

記事画像 データ作成 は基本的 にはANNECSの イメー ジ生成処理 と同様 である。ただ

ANNECSが 新聞1ペ ージ大の画像 を作成 するのに対 して、 ここでは記事 単位 で画像 を作

成するところが違 うだ けである。いわ ばコンピュータ内部で記事 のク リッピングを作成す

る ところが このシステムの特徴である。

最大の課題 は、1件 の記事の構成要素(見 出 し、記事、写真、グラフ、数表)を いかに

して、他の記事のそれ と識別す るかであ り、記事IDと 位置情報 によって以下の処理 を行 っ

ている。

1本 の記事は分割入力 され、記事 フ ァイル中で は数 レコー ドになっている。 これをつな

ぎ合わせて元の1本 の記事 に再現するには記事IDを 利用する。

見出しは記事 の右(縦 見 出し)ま たは上(横 見出 し)に 、記事 と密着 して置かれるのが

通例であ り、見出 しと記事 の位置情報 によって識別する。

写真 ・グ ラフ ・数表類 も位置情報で識別す るが、見 出しに比べて置 かれ る位置の 自由度

が高いので、大組 み上 の幾つかのルールを総合判断する。

小組み された記事はそれだけを単独 で切 り離 す。

以上の処理で、1件 の記事 の構成要素が決定 され るとイメージ生成処理 を行 う。紙面 に

掲載 された もの と同型になるようにイメージ生成 するのが原則であるが、 フ ァクシ ミリに

出力時にA4判 またはB4判 サイズ(標 準 は縦型)に 収 まるように、以下の原則 で調整 し

ている(図 表2-14)。

記事が見出 しよ りも右 に流れている場合 は、で きるだけ右側がそろうように調整する(図

表2-14-1)。

最下段が はみ出す場合 は、はみ出 した部分 を次段 に移動 させる(図 表2-14-2)。

下 にはみ出す場合、そのページに空 きがあればはみ出 した部分 をそこに移動(図 表2-

14-3)、 空 きがなければはみ出 した部分 を次ペ ージに移動させる(図 表2-14-4)。

記事 の途中に広告が挟 まれている場合 は、広告を取 り除 いて空いた部分は詰めて記事が

連続 して流れ るようにす る。

横長の記事やカ ット見出 しがはみ出す場合 は、イメー ジを90度 回転 させ る。

この ような調整 をして もA4ま たはB4に 収容 しきれない記事 は、 当面、画像 データベ

ースの対象外 にしている。

(2)解 像度変換

作成 された画像 データの解像度 は454×454dpiで ある。現在最 も普及 してい るG3規 格

のファクシ ミリにその まま出力する と、原寸の約2倍 の大 きさになって しまうため、解像

度 を203×196dpiに 落 とす。いわゆる間引 きであ る。間引 き処理はプログラム によるが、単

純 な間引 きでな く、周囲を見て黒 を残 す ようにして行 う。 これによって新聞 の小 さな文字
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の細 い線や点が欠 けないようにす る。

図表2-14イ メージ生成処理 における調整

図 表2-14-1

`・

R・

図表2-14-2

図表2-14-3

⇒

⇒

⇒

⇒縣

1ペ ー ジ 目 2ペ ー ジ 目

図 表2--14--4
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(3)デ ー タ圧縮

画像データを効率良 く蓄積 ・伝送す るためにデータ圧縮 を行 う。データ圧縮 にはMH方

式(横 方向だ けの圧縮)とMMR方 式(縦 横方向の圧縮)が あるが、 ここではG3フ ァク

シ ミリでサポー トされているMH方 式 を採用 している。

(4)蓄 積

作成 された画像データは磁気 ディスクデおよび光 ディス クに蓄積す る。光デ ィスクは記

憶容量が大 きく、膨大なデータ量の画像 データには適 した媒体 であるが、書 き換 えが出来

ないこと、アクセス速度が遅いのが難点で ある。 このため、最新 の6か 月分の記事 は磁気

ファイルに収録、 この期 間を過 ぎた ものを順次、光 ファイルに移 す方式 を取 っている。光

デ ィスク装置はオー ト・チェンジャー付 きで、 デ ィスク1枚 が3.2ギ ガバ イ ト容量 をもち、

50枚 まで収容出来 る。

解像度変換、MH圧 縮 された画像 デー タのデータ量 はA4サ イズで平均約40キ ロバ イ

ト、B4サ イズで同70キ ロバイ トになる。記事量 は1日 平均800件 になるので この光 デ ィス

ク装置に約10年 分の記事が収録出来 る。

1993年2月 現在で収録 しているデー タは 日本経済新聞の朝夕刊、 日経産業新聞、 日経流

通新聞、 日経金融新聞の四紙 である。地方で発行 されている地域経済面(北 海道、東北、

首都 圏、静岡な ど)13面 も本年初 か ら提供 できるようになった。

各媒体の収録開始時期 は以下の通 り。

日本経 済 新 聞朝 夕刊 ……1988.4.1

日経 産業 新 聞1988.4.1

日経 流通 新 聞1990.4.1

日経金融新聞 1990.4.1

(5)プ リンタ ・モニ タ出力 とスキ ャナ入力

何 らかの原因で画像 データが作成出来 なか った り、写真やグラフが欠 けて しまう場合が

ある。 この点検 をす るために、画像 データをレーザー ビーム ・プ リンタに一括 出力す る。

また端末か ら記事 を指定 してモニタ ・デ ィスプレイ上 に呼び出 して見 る ことも出来 る。画

像 データが適正 に作成 されなかった場合 は、新聞か ら該 当の記事 を切 り抜 き白紙 に貼 り込

んだ後、 コピー機 で新聞紙の汚れ をとってか らスキ ャナで入力 して補 てんす る。新聞紙 の

ままだ と印刷 インキで汚れた りして鮮明 な画像情報 を蓄積 できないためである。

2-2-6提 供 方 法

記 事 画像 デー タ は、 現状 で は 日経 ニ ュー ス ・テ レコ ン と リンク して提 供 す る。 日経 ニ ュ
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一ス ・テレコンはパ ソコンを対象にしたオ ンライン情報サー ビスであ り
、 日経4紙 をはじ

め、朝 日新 聞、毎 日新聞な ど多 くの記事データベースをフルテキス トで提供 している。 ま

た、 日経四紙 に掲載 された記事 を降版後直ちに(新 聞が配送 されるよ りも早 く)、提供 する

新聞速報のサー ビスもある。

これ らのサー ビスを利用 してキーワー ド入力す るか、記事 のジャンルを指定す るかのい

つれかの方法で記事 を選択、見出 しの一覧 を表示 して必要 な記事 を探 し、 デ ィスプ レイや

プ リンタに出力 するかわ りにファクシ ミリへの出力 を指示すれば良い。記事 データベ ース

と画像デー タベ ースの作成 は別処理で行 うが、記事IDを 媒介 として、自動 的に リンクづ け

る。

日経 ニュース ・テレコンはFACOMを ホス ト・コンピュータにしてお り、受 け付 けた出

力指示はIBM3090に 送 られ、ファクシ ミリに出力す る。出力 に際 しては要求単位 毎に宛て

先 や記事 データベ ースの見出 しを表示 したカバーレター(表 紙)を 付 け、画像1ペ ージ毎

に記事の掲載新 聞名、掲載年月日、掲載ペー ジな どからなるヘ ッダーを表示 する。

ファクシ ミリへ の出力 はNTTのFネ ッ トサー ビス と通常 回線 を利用 したサー ビス と

を併用 してい る。Fネ ッ トでは利用者の多い都心地域の料金が高 くなるためである。出力す

るファクシ ミリはあ らか じめセンターに登録 してお く方法 と必要 な部署の ファクシ ミリの

番号 をその都度指定す る方法がある。検索す る人 とその情報 を必要 とす る人が別人 で、離

れた場所 にいて もフ ァクシ ミリで 日経のセンターか ら直接利用者の どの ファクシ ミリに も

送 れる便利 さもある。 図表2-15は 日経が現在提供 しているファクシミリに よる情報 サー

ビスの一覧である。

図表2-15フ ァクシ ミリを利用 したサー ビス

(新 聞 記 事)

記 事 イ メ ー ジ(切 り抜 き)

記 事 デ ー タ ベ ー ス の 検 索 結 果

日本 経 済 新 聞 の 早 朝 速 報

日経 産 業 新 聞 の 早 朝 速 報

(日 経 テ レ フ ァ ッ ク ス)

東 京 証 券 取 引 所 の 株 価 速 報

大 阪 証 券 取 引 所 の 株 価 速 報

株 式 チ ャ ー ト

日 経 の ニ ュ ー ス速 報

(そ の 他)

日 経 新 制 品 情 報

日 経AD/FAX

日 経 テ レ コ ン の オ ン ラ イ ン ・ サ ー ビ ス

キ ー ワ ー ド 検 索

記 事 ジ ャ ン ル 検 索

ダ イ ヤ ルQ2に よ る 音 声 応 答 検 索

銘 柄 コ ー ドを プ ッ シ ュ ホ ン入 力

日 経 テ レ コ ン に よ る 検 索

日 経 な ど の 読 者 に よ る 広 告 資 料 の 提 供

一37一



2-2-7シ ステ ムの評 価 と利 用 実績

システムの評価 をすれば、

①1日800本 か ら1,000本 近い記事 の切 り抜 き作業 を紙面作成直後か ら開始 して早朝 までに

完了 している。

② その間 まった く人手 を介 しない。

③ スキャナか ら入力するの と違 いコンピュータ上 の元データか ら作成するので きれいな画

像 データが作成で きる。

な どの 自動切 り抜 きシステムとしての優れた効果があるほか、

④手間のかかっていた記事 コピーの作業がな くなった。

⑤今 までは郵送か 日本経済新聞社 に来ていただかない とサー ビスで きなかった記事 コピー

がいつで も、何処へ もす ぐ電送で きる。

というように、利用面の向上 を図れた ことは大 いに評価 できるもの と考 える。

現在 の 「日経 テレコン」ユーザーの記事画像1青報利用状況は1日 あた りで1,500枚 程度で

ある。 この数字 を多いとす るか少ない とするかは議論の分かれ ることと思 う。 もちろんフ

ィルムか らコピーしていた当時か らみれば大幅な利用枚数 の増加であるが、今後 とも利用

促進 を図 ってい く必要があると考 えている。

2-2--8今 後 の 課 題

問題点 とい えば切 り抜 きをできない記事 がでて くること、現在 の段階ではデータ送 出に

コス トがかか りすぎることなど。前者 は新聞の制作行程の変更 を伴 うために実施 はしてい

ないが、記事単位 に見 出し、記事本文、前文、写真、グラフな どが識別で きる情報 を付加

すれば解決で きる。それで も新聞の組み方 によってA4サ イズに収 まらない記事 がでて く

るので、新聞制作用の端末機によって元の新聞 とは違 った記事の形態 に組 み上げ蓄積する

ことを考 えている。後者は利用促進 を積極的に図 りに くい大 きな要因 とな っている。現在

の ところはメー カー次第の ところがある。圧縮技術 の進歩、 ファクシミリの急速 な普及な

どか ら近 い将来解決で きるもの と期待 している。

ただ、新聞の切 り抜 きが ファクシ ミリに出力 されるのは従来 の新聞の多 目的利用の範囲

をでていない。新メデ ィア(フ ァクシ ミリも含 む)に ふ さわ しい情報 の提供形態があるの

ではないか。 同 じ紙 とは言 って もファクシ ミリにあった形態 を今後検討 してい く必要があ

ろう。
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2-2-9電 子 新 聞 、 マ ル チ メデ ィア

当た り前 のことだが記事情報 を現在の新聞を前提 に考 える必要がな くなっている。電子

新聞=フ ァクシ ミリ新聞の時代ではない。 ファクシミリが まず考 えられ るのは現在の新聞

の形式が そのまま実現で きるか らで、 ファクシ ミリの特性 を本 当に生かすには別 の情報編

集 もある と考 えるべ きで はないか。

第一 にファクシ ミリは配達 の制約がない。現在の新聞よ り速報 メデ ィアなのである。 し

か も一 日何回で も利用 でき、 いつで も必要なときに送信で きる。

ニ ュースの速報 と本文情報 と過去の記録、場合 によっては数字 のデータベース を組み合

わせが 自由にで きるメディアにすることを当面考 えてい きたい。

映像媒体 を考 えるとワー ク ・ステーション、パ ソコンとテレビな ど多 くのメディアを合

体 した多機能端末が家庭で も購入で きる くらいに安 く手 に入 いる時代 になった ときは 「読

ませ る、見せる、調べ る、聞かせ る」新聞が出現するか も知れない。 その ときは新 聞の切

り抜 きが画面 で見 れ るので はな く もちろん この機能 も必要 になるだ ろうが 一 以

下の機能が利用で きるようにな るだ ろう。

●画面 で見やす く編集 された記事が見れる。

●必要 な らテープに コピーで きるように読みあげ機能が ある。

●必要 な絵が カラーで検索で きる。

●過去 の関連記事 の検索が 自動的 にできてす ぐ一覧表が表示で きる。

●テレビの動画が連動す る。

な ど種 々の選択が可能 になるだ ろう。

近い将来 に 「新聞紙 がな くな る」 ということはない と考 えてい るが、紙の文化 も掲載す

る情報 の種類、形態で大 きく変化 してい くだろう。
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2-3G-Searchに おけ る画像 サー ビスの現状 と展望

2-3-1G-Searchの 概 要

[1]G・Searchの 設立 と背 景

(1)設 立

株 式会 社 ジー ・サー チ は、富 士 通株 式 会 社 、株式 会社 平 和情 報 セ ンター、 富士 通 エ フ ・

ア イ ・ピー株 式 会社 の3社 共 同 出資 に よ り1991年1月17日 に誕生 した デー タベ ー スサ ー ビ

ス の専 門会 社 で あ る。

(2)背 景 と目的

それまでのサービスは3社 各々個別 にデータベース提供 を行 って きたが、業界全体の成

長 に伴 いデータベースの質 と量の一 層の充実、 さらにサー ビス機能面 での充 実の必要性が

高 まって きた。

この ような状況から、1989年 には3社 でデータベース事業推進のため業務協力 を行 い3

社 のデータベース を1つ にま とめ、1つ のIDで 全てのデータベース利用 を可能 とする「マ

ルチゲー トウェイ システム」を開発 し、今 日の統合 デー タベース 「G-Search」 をスター ト

した。 さらにサー ビス充実 のため1991年1月 に専門会社 として設立 に至 ってい る。

[2]デ ー タベースサー ビスの現状

(1)国 内92メ ニ ュー を提供

会社設立当初、3社 が各々提供中のメニ ューを統合 し国内約40種 類、海外850種 類 でスタ

ー トしたが、現在 は国内92種 類,海 外850種 類(1993年3月 時点)が1つ のIDで 利用可能

である。

当社 の直接契約 ユーザへの提供の他、全国のパ ソコン通 信ネ ッ トや ユーザの社 内VAN

な どへのゲー トウェイ型提供形態でのサービス も積極的に推進 してい る。

カテゴリー別 には以下 の9種 類 に分類 し提供中である(各 データベースの概 要は図表2

-16を 参 照)
。

① 新聞 ・ニ ュース ・記事情報

② ニ ュースフラ ッシュ

③ 企業情報

④ 雑誌 ・図書情報

⑤ 産業 ・経済 ・経営情報

⑥ 人物 ・一般情報
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⑦ 専門情報

⑧ 国際情報

⑨ 海外デー タベ ース

図表2-16G・Searchデ ー タベ ー スメ ニ ュー(1993年3月 現在)

デ ー タ ベ ー ス 名 情報提供者 デ ー タ ベ ー ス 概 要

●新聞 ・ニュース記事情報
一般紙横断検索 朝日,毎 日,読 売 朝日新聞,毎 日新聞,読 売新聞の3紙 を対象とした横断検索ファイル。

i購藁経 醐.聞 　 '.'・ 日本経済新聞社 日経4紙 の記事情報、日経関係雑誌のタイ トル情報を収録。

朝日新聞 朝日新聞社 東京本社掲載のスホーツ,株 式欄を除く記事全文と、地方版も一部収録。

読売新聞 読売新聞社 東京本社発行の朝夕刊、読売家庭経済新聞掲載のほとんどの記事を収録。
毎日新聞 毎日新聞社 東京本社発行の朝夕刊、大阪本社発行の主要記事を収録。

共同通信・全国有力新聞横断検索 共同通信,地方紙 共同通信と提携加盟新聞各社の連動記事情報を収録。
共同通信 共同通信社 1988年2月 ～の自社取材記事を全文収録。

熊本日日新聞 熊本日日新聞社 1988年5月 ～の自社取材記事を全文収録。

静岡新聞 静岡新聞社 1988年5月 ～の自社取材記事を全文収録。

西日本新聞 西日本新聞社 1989年12月～の自社取材記事を全文収録。

南日本新聞 南日本新聞社 1991年4月 ～の自社取材記事を全文収録。

愛媛新聞 愛媛新聞社 1992年3月 ～の自社取材記事を全文収録。

高知新聞 高知新聞社 1992年6月 ～の自社取材記事を全文収録。

共同通信ニュース参考文献 共同通信社 1988年2月 ～ 収録 。

共同通信写真説明 共同通信社 1988年2月 ～ 収録 。

日刊工業新聞 日刊工業新聞社 新製品 ・新技術、技術動向等の主要記事、流通サービス新聞掲載記事を収録。

日本工業新聞 日本工業新聞社 掲載記事から株式市況を除いたほとんどの記事を収録。
化学工業日報記事 ケ ミカル ・デー タ ・サー ビス 化学工業や関連業界の専門紙。特集や臨時増刊号も収録。

i臓i闘藁蓑寵摸i 薬巣時報社 医薬品業界紙。更新はデ イリーで、当日の記事が瞬時に検索できます。

薬業時報社 医療情報を収録。MEDIFAX講 読会員限定サービス。

日本農業新聞 全国新聞情報農業協同組合連合会 掲載記事から市況データを除く主要な記事を毎日約50記事ほど収録。
日刊スポーツ 日刊スボーッ新聞社 東京本社最終版を収録。野球の成績表なども収録。
企業 ニ ュー ス情報 〔ニュー刈リース〕 毎日新聞社 二丁スリ|」一ス原稿情報。毎日新聞社が取材したものを全件収録。

テクノサーチ 〔工業新聞5紙 〕 日本データベース開発 便新停止)
AS川{10NLINEDATABASE 朝日新聞社 「朝日ニュースサービス」の英文情報をデータベース化。

凧IN[CHIONUNEDATABASE 毎日新聞社 毎 日新聞社発行の英字紙 「阻IMCHIDAILYNE`s」 をデータベース化。

デ ー タ ベ ー ス 名 情報提供者 デ ー タ ベ ー ス 概 要

●ニュースフラッシュ 〔速報〕

共同通信ニュース速報 共同通信社 共同通信社が配信している記事をリアルタイムで提供。

朝 日新聞ニュース速報 朝日新聞社 朝 日新聞の取材網か ら集 まるニェースをリア陀仏で提供。最新 データを随時追加。

毎 日新聞昌ユース速報 毎日新聞社 毎 日新聞の取材網か ら集 まるニュースをリア砂払で提供。最新 デ→を随時追加。

読売新聞ニュース速報 読売新聞社 読売新聞の取材網か ら集 まるニピスをリ7帽ムで提供。最新 データを随時追加。

共同通信経済ニュース速報 共同通信社 国内 ・海外の経済 ニュース、国内 ・海外市況をリアルタイムで提供。

共同通信金融経済データ速報 共同通信社 週間 ・月間の国内外数値データや海外株価等をリアルタイムで提供。

朝日新聞夕刊オンライン版 朝日新聞社 東京本社夕刊最終版の最新記事を、午後2時半より提供。

情報産業ホッ トライン ネ ッ トワ ークニ ュ ース社 「ザ・デイリーネットワークニュース」の記事を速報サービス。翌 日掲載分も前夜から提供。

経済社会動向〈EP-SENSOR>セ"一情報 経済企画協会 経済企画庁の発表と同時に、 マ如・ミ如数値を表形式と前期比で提供。

AsahiNewsService 朝日新聞社 朝日新聞の英文発信媒体 「7サヒ・二仁ス・サービス」の速報サービス。

AsahiEveningNeWS 英文朝日 日本で唯一の夕刊英字新聞の速報サービス。

MAINICHIDAILY」{別S(英 文毎日) 毎日新聞社 毎日新聞の主要記事を英文記事に翻訳したもの等の速報サービス。

●企業情報一輪 横
断検索 帝国.東 商工,東 洋経済 帝国.東 商工,東 洋経済 より、8種 類のフ7イルを対象とした横断検索フ7化。

帝国デー捌ンク企業情報(特 定検索} 帝国データバ ンク 全国95万社の企業概要、業績、代表者履歴など最新企業情報を収録。
帝国デー州ンク企業情報(条 件検索) 帝国データバ ンク 業種,売 上などの条件 に該当する企業を ピックアップするのに適切。

帝国データバンク企業財務情報 帝国データバ ンク 国内主要企業25万社の財務データを収録。

東洋経済企業情報 東洋経済新報社 国内上場企業の概要、関連会社、株主、役員、海外進出状況などを収録。

東京商工リサーチ企業情報 東京商工 リサーチ 全国50万社の最新企業情報。過去3ケ年の事業概要を収録。

東京商工リサーチ企業財務情報 東京商工 リサーチ 国内主要6万5千 社の財務データを収録。

医薬品企業情報 薬業時報社 「医薬品企業総覧」をDB化 。国内製薬メーか約430社 、卸約150社 を収録。

TElKOKUDAT⑮ 蝋K: 帝国データバンク 全国主要企業5万 社(英 文商号企業)の 基本情報等を収録。
JAP服SECO旺ANIES

Cfarbase国 際主要企業財務情報 ClFAR 主要企業約8千 社の会社概要、財務情報の他詳細(300項 目)を 収録。
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デ ー タ ベ ー ス 名 情報提供者 デ ー タ ベ ー ス 概 要

●雑誌 ・図書情報

機械振興協会経済研究所/
経済文献研究会/国 外アソシエーツ
デ一夕ム

理工学情報センター
日本能率協会総合研究所

}罐 灘 徹 熈 売/
朝 日新聞社

毎日新聞社

メデ ィア ・リサーチ ・セ ンタ一

一

アイ・エヌ情報センター

日本能率協会総合研究所
日本能率協会総合研究所

日本能率協会総合研究所
日本能率協会総合研究所

日本能率協会総合研究所
TKC

ダイヤモンド社
コーパス
日本貿易振興会

日本貿易振興会

経済企画協会

口外アソシエーツ

東洋経済新報社
東京商工リサーチ
口外アソシエーツ

毎日新聞社
データベース振興センター

国内外の新聞 ・雑誌の記事情報要約文を提供。一般誌からピジね分野の専門

誌まで収録。

ポピュラーな雑誌32誌 か ら、書誌情報を網羅的に収録。

技術情報雑誌約1,000誌 に掲載 された技術論文のタイ トル情報を収録。
パソコン雑誌15誌 の全記事を索引化。月2回 の更新で最新データを提供。国内出版物(流

通/非 流通)の 内容、要 旨などの書誌情報を収録。

新刊書情報。必読書を定期的にチェックするのに適切。
「AERA」 掲載の記事情報を、創刊号か ら全文収録。

「エコノ ミス ト」掲載のほとんどの記事 を全文収録。
「雑誌新聞総力夘グ」をDB化。国内約2,000の 逐次刊行物の データを収録。

"

日本の全産業39業 種の統計データ(1980年 ～)を 蓄積。グラフ表示可能。

官公庁や企業発行の市場動向や業界動向に関する資料の所在情報を収録。
一般生活者に対す るアンケー ト調査 などを対象に資料の所在情報を収録

。特
定の企業に関す る資料の所在情報 を収録。

収録資料について、資料名 ・発行元 ・資料概要などを収録。

生活者実態を分析するために実施されたアンケー トの調査結果を収録。

注目業界の現状や問題点をまとめた調査 レポー ト。

経営実務の全分野 にっいて、用語解説 ・実務の実態 ・運営などを収録。

企業の年中行事 などの様々な式典の進行 ・挨拶の実例等の詳細を収録。

JETROの 情報ネッ トワークか らの130項 目に及ぶ国際貿易情報を収録。

日本の輸入拡大のためのビジネスや消費生活に役立つ内容を収録。

中長期の経済変動など官庁発表の約100系 列の原数値 ・節調整値を収録。

新聞 ・雑誌 ・図書 に書 いたり書かれた りした人物のプロフィールを収録。

国内上場企業の役員の詳細情報。

全国50万社の企業経営者の履歴や連絡先など豊富な情報を収録。

国内で主催 されるあらゆる分野の賞の概要と受賞歴を収録。

幕末か ら昭和までの約100年 間のニュース写真の書誌情報を収録。

日本全国のデータベースサービスの概要、サービス会社の情報を収録。

.、一、,.某 服i:

週刊 ・月刊雑誌タイ トル情報

タイ トルサーチ
パソコン雑誌 リファレンスガイ ド

iBiiぴOi鍵ii垂新刊図書情報ぷ

即顯翻0低能纏鯛 …閤図書情報蘂i

週刊紙AERA
エコノ ミス ト

雑誌新聞総かたろぐ

●産業 ・経済 ・経営情報

アイ ・エヌ産業統計データベース

マーケッ トサーチ 〔商品 ・産業編〕

マーケ ットサーチ 〔生活者意識編〕

マーケッ トサーチ 〔企集動向編〕

マーケ ットサーチ 〔資料総覧編〕

生活者アンケー ト・ライブラリ
ニュービジネス業界レポー ト

繍 跳nl-.一.一 …

会社行事催事マニュアル[Cereood〕

遅`蟹u☆….晒 ・・.・一剖醐"`'"'

JETROWINDS〔 輸入促進情報〕

経済社会動向〈EP-SENSOR>

中長期時系列

●人物 ・一般情報

東洋経済役員情報

東京商工 リサーチ経営者情報
iii〕6iil_.ヨ..嘗..醐'書""

毎日新聞写真データベース

国内データベース情報

デ ー タ ベ ー ス 名 情報提供者 デ ー タ ベ ー ス 概 要

●人物 ・一般情報

今週のおもちゃベス ト10 日本玩具協会 全体または部門別の売上順の玩具情報を収録。
現代用語の基礎知識 自由国民社 「現代用語の基礎知識」92年版を収録。

JTB宿 泊情報 日本交通公社 全国の旅館 ・ホテル等の交通、宿泊料金、周辺のレジャーなどを収録。

TV番 組エクスプレス AVエ クスプレス 新聞掲載のテレビ欄のオンラインサービス版。最新2週 間分を収録。
CD新 譜速報 音楽出版社 当月 ・翌月に発売予定の音楽用COの タイ トル、価格、発売日等を収録。

音楽CD総 カタログ 音楽出版社 「CDジャーナル」の内容 をDB化。CDに対する評価等も収録。

ビデオ&LD速 報 音楽出版社 国内で発売予定の音楽、映画、実用等全ジャンルのビデホ、LD、8ミリ等を収録。
レーザーデ ィスク情報 音楽出版社 「CDジャーナル」に掲載 されたレ∀一ディスクの新譜情報を収録。

●専門情報

「睡 藤織 医療情報システム開発センター 添付文書をイLスとした薬価基準収載の医療用医薬品情報等を収録。
明i日醐 薩i テクノミワクイン万 メイションサービス 国内で開発中の治験薬の開発状況データ。開発概略、基礎と臨床情報も収録。
BLISNET〔 半導体技術情報〕 電子デバイス情報サービス 半導体部品に関する技術 データを詳細 ぬ まで網羅。原文のF献 出力可能。

原子力コー ド情報 原子力データセ ンター 国内の原子力機関や、原子コー ドのプログラム情報を提供。

TKC法 律情報デ」択一ス〔LEI/DB〕 TKC 明治8年からの民事、行政法に関する判例と関連情報を収録。
・4…・一≡ …=・ 一

_.-9.産 権 判 例 議i…i 近畿大学 産業・法律研究所 知的財産についての法律に基づく判例情報を収録。

●国際情報－i畷 技術情報
データバンク 中国国内発行新聞に掲載されたの中国の産業・技術関連主要記事を収録。

アジア情報速報 国際経済情報セ ンター アジア各国の現地での最新情報、 ア労関連ビジネス情報などの速報サービス。

アジアビジネス情報 国際経済情報セ ンター アジア諸国の ミクロ ・ビジネス情報 を収録。

●海外データベース

INFOCUE TelebaseSystemsIロc. データベースにより異なる。

(DIALOG等11⑱ ダー850DB)

注)_.
→ 月間基本料金または月間最低料金(ミ ニ私チャージ)の あるデータベース
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(2)サ ー ビス機能の充実

データベース利用 における検 索機能の改善,簡 便 さの追求 な ど、会社設立以来 さまざ ま

な新 しいサー ビスを開始 してい る。

①1991年 開始のサー ビス

【サー ビス時間延長】

従来、平 日は午前9時 か ら翌 日午前2時 までであったサー ビス時間帯 を平 日および祝

日を午前7時 か ら翌 日午前5時 までの22時 間サー ビスに延長 し、 日曜はサー ビス停止 で

あった ところを、午前7時 か ら午後9時 までのサー ビス と大幅 にサービス時間の延長 を

行 った。

②1992年 開始のサー ビス

【サー ビス案内 コーナー開設】

●お知 らせ

G-Searchか らのお知 らせ情報 を蓄積 し、ユーザが必要 なお知 らせ を自由 に確認 で

きる。

●QAメ ール

デー タベ ースに関する質問、相談 をセ ンター宛 メールボ ックスに書 き込みがで き、

G-Search受 付後 ユーザ宛 メールボックスに回答 を行 うサー ビス。 ユーザ は電話 を書

け直す ことな く、検索利用中にG・Searchと コ ミュニケー ションが行 える。

●データベース概要及 び料金案 内

サー ビス中のデータベースの概要 と料金が各デー タベースに接続せずに確認す るこ

とがで きる。

●オ ンライ ンマニ ュアル

デー タベース毎 の利用方法 を事前 に確認するためマニ ュアルをオ ンライ ンで提供 し

ている。 内容 をダウンロー ドすれば、 自分な りのオ リジナルマニュアル を作成す るこ

とが可能 となる。

【英文 メニ ューサー ビス】

外国人 にも気軽 にデータベ ースが利用できる ように、英文 によるメッセー ジ、料金表

示の提供 を開始 し英語圏ユーザーサポー トを積極的に推進 している。

【横断検索機能】

1回 のキー ワー ド入力に より複数のデータベースを自動的 にアクセス し検索結果 を提

供す るサー ビスである。

現在、横断検索機能 として次の2サ ー ビスを提供中である。

●一般新聞記事横断検 索
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朝 日新聞記事、毎 日新聞記事、読売新聞記事 の一般3紙 を一括 して検索す る。

●企業情報横断検索

帝国データバ ンク企業情報、東京商工 リサーチ企業情報、お よび東洋経済企業情報

(6フ ァイル)の 合計8フ ァイル を一括 して検索す る。

【画像表示サー ビス】

ビデオテックス用画像表示方式 「NAPLPS」 を採用 し、アイ ・エヌ産業統計データベ

ースの数値情報 を5種 類 のグラフ表示形式で出力で きる。

サー ビスの詳細は2-3-2「G-Searchに おける画像デー タベース」で紹介する。

[3]新 サ ー ビス への 展 開

G・Searchで は オ ン ライ ン商 用 デ ー タ ベ ー スサ ー ビス に加 えて 、 デー タベ ー ス に関 す る

新 た な サー ビス と して92年 よ り以下 の サー ビス を開始 して い る。

(1)プ ライベ ー トデ ー タベ ー スサ ー ビス

商 用 デー タベ ー スサ ー ビスで の ノ ウハ ウ を活 か して、 ユ ー ザ の デ ー タ をG・Searchの ホ

ス トコ ン ピュー タ上 で デ ー タベ ー ス シス テム の構 築 ・運 用 を行 うサ ー ビス で あ る。 本 サ ー

ビスの概 念 を図 表2-17に 示 す。

デー タベ ー スの形 態 には以下 の2種 類 の標 準 タ イプ を用意 して い る。

①文書型データベースサー ビス

新聞記事 データベースで構築 ・運用 しているノウハウ/仕 組 みを活用 した文書型データ

ベースを構築するサー ビスである。

【サービス機能】

●タイ トル/文 書 内容か らキー ワー ドを自動抽 出 しデータベース化。

●検 索機能 はフリーキーワー ド検 索によ りタイ トル/本 文表示が行 える。

●漢字入力での検索が可能。

●データベースの新規登録/追 加/削 除が端末か らオンラインで可能。

●自社独 自のキー ワー ド毎 に同義語設定が可能で あ り検索 もれのないサー ビスが提供で き

る。

【特 徴】

●富士通 が提供す る全国ネ ッ トワーク「FENICS」 を利用 しているため全国 どこか らで も利

用できる。

●G-Searchで 標準化 しているため、 自社導入でデータベース構 築 を行 うよ り短期間/低

コス トでの実現が可能である。
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②速報型 データベースサー ビス

ニ ュース速報 サー ビスで運用 してい るノウハ ウ/仕 組 みを活用 し速報型 データベ ースを

構築するサー ビスで ある。

【サー ビス機能 】

●独 自のメニ ュー階層設定が可能。

●データベース登録 ・削除が端末 か らオ ンライ ンで行 える。

●検索はメニ ュー方式で画面 と対話型で 目的の項番 を選ぶだけ。

●検索結果 は画面表示の ほか端末 フロ ッピーな どへのダウンロー ドも可能。

【特 徴】

●文書型 と同様 に全国ネ ッ トワークサー ビスで しか も短期間/低 コス トでデータベースが

構築で きる。

(2)フ ァイル提供 サー ビス

G-Searchサ ー ビス中の膨大なデータベースの中か ら、必要 な情報だ けを取 り出 し磁気

テープなどにて提供 するサー ビスである。

現在提供 を開始 したフ ァイル提供 サー ビスは以下の2サ ー ビスであ る。今後 もさらに対

象 ファイルを拡張する予定である。

①明 日の新薬

株式会社 テクノ ミックインフォメーシ ョンサー ビスよ り提供 されているデータベースで

あ り国内で開発 中の治検薬(前 臨床 か ら発売 まで)の 開発状況 が まとめ られている。

提供形態には年4回 と年12回 の2通 りの提供形態がある。

②音楽CD総 カタログ

株式会社音楽 出版社 より提供 されているデータベースであ り1982年10月 か ら最新の もの

まで国内板CDを 網羅 している。提供形態 は新た に発売になるCDを 毎 月 ごとま とめて提

供 す る。

図表2-17プ ライベー トデータベースサー ビスの概要

鼻 巨→

萱riK
GW

=

lPrivateDBService`一 一 一

→ §ゆ1⇒1→

一 一

(
) ,

社内DB
、 ツ ×・マ<=

ぎ`
検
索

一

`
`1

一 ∨
＼ ノGぶea∫ ℃h

、'・r冶x .靴"商 用OB
＼ ノ

一45一



2-3-2G・Searchに お け る 画 像 デ ー タベ ー ス サ ー ビ ス

[1]画 像 デー タベースへの取 り組 み

G-Searchで は、データベース提供形態の多様 なユーザーニーズに応 える目的で文字情

報 および数値 情報 データベースの付加価値サー ビスの一環で画像表示サー ビスへの取 り組

み を行 っている。図表2-18にG-Searchに お ける画像種別毎のサー ビスの提供状況 を示

す。

図表2-18画 像サー ビスへの取 り組み

画像種別 提供中 計画中

グ ラ フ ィ

ッ ク画 像

数値デ ータの

グラフ表示

記号、構造図

等の図形表示

イ メ ー ジ

画 像

一 オ ン ラ イ ン

FAX送 信 サ

ー ビ ス

自然画 一 一

[2]提 供中サー ビスの紹介

(1)サ ー ビスの概要

現在提供 中の画像サー ビスは、北米標準 の ビデオテックス描画方式で あるNAPLPSを

採用 したグラフ画像表示サー ビスである。

適用 フ ァイルは、株式会社 アイ ・エヌ情報 センターか ら提供 されている 「アイ ・エヌ産

業統計情報」で提供 を開始 した。

(2)サ ー ビスの特長

① グラフパターン出力形式 は、下記の5種 類の中か ら自由に選択可能である。用途 に応 じ

て見やすいグラフを指定で き、 ビジュアルなデータ内容の把握が容易かつスピーデ ィに行

える。

●折れ線 グラフ:時 系列の推移

●棒グラフ:項 目毎の数量比較

●積み重ねグラフ:項 目毎の数量比較
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一
●帯 グラフ:デ ー タの構成此等,

●円グ ラフ:デ ータの構成費等

② カラーグラフで色分け も可能

1画 面での複数項 目表示、構成比 の内訳 などは自動的 に色分 けされ、 ビジュアル効果 を

よ り一層高めてい る。 さらに、色指定が行 え任意のカラーに変更する ことも可能であ る。

③市販 の汎用通信 ソフ トで利用可能

端末側で は以下の ような市販のNAPLPS対 応の汎用通信 ソフ トを用意す るだ けで誰 で

も利用 で きる。

例)

「TownsVNETV1.1L20〈 富士通 〉 」

定 価¥18,000円

適用機種:富 士通FM・TOWNS

「通信快速Version1.1〈 知識計画 〉 」

定 価¥19,000円

適用機種:NECPC-9801シ リーズ

④簡単 な操作方法

データ検索か らグラフ出力 までの操作手順 は、 そのつ どメニ ューで表示 し必要な処理 を

選択 するだ けでマニ ュアル不要のサー ビスである。

(3)サ ー ビス料 金

①データ出力料

②グラフ指令料

③グラフ出力料

900円/1系 列

100円/回

100円/グ ラ フ

(4)サ ー ビスの流 れ

G'Searchセ ンター とユ ーザ 端 末 間 で の デ ー タ検 索 か らグ ラ フ出 力 まで の流 れ を図表2

-19に 示 す
。

(5)サ ー ビス利 用 状 況

本 サ ー ビ スは1992年9月1日 よ り開 始 したが、利 用状 況 をみ る と図表2-20の よ うな状

況 で あ る。

一47一



図表2-19グ ラフ出力サー ビスの流れ

G-Searchセ ンター お客様端末

(パ ソ コ ン)

デ一夕イースホスト

数値デーク 出札

グラフ指 令

(

マルチゲートウェイ

<

描画
A

NAPLPSデ ータ

出力

ひ匹

㌃値デ☆
＼こ ノ

難難 撮i 顯鷲踏

liii…iiiiiiiiiiiii

薬応燃
＼＼ ノ

.w・ ●・◆・.・σ

(グ ラ フ)

図表2-20グ ラフ出力利用状況

数値データ出力のみ 70%～80%

数値+グ ラ フ出力 20%～30%

(調 査 期 間1992年9月 ～11月)

2-3-3今 後 の 展 開 お よ び 課 題

[1]今 後の展開

G-Searchで は、NAPLPSに よるグラフ表示 を画像サー ビスの第一弾 として提供 を開始

したが、今後 も積極的に画像 サー ビスへの取 り組み を推進 していきたい と考 えてい る。

(1)グ ラフィック画像サー ビス

数値 データのグラフ表示 に引 き続 き、化学構造式や特殊記号 ・マー クな どの図形表示へ

の取 り組 み。
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(2)イ メージ画像サー ビス

データベース検索結果 の出力端末 としてデ ィスプレイ/プ リンタに代わ りFAX端 末で

の出力を前提 とした画像 サー ビスへ の取 り組 み。

〔イメージ情報蓄積 〕

従来のキャラクタ情報 に付随する図面情報 な どをイメージ情報 としてGSearch上 に蓄

積 しFAX端 末へ送信 す る。

〔キャラクタ情報変換 〕

現在サー ビス中のデータ出力端末 としてFAXを 選択す ることによ りキャラクタ情報 を

FAXデ ー タに 自動変換 し指定 されたFAX端 末へ送信 する。

[2]課 題

現在、G-Searchで は画像 サー ビス として上述 のグラフ出力 サー ビスを開始 したばか り

であるが、今後画像 サー ビスへの展開を考 えると以下の ような課題がある。

(1)技 術的側面

① 画像 データの圧縮方式標準化

② 通信ネ ッ トワーク,端 末ハー ドの高速化(ISDN/B-ISDNな どの普及 ・低価格化)

(2)ビ ジネス的側面

① マーケ ッ トニーズ

② 採算面

③ データベー ス構築,提 供の費用負担

最後 に、現在 はオ ンラインデータベースサー ビスにお ける提供形態はほとん どが文字情

報 となっているのが実状で ある。 しか しなが ら、今後データベースサービスの普及 に伴い

利用者がいろい ろな層 に広が ってい く。 これ に従 って、多様 な提供形態へのニーズが高 ま

り、提供者 もこうした動 きに対応 してい く必要がでて くるであろう。

それ は、広義 には社会の情報 ネッ トワークのインフラス トラクチャ整備や情報処理 など

の技術革新 による基盤の問題 もあるが、狭義 には情報作成者(プ ロデ ューサ)の 課題で も

あ り、データベースサー ビス業 としてのディス トリビュータの課題で もある。
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2-4電 子デバイス情報サー ビス、ELISNETで の画像データベースの利用

2-4-1会 社概 要

は じめ に電 子 デバ イ ス情 報 サ ー ビス株式 会 社 のELISNET(ElectronicDevicesInfor・

mationService)は 、 国 内 ・海 外 の半 導体 メ ー カ とタイ ア ップ し、直 接 デ ー タの提供 を受

け る国 内唯一 の世 界最 大規 模 の 半 導体 デー タ ベ ース ・サ ー ビス で、 これ ら内外 の半 導体 メ

ー カか ら発行 され るデ ー タブ ック ・デ ー タ シー トの最 新版 や新 製 品 ニ ュー ス な ど約70万 頁

に及 ぶ技 術情 報 を、 コ ンピ ュー タ ・光 デ ィス ク フ ァイル に蓄積 し、 これ をパ ソコ ン通信 と

FAXネ ッ トワー クに よ り会 員 ユ ーザ に提 供 す るサー ビスで あ る。

(1)会 社設立の背景 と趣旨

日本の電子技術の進展は、高品質 かつ経済的な部品製品 を生み出 し国際的 に高い評価 と

優位性 を得 るに至 った。その反面 この優位性 は、先進工業国の当該産業に影響 を与え、直

接的には対外貿易のバ ランスを崩 す こととされ、海外製品の積極的な輸入政策によってバ

ランスの回復 と当該国産業の発展 に貢献す ることが重要 とな って きた。

一方
、 これ らの電子部品を用いて装置な どを製造す るメーカは、次々 に発表 され る内外

の新部品、 より経済的な部品、機能変更や性能変更、製造 中止、代替部品な どの情報 をよ

り早 く入手 し、装置の設計、製造 、保守 に反映 させる必要があるが、部品メーカか らの膨

大 な数量の製品ニ ュース ・技術資料 を漏れな く集 め、分析 し、最適な部品 を選 び出すため

の適切 な手段 は用意 されていない。

電子デバイス情報サービスは、国内 ・海外電子 デバ イスメーカの技術情報 ・開発ニ ュー

スな どをデータベースに構築 して、主 に内外の電子装置 メーカに情報の提供 を行 うもので

あ る。内外の電子デバイスメーカ と電子装置 メーカ との間 を密度 の高い情報で結 び、最適

でタイム リーな部品選択 と開発 ・設計業務 の効率化 を目指す ものである。

この事業 はより多 くの電子デバ イスメーカの参加、 より多 くの電子装置 メーカの参加 に

よって初 めて成 り立つ ものであ り、 かつ このようなデータベースは一元的に しか存在 し得

ない ものである。電子デバ イスメーカの参加、電子装置 メーカの利用 を円滑 に進めること

がで きるように、中立的な事業運営 を行 うこととしている。

また、 この事業の性格は、昨今 の 日米半導体摩擦問題 や、情報の入超 などの情報摩擦問

題、国内のデータベース産業振興 な ど、 日本 の産業政策に強 く関わ ることか ら、通商産業

省の指導 を仰 ぎ、㈲ 日本電子機械 工業会、勧 データベース振興セ ンター、㈱ 半導体 国際交

流 センターの協力のもとに設立 された事業会社 である。

ELISNETは 、グローバ ル規模 での電子 デバ イス流通の情報拠点の機能 を持 つ もので、

貿易摩擦 などの視点か らも、先進電子工業 国 としての 日本の役割の一端 を担 うという意義
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が あ る。

(2)事 業の概要(図 表2-21参 照)

①特 徴

i)情 報 の製作 お よび販売

国内及 び海外 の電子 デバイス技術情報、開発情報の収集、編集、加工(情 報 の製作)を

行 い、 データベースを構築 し、オ ンライン情報サー ビス として、あるいは、磁気 テー プ、

CD-ROMの 形 で販売す る。

ii)原 情報 の入手先

国内及 び海外 の電子 デバイスメーカか ら、部品 に関する機能 ・性能説明書、設計 データ

シー トの提供 を受 ける。 このうち海外の ものは、海外の専門業者 との提携 によって相互に

情報 を交換 し合 うことも考える。 またメーカ代理店 ・特約店 などか らは、代理店 デ ィレク

トリ情報 な どを働半 導体国際交流 センターか ら、外国系半導体情報の提供 を受 ける。

iii)情 報 の販売先

内外 の電子装置 メーカ、電子部品デ ィラー、大学 ・研究所並びにデータベース業者、そ

の他 に販売す る。

iv)情 報配信の し くみ

製作 された情報 をコンピュータを用 いてデータベースを構築、電子メディア化 し、ネ ッ

トワークを通 じてオンラインで国内、海外の電子装置メーカ等の情報利用者 に情報 を配信

す る。

図表2-21事 業の概要一
●(社)日 本 電 子 機 械 工 業 会
(EIAJ)

●(財)デ ー タベ ース 振 興 セ ンタ ー
(DPC)

●(財)半 導体 国 際 交 流 セ ンタ ー
(INSEC)

● ア セ ンブ リメ ー カ

O電 子 デ バ イ ス メ ー カ

● 代理 店 ・特 約店

Oシ ステ ム ハ ウ ス な ど

1情 報の提供
2.コ ス トの負担

Lサ ー ビス の 利用
2.会 費 の支 払

1.オ ンラ イ ン(電 話 回線)
2.フ ァク シ ミ リ出 力
3.光 デ ィス ク ・磁 気テ ープ
4.プ リン ト郵送

●内外の電子デバイスメーカ

●代理店 ・特約店

●(財)半導体国際交流センター
など

1.技術 デ ータ(デ ータブ ック ・デ ータ シ ー ト)

2.新 製 品 情 報

3.保 守 ・廃止 品 情 報 ほか

4.メ ーカ ・代 理 店 のデ ィ レク トリ情 報

5.外 国系 半 導体 情 報
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② メーカ及びユーザのメ リッ ト(図 表2-22及 び図表2-23参 照)

i)メ ーカ(電 子 デバ イスメーカ)の メ リッ ト

●効果的な販路拡大

大量需要家 に対す るデバイス技術資料、新製品ニ ュースな どの提供 は行われる ものの時

間的な遅 れあるいは確実性な どに改善の余地が ある。一般需要家への対応 はメーカ側 も円

滑かつ効率的 な手段が必要 になっている。ELISNETへ 情報を掲載すれば、 その時点か ら

何時で も需要家の資料要求 に応 えることがで き、デバ イスメーカの販路拡大、売上増 を効

率的かつ経済的 に行 うことがで きる。 これ らは具体 的には図表2-22の ように示す ことが

で きる。

図表2--22メ ーカのメ リッ ト

メ ー カ の メ リ ッ ト

■新製 品開発の増加

■改廃 ・保守情報の増加

`
パ ㌧☆

竜 ぽ 輪 ぺに 屯

▽　 ふ1
-'∨ ㌧

,',
、'
《ピ ス ∴吋 モ 遂 ざ 亭"∨ ジ ー

増加

■システム製品群の増加 に
伴 う ドキュメン ト種類の増加

㍗ ζぷ

■保管 ・発 送 ・床面 費用の増加

■ユ ーザニ ーズの 多様 イ 麹 幾 議 奏瀞 鷲 掴'

●海外 メーカの販売ツール

とくに、ELISNETに よる情報提供 は、需要家であるメーカの設計技術者の 目に直接届

くことか ら、販 売チャネル を多 く持 たない海外の メーカ、あるいは国内メー カにとって極

めて効果的な販売支援ツール となる。

ii)ユ ーザ(電 子装置 メーカ等)の メ リット

●部品選定業務の効率化

すべてのデバ イスメーカの情報が、最新の状態 で網羅 され、必要な時 に必要 な場所 で最

新情報が取 り出せ るので、資料の取 り寄せ などの労力 と時 間が大幅に削減で きる。

●技術情報 の管理 ・保管

印刷物で大量 に提供 される設計資料、データシー トの管理 ・保管が不要 とな り、高価 な

オフィススペース も大幅に削減 できる。

これ らユーザサイ ドのメ リッ トをまとめると図表2-23の ようになる。
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図表2-23ユ ーザ の メ リ ッ ト

☆情報選択の幅の拡大

☆最新情報の確保

☆ ドキ ュメ ン ト管理 の煩雑 さの解消

☆ ス ペ ー ス コ ス トの 削 減

(3)会 社 の設立経緯 と事業形態(図 表2-24参 照)

1985年4月 にNTT、 三菱商事、半導体大手 メーカ9社 とユーザ14社 が集 ま り、こうした

膨大 なデー タブ ック ・データシー トの技術情報の中か らリアルタイムにユーザの欲 しい情

報 ・最適部品の情報 を見 つけ られ るように環境整備 をしようとい う目的の もとに 「電子部

品データベース研究会」 を発足 した。

以降、半導体技術情報 データバ ンクの検討 を行 い、1987年 か ら働 データベース振興セ ン

ターの支援 を受 け、文字情報 による実験サー ビスの実施、 さらに翌年 よ りデータシー トな

ど図面 まで を扱 う実験 サー ビスに移行 した。 このプロ トタイプサー ビスによ り、使 い勝手

の良いデー タベ ースのあ り方の研究 を行 い、実際に2年 間、約200社 のモニタユーザ にオ ン

ライ ンサー ビスの有用性 について検証 して もらうな どの活動 を行 った。

この研究会段階の調査 によって、70%以 上 の有料利用者が見込 まれ るな ど、業界 のイ ン

フラ としてのデータベ ースサー ビスが必要であ り、本格的サービスについて早急な開始が

望 ましい とする声が強 かった。 これ を受 けて、通産省 な ど関係省庁 の支援 を得、電 子機械

工業会(EIAJ)の デバ イス業務委員会 にはか り、 メンバー会社の出資 と情報提供 を得 るこ

ととなった。 このように して、1990年11月 に会社設立を行い、翌1991年1月 よりそのサー

ビス を開始する こととなった。

会社 の業務形態 として、 内外 の業界参加形 のグローバルな会社 とすることとした。電子

デバイスメーカ、電子装置 メーカ、商社 など関係者が随時資本参加 あるいは情報提供参加

がで きるオープ ンな形態 である。 また業界挙 げての事業 を目指す こととし、通産省 の指導

の もと、㈲ 日本電子機械工業会 の協力 を得、 また、データベース業 の視点か ら、勧 データ

ベース振興セ ンターの指 導を、海外製 品の輸入促進の視点では、働半導体 国際交流セ ンタ

ーか ら情報提供 を受け るな どの協力 を得ている。

次に事業の源泉 としては、 まず電子デバイスメー カか ら技術資料、データシー トの供給

を受 け、 データベース を作成 して、 コンピュータに掲載(有 料)す る。次 いで このデータ
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ベースを電子装置 メーカなど(利 用者)に 利用(有 料)し て もらう。すなわち情報掲載料

と情報利用料が、事業収益の源泉 になっている点 に特徴がある。

図表2-24ELISNET設 立の経緯

灘 溝 丈 竃 篭渡1:,

瓢会社を支援する

条件→ ■ 多数のメーカが参加する
業界挙げての会社

■ 中立的、

グローバル、
オープンな会社

}
ig9・.・・rELISNET』 設 立

(4)会 社の構成 ・組織 ・事業内容

◎商 号 電子 デバイス情報サー ビス株式会社

◎ サー ビスマー クELISNET

◎設 立

◎資本金

◎出資者

1990年11月8日(営 業 開始1991年1月10日)

301百 万 円(当 初)

●NTTデ ータ通信

●三菱商事

●商社 グループ(3社)

●電子 デバイスメーカ(11社)

●金融機関(3行)

18.2%

16.2%

7.5%

48.1%

10.0%

◎事業内容

① 情報提供サー ビス(オ ンライ ン、磁気 テープ ・光デ ィスク、CD-ROM)

●部品 データ:半 導体 など製品規格 、技術 デー タに関す る概要文 と実情報

●速 報:新 製品ニュース、保 守 ・廃止情報

●関 連 情 報:会 社情報、イベント、一般技術情報、新聞情報、ココム関連、海外ニュース

●同 報:新 製品 ・開発 ニ ュースの同報配信

②付帯 サービス

●製品取次 ぎ、関連機器のサ ンプル販売、ユーザサイ ドのデータベースシステム開発 、

ユーザ動向分析等各種調査
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2-4-2サ ー ビスの概 要

(1)サ ー ビス提 供 シス テ ムの概 要

ELISNETサ ー ビス の提供 システ ム は、 図 表2-25の 通 りで あ る。 セ ン タは、 主 と して

製 品情 報 の抄 録 デー タ よ り成 る キ ャラ クタ ・デー タベー ス と、 これ らの デー タ ブ ック ・デ

ータ シー トの原 文情 報 を光 デ ィス ク フ ァイル に蓄 積 す る画像(イ メー ジ)デ ー タベ ー ス よ

り構 成 され て い る。 これ らは、公 衆 回線 ・FAX網 等 を通 して リア ル タイ ム にユ ーザ 会 員 の

パ ソ コ ン及 び フ ァク シ ミリ端末 に出 力 され る ほか、 セ ンタ にて一括 出力 され る原 文 情報 の

メー ル配 送 や 、磁 気 テ ー プ等 の媒体 に よるオ フ ライ ンの情報 提 供 も行 って い る。

図表2-25サ ー ビス提 供 シス テ ム

オ
ン
ラ
イ

ン

オ

フ
ラ
イ
ン

ホストセンター

Hostcenter

Ch… 竃
nurnber番

Opticaldisk

tilesystem 6
㌢

面像 データベース

Image

ユーザ

User

パソコン出力

User'sPC

ファクシミり出力

公衆回線 ・FAX網User'sFaxterminal

Maii

光 ディスク ファイル 出力

User'sOpticaldiskfilesystem
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(2)サ ー ビス利 用 方法

i)サ ー ビス利 用環境 と利便

このサ ー ビス を利 用 す る には、通 常 のパ ソコ ン(PC-98、 日本IBM、J・3100、FM・R、 マ

ッキ ン トッシュな ど)や ワー クス テー シ ョン、2400な い し4800bpsの モ デ ム と市販 の通信 ソ

フ トが あれ ば よい。

従 っ て、PC-VANやNIFTY・Serveな どの パ ソ コ ン通 信 と同 じ環 境 が あれ ば 直 ち に

ELISNETを 利 用 す る ことが で きる。

サー ビス時間 は24時 間 で、土 ・日曜 日を含 め いつ で も利 用 で き る。 またヘ ル プデ ス クを

設 けて お り、平 日9時 か ら午後6時 まで電話 で の問合 せ に対 応 して い る。

利 用料 金 は、 通 常 の会員 ユー ザの 場合 は月額8千 円 の定額 制 で、 入 会金 や ア クセ ス チ ャ

ー ジ(何 分 で い くらとか 、何 バ イ トで い くらとい った従 量制)は な い。 た だ し、1992年7

月 よ り、ELISNETサ ー ビス は、大手 商 用 デ ー タベ ー スG・Search及 びパ ソ コ ン通 信 サ ー ビ

ス のNIFTY-Serve並 び にPC-VANの ネ ッ トワー ク を経 由 して も利 用 で きる よ うに な り、

これ らを経 由 して利 用 す る場 合 に は、接 続 時 間1分 当た り250円 、FAX出 力1枚 当 た り100

円の従 量制 料 金 とな って い る。

(3)情 報検索の方法

情報の検 索はメニュー画面に従 って行 う。サー ビス としては、基本 となる情報検索サー

ビスのほか、電子メール、BBSな どの利用が可能である。

基本の情報検索サー ビスには、①製品情報検索、②新製 品 ・開発品ガイ ド、③保守 ・廃

止品情報、④外国系半導体ニ ュース、⑤ メーカ ・代理店ガイ ド、 な ど種 々のメニ ューが用

意 されている。

製品情報 を検索するには、 まず大分類 メニ ュー画面 を通 じて、マイコン、 メモ リ、 ロジ

ックな ど18分 類のなかか ら1つ の品種 を選択 する。次 いでメーカ名や性能 の範囲 を指定 し

て製品を絞 り込 む。 ここまでの操作 で、 その製品 の機能 ・性能 ・用途 などの概要情報が得

られるが、 さらに詳細 な情報 を得たい場合 には、 センタの光ディスクフ ァイルに格納 され

ているデータブ ック ・データシー トの原文情報 をフ ァクシ ミリで取 り寄せ ることがで きる。

このほか、新製品 ・開発品情報や インフォメーシ ョンボー ドを検 索すれ ば、半導体 メー

カが発行 する最新 のニ ュース ・リソース を見 ることがで きる。

現在ELISNETに は、国内メーカ20社 、外国系メーカ39社 の情報が集 め られ、その製品

数 は約5万 品種 に達 している。

図表2-26にELISNET参 加メーカの状況 を示す。
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図表2-26ELISNET参 加 メー カ

1993年1月25日 現在

国内メーカ(20社)

旭化成マイクロンステム

沖電気工業

三洋電機

セイコーエプソン

ソニー

日本電気

日立製作所

富士フイルムマイクロデバイス

三菱電機

ユニゾン

NITエ レク トロニクステクノロジー

サ ンケン電気

シャープ

セイコー電子工業

東芝

光電子工業研究所(テ クタイ ト)

富士通

松下電子工業

ヤマハ

ローム

外 国系 メーカ(39社)

IDT

アル テラ(ア ルティマ)

ア ドバ ンス ド・ハー ドウェア ・

アーキテクチャ(旭 化成マイクロンステム)

エ クサージャパ ン

spr(東 光)

LSIロ ジ ック

グール ド・エイエムアイ

(旭化成マイクロンステム)

三 星電子ジャパ ン

シーク ・テクノロジー(マ クニカ)

シナジー(マ クニカ)

デイテル(テ クタイ ト)

ナ ショナルセ ミコンダクタ

日本(TI)

日本 モ トローラ

ハ リス

マイクロチップ

マキ シムジャパン

レベルワン(マ クニカ)

ロックウェル

アクテル(イ ノテック)

ア トメル

イ ンテルジャパ ン

ウエスタ ンデジタルジャパ ン

SGSト ム ソン

NCR(マ クニカ)

ク リスタル ・セ ミコンダクタ

(旭化成マイクロンステム)

ザイコージヤパ ン

ジェナム

シーメンス(富 士工 レク トロニ ックコンポーネ ンッ)

シムテ ック(ア ルティマ)

トライクイ ント(マ クニカ)

日本AMD

日本 メイコム

日本フィ リップス

ベンチマーク(マ クニカ)

マイクロンテクノロジー(三 洋電機)

ラ ム トロン

ロジックデバイスイズ(MCM)

㎜

参加交渉中のメーカ

アナログデバイセズ

金星

リニヤテクノロジ一

新 日本無線

パラダイム

オークテクノロジー

GECプ レッシー

ザイリンクス

カシオ計算機

スタンレー電気

新竃元工業

富士電機

オリンパス光学

オリジン電気

東光

サイプレス

キャタリス ト

日本インター

GI

バ ーブラウン

レイセオン

ラテ ィスセ ミコン
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2-4-3サ ー ビスの利 用状 況

(1)は じ め に

ELISNETは そのサー ビス開始以来2年 余 を経過 し、情報提供メーカ、搭載 データ数、

利用ユーザ数いつれ も着実 に増加 を続 けてお り、次第 にその知名度 も向上 し、業界 内にお

けるインフラ的情報サー ビスシステム としての基盤 を確かな ものにしつつある。

(2)情 報掲載状況

ELISNETへ の情報提供 メーカは、前述の とお り国内20社 、外国系39社 に達 してお り、

大手メーカはほぼ網羅 しているので今後 は中堅 メーカ各社の参加勧誘 をしてゆ く。

搭載 データ数 は約5万 種 で、イメージ(画 像)情 報 としては約70万 ペ ージに達 している。

この内訳 はIC系3万 種、ディスク リー ト系約2万 種である。今後 は、特 にディスク リー ト

系、アナログ系及 び光素子系の品種 の増強 をはか り、 さらに半導体以外の電子部品情報 も

提供 してゆ くこととしている。

これ らの情報 の大分類毎の搭載内訳 を図表2-27に 示す。

(3)利 用 状 況

ELISNETに 対 するユーザのアクセス頻度 は、月当た り7千 回以上 に達 してお り、通常

の情報サー ビスに比較 して高い値 を示 している。 これをユーザ1人 当た りに換算す ると月

当た り8回 以上利用 してい ることになる。

また、ELISNETサ ービスの特長 であるFAXに よるイメー ジ(画像)情 報の出力 は、オ

ンライ ンで月間2万5千 枚 が出力されてお り、 この ほかセンタで出力 し翌 日郵送 され る分

を合わせ ると月間3～4万 枚 の規模 に達 している。

図表2-28に 主要な大分類別の抄録(製 品情報の詳細画面)表 示件数 とその推移 を示す。
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図表2-27主 要な大分類搭載状況
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図表2-28主 要な大分類抄録表示件数

(1992,12.31.)
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(4)VAN接 続 の 利用 状況

1992年7月 よ り、ELISNETは 商 用 デ ー タベ ー スG・Search、 パ ソ コ ン通 信NIFTY・

Searve、 及 びPC-VANの それ ぞれ の ネ ッ トワー ク を経 由 して ア クセス で きる よ うに な っ

た(VAN接 続)。 これ らの ユ ーザ は従 量 制料 金 に よって い るが 、接 続 開始以 来 着 実 に ア クセ

ス 回数 の増加 が み られ 、実 質 的 に全 体 の利 用 量 の約10%に 達 す る勢 いで あ る。

2-4-4今 後 の課 題 と展 望

ELISNETは サービス開始以来第3年 皮 目の事業展開中であるが、 この中で大 き く3つ

の課題 を掲 げている。

その第1は 「情報の総合化」であ る。掲載情報 をいっそ う充実 させ、 また表示素子、セ

ンサ、 コネクタ等一般電子部品へのサービス拡大 をはか ってゆ く。 その一方で、 アクセス

情報の統計 ・分析な ど付加価値の高い情報サー ビスを検討す る必要がある。

第2は 「サービスの国際化」 であ る。外国系の製品情報 のいっそ うの充実 は勿論の こと

なが ら、ELISNETと い う国産 デー タベースをいかにして国際提供 するか という点 に大 き

な課題がある。

第3は 「ネ ッ トワーク化 ・電子化」である。現在 サー ビスの緒に着いたVAN接 続あ る

いは、オフラインMT提 供 な どのいっそうの拡大 をはかる一方、CD・ROM等 のニ ューメデ

ィアを念頭 に置 いて、半導体技術情報のハ ン ドリングの電子化 を どう進 めてい くか検討 し

て ゆ く必要がある。

ELISNETサ ー ビスが よって立つ電子技術環境 の変化 も見逃せ ない。すなわち半導体マ

ーケ ッ トは、ASIC化 、カスタム化、 システム ・オ ンチップ化 な どの動 きがい っそ う進展

し、単 なる部品情報の提供 を越 えて より付加価値 の高い設計 ・技術サポー ト情報 あるいは、

マーケ ッ ト分析情報の提供サー ビスが求 められて来 ている。一方、 これを実現するシステ

ム技術動向の進展 も著 しい。マルチメディア ・データベース管理機能 を有す るセ ンタと、

高精細 ミクス トモー ド処理 を可能 とす る端末 システムを、ISDN高 速高帯域通信ネ ッ トワ

ークがつな ぐイメージが もはや現実の もの となって きた
。

ELISNETも 、 これ らの状況 を踏 まえ明 日の ビジネスをどう具体化 してゆ くか検討 を急

いでいるところで ある。
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第3章 資料編:画 像データベース ・サービス一覧

3-1画 像 デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス の タ イ プ 別 分 布

3-2画 像 デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス 一 覧





第3章 資料編 画像データベース ・サー ビス一覧

3-1画 像 デー タベ ース ・サ ー ビスの タイプ別 分布

画像データベースの現状 を、通商産業省の平成3年 度版データベース台帳総覧を もとに

統計的 に調べる と、以下の ような結果 になった。

●現在商用サービス として提供 されている画像データベースは全体 の4 .2%と 少ない。

●提供 されている画像サー ビスは、オ ンライ ンが85.5%と 中心でCD-ROMな どのオ フラ

インは少ない。

●数値 データ とともに伝送 しグラフな どを描画するという使 い方が多い。

●最 も多いのはビジネ ス分野の情報。

統 計 処 理 は、 日本経 済新 聞 社 の オ ン ライ ン ・デー タベ ー ス ・サ ー ビス、 日経 ニ ュー ス ・

テ レ コ ンを使 って行 った。 これ は、 日本 経済 新 聞社 が デ ー タベ ー ス台 帳総 覧電 子化 版(フ

ロ ッ ピーデ ィス ク収録)を 同社 の シ ステ ムに搭載 し、提 供 して い る もの。 デー タベ ー スの

件 数 は、収 録 数ベ ー ス で計 算 して い る。 デー タベ ー スは、 一般 に複 数 のサ ー ビス で提 供 さ

れ た り、オ ンライ ン とCD-ROMで い うようにい ろい ろな媒 体 で提 供 され た りす る。収 録数

ベ ー スで は、 これ らの提 供 ご とに1件 として計算 す る。

図表3-1が 、 日本 で利 用 で きる商用 デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス にお けるデ ータ の タ イプ

別 分 布 で あ る。 この 中 の 「図表 」 と 「映 像」 が、画 像 デー タベ ー ス に該 当す る とみ られ る。

図表 が152、 映 像 が10そ れ ぞれ あ るが 、両 方 に重複 して該 当す るケ ー スが あ るので 、 「図表

お よび映像 」 にあた るデ ー タベ ース は159に な る。 これ は、 全体 の4.2%で あ り、 画 像 デ ー

タベ ー ス が まだ まだ少 な い こ とを示 してい る。

前 年 に比 べ て の伸 び率 をみ る と、 図表 で11.8%で あ る。 これ はデ ー タベ ー ス全 体 の13.8

%を 下 回 ってい る。 文 書(全 文)が23.6%と 高 い伸 び をみ せ てお り、 デー タベ ー ス数 の増

加 の 中心 に な ってい る。前 年 に比 べ る と、デー タベ ース は455増 加 して い るが 、この うち文

書(全 文)が356を 占 めて お り、 増 加 分 に対 す る寄与 率 は、78.2%に な る。 「書誌 や 抄録 に

よる イ ンデ ックス型 か ら文 書 の全文 デー タベ ー スへ 」 とい うの が 、現 在 の デー タベ ー スの

主 流 で あ る ことを物 語 っ てい る。

図 表3-2は 、図表 お よび映 像 に該 当す る159デ ー タベ ー ス につ い て、さ らにデー タの タ

イ プ別 で検 索 した結 果 で あ る。 これ は、現 在 の画像 デー タベ ー スが どの よ うな他 の デー タ

と一 緒 に提 供 され て い るか を示 して い る。 数値 が122(76.6%)で 、 群 を抜 いて い る。画 像

デー タベ ー スの76.7%は 、数 値 デー タ も提供 して い る こ とにな り、「数 値 デ ー タを図表 や グ
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図表3-1「 平成3年 度版データベース台帳総覧」にみる商用データベースのタイプ別割合

デー タの タイ プ デ ー タベ ー スの数 割合(%) 前年比伸び率(%)

1.文 書(全 文) 1,862 49.4 23.6

2.文 書(抄 録) 1,025 27.2 9.4

3.文 書(書 誌) 979 26.0 13.2

4.数 値 981 26.0 10.0

5.図 表 152 4.0 11.8

6.映 像 10 0.3 42.9

7.プ ログ ラム 37 1.0 23.3

8.そ の他 177 4.7 21.2

合 計 3,768 一 13.8

(注)

・日経ニ ュース ・テ レコンを使用 して計算

・収録数ベース(提 供サー ビスごとの重複がある)

・「数値 と図表」 というように複数 に該 当するケースがあるので、割合 の合計 は100

%を 越 える。

図表3-2画 像データベース と他のタイプ との重複状況

デー タの タイ プ デ ータベ ー スの数 割合(%)

1.文 書(全 文) 45 28.3

2.文 書(抄 録) 36 22.6

3.文 書(書 誌) 27 17.0

4.数 値 122 76.7

5.図 表 (152) 一

6.映 像 (10) 一

7.プ ログ ラム 7 4.4

8.そ の他 12 7.5

合 計 159 一

(注)

図 表 お よび映 像 に該 当す る159デ ー タベ ー ス(両 方 に該 当

す る ケー スが あ るの で、 「図表3-1」 の 図表152と 映 像

10の 合計 値 、162と 一 致 しない)に つい て、 さ らに デー タ

の タ イ プで検 索 した。
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ラフで表 現 す る」 サー ビス が、現 在 の画 像 デ ー タベ ース の 中心 で あ る こ とを示 して い る。

この グ ラ フの描 画 に は、NAPLPSを 使 うケー スが 多 い と推 定 され る。

画 像 デ ー タベ ー スが どの よ うな提 供 方法(媒 体)で サ ー ビス され て い るか を調 べ た のが、

図表3-3で あ る。 これ に よる と、 オ ン ライ ンが85.8%で 最 も多 く、 オ フ ライ ンは非 常 に

少 な い。CD・ROMは5件 にす ぎない 。

どの よ うな分 野 の情 報 が 、画 像 で提 供 されて い るか を みたの が、 図表3-4で あ る。 ビ

ジネ スが100(62.9%)と 最 も多 く、 次 いで 自然 科学 ・技 術 の38(23.9%)、 一 般 の13(8.2

%)と な って い る。

図表3-3画 像デー タベースの提供方法別分布

提 供 方 法 デー タベ ー スの数 割合(%)

1.オ ン ラ イ ン

2.オ フ ラ イ ン(MT)

3.ノ ノ(FD)

4.ノ ノ(CD)

5.ノ ノ(ハ ー ド コ ピー)

136

14

22

5

19

85.5

8.8

13.8

3.1

11.9

合 計 159 『

図表3-4画 像データベースの情 報分野別分布

提 供 方 法 デー タベ ー スの 数 割合(%)

1.一 般

2.自 然 科 学 ・技 術

3.社 会 科 学 ・人 文 科学

4.ビ ジネ ス

5.そ の他

13

38

0

100

8

8.2

23.9

0.0

62.9

5.0

合 計 159 100
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3-2画 像 デー タベース ・サー ビス一覧

この一 覧表 は、 通商 産 業 省が ま とめた 「平 成3年 度版 デー タベ ー ス台 帳総 覧」 か ら、図

表 あ るい は映 像 の デー タ を収録 して い るデ ー タベ ー ス ・サー ビス を抽 出 し、 デ ー タベ ー ス

名 の50音 順 に掲載 した もので あ る。 ただ し、 英 語表 記 の デー タベ ー ス は 日本 語 の後 にア ル

フ ァベ ッ ト順 で掲 載 して い る。

日本 で利 用 で き る画像 型 の商 用 デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス の大 半 を網 羅 して い る と考 え ら

れ るが、 デー タベ ー ス ・サ ー ビス企業 の 申告 に基 づ くもの なので 、 な か に は 申告漏 れ とな

って い る場合 もあ りうる。

デー タベ ー スの抽 出 は、 オ ンライ ン ・デー タベ ー ス ・サ ー ビス の 「日経 ニ ュー ス ・テ レ

コ ン」(日 本 経 済新 聞社)を 使 って行 った。 「デ ー タの タ イプ」 で、 図表 あ る い は映 像 に該

当す るデ ー タベ ー スを選 ん でい る。

同 じデ ー タベ ー スで提 供 方法 が複 数 あ る場 合、 デー タベ ー ス台 帳 総 覧 で は それ ぞ れ別 々

に収 録 して い る。 例 えば、 一覧表4番 目の 「卸売 物価 ・輸 出入物 価 統 計 デ ー タ」 の場 合 は、

日経TELECOM総 合 版 とNikkeiTelecomIIと い う2つ の デー タベ ー ス ・サー ビス で提

供 され て い るの で、 それ ぞれが 台帳 総 覧 に収 録 、掲 載 され る。 しか し、 サ ー ビス名 以外 は

ま った く同 じ内容 にな るの で、 この一 覧 表 で は重複 を避 け るた め、両 者 を1つ に統 合 し、

【サ ー ビス名 】の欄 に2つ の サー ビス名 を掲載 す るよ うに変更 した。 した が っ て、 「3-1

画像 デー タベー ス ・サ ー ビスの タイ プ別 分布 」 の デ ー タベ ース数 と、 この 一 覧表 の デー タ

ベ ー ス数 は一致 しな い。
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1【 デー タベース名 】イオ ンク ロマ トグラフィー ・データベース

【サー ビス企業名】㈱科学新聞社

【プ ロデューサ名 】㈱科学新聞社

【特 徴 ・特 色】収録の分析 データは、(1)基礎か ら応用 まで広い分野で収録、文献

等か らの引用 をせず、各 メーカーによ り測定 されたオ リジナル デ

ータで信用性が高い。(2)1・C研 究懇談会D・B編 集小委で評価 ・

選定。(3)元素周期律表 をベースに、元素記号、族、原子番号、単

原子 イオ ン等の検索が可能。(4)D・Bは 、 クロマ トグラム と分析

条件が同時に表示で きる。

【分 野】 自然科学 ・技術(化 学)

【デー タのタイプ】文書(抄 録)、 数値、図表、 プログラム

【デー タ提供形態】オ フライ ン(FD)

2【 デー タベース名】イ ンテグラルTIMES

【サー ビス企業名】㈱大和総研

【プ ロデューサ名】サ ンワ ・等松青木、東京商工 リサーチ、 ソー ド

【特 徴 ・特 色】企業経営の発展に欠 くことのできない要素であ る企業情報の有効

活用のノウハ ウをお届 けします。成長性分析 による経営予測、倒

産確率 による与信管理、比較分析手法 による経営診断を行い ます。

【分 野】 ビジネス(企 業財務/企 業情報(日 本))

【デー タのタイプ】文書(全 文)、 数値、図表

【サ ー ビ ス 名】 インテグラルネ ッ ト

【デー タ提供形態】オ ンライ ン

3【 デー タベース名 】ウイー ク リー 日経商品情報

【サー ビス企業名 】㈱ 日本経済新聞社

【プ ロデ ューサ名 】㈱ 日本経済新聞社

【特 徴 ・特 色 】 日経産業消費研究所が発行す るニ ューズレター を収録。商品市況

の分析 と予測 に詳 しい。

【分 野】 ビジネス(市 場/商 品)

【デー タの タイプ】文書(全 文)、 数値、図表

【サ ー ビ ス 名 】 日経TELECOMNEWS/RETRIEVAL

【デー タ提供形態 】オ ンライン
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4【 データベース名】卸売物価 ・輸 出入物価統計データ

【サー ビス企業名】㈱ 日本経済新聞社

【プ ロデ ューサ名】㈱ 日本経済新聞社

【特 徴 ・特 色】 日本銀行が毎月発表す る物価指数月報 より、総合卸売物価指数、

国内卸売物価指数および輸 出入物価指数 を収録。

【分 野】 ビジネス(経 済(日 本))

【デー タのタイプ】数値、図表

【サ ー ビ ス 名】 日経TELECOM総 合版,NikkeiTelecomII

【デー タ提供形態 】オ ンライ ン

5【 デ ー タベ ー ス名 】化 学産 業総 合 デ ー タベ ース

【サ ー ビス企 業 名 】 ケ ミカル ・デ ー タ ・サ ー ビス㈱(略 称CDS)

【プ ロデ ュー サ名 】 ケ ミカル ・デ ー タ ・サ ー ビス㈱

【特 徴 ・特 色 】誰 で もが検 索 で きる独 自の 「メ ニ ュー方 式 」、新 聞 ・化 学 品 ・企業

の情報 フ ァイ ル間 を自由 に検 索 で き る リレー シ ョナル機 能 、 構造

式 ・図表 な どの イメ ー ジ表 示 が特 徴 。

【分 野 】 ビジネ ス(化 学 産業)

【デ ー タの タイ プ】 文書(全 文)、 数値 、 図表 、 その他(情 報 タ イ トル)

【サ ー ビ ス 名 】CD-NET

【デ ー タ提 供 形態 】オ ンライ ン、 オ フライ ン(MT、FD、 ハ ー ドコピー)

6【 デー タベース名】加工技術デー タベース

【サー ビス企業名】働機械振興協会 技術研究所

【プ ロデューサ名】働機械振興協会 技術研究所

【特 徴 ・特 色】必要 とされ る各種 データは各工場現場、研究機関 より収集 し、各

加工種、材料、パ フォーマ ンスに分類 し、パ ソコンによる検索が

で きるほか、キー ワー ド検索 により関連海外加工技術文献 への リ

レーショナル機能 をも備 えてい る。

【分 野】 自然科学 ・技術(そ の他(機 械加工))

【データの タイプ】文書(全 文)、 文書(抄 録)、 数値、図表

【サ ー ビ ス 名 】COMMANDSSYSTEM

【データ提供形態】オ フライ ン(FD、 ハー ドコピー)
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7【 データベース名 】為替金利予測(ウ イーク リー円相場)

【サー ビス企業名 】㈱ 日本経済新聞社

【プ ロデューサ名 】㈱ 日本経済新聞社

【特 徴 ・特 色 】為替、外銀、商社な どの為替専 門家10氏 が、一週間後 の円相場の

動向を予測。10氏 の円高 ・円安予想 と予想 コメン トのほか、10氏

平均 の予想 もみることがで きる。

【分 野】 ビジネス(経 済(日 本))

【デー タの タイプ】数値、図表

【サ ー ビ ス 名】 日経TELECOM金 融為替1青報

【デー タ提供形態】オ ンライン

8【 データベース名】規模別総合経済デー タ

【サー ビス企業名 】㈱ 日本経済新聞社

【プ ロデ ューサ名 】㈱ 日本経済新聞社

【特 徴 ・特 色 】生産活動、企業経営、金融、貿易、労働、物価、家計 の各分野か

ら大企業、中小企業別 を中心にした企業規模別経済データを収録。

規模 の格差 による経済構造分析や中小企業動向等の分析がで きま

す。

【分 野】 ビジネス(経 済(日 本))

【デー タの タイプ】数値、図表

【サ ー ビ ス 名 】 日経TELECOM総 合版、NikkeiTelecomII

【デー タ提供形態 】オンライ ン

9【 デー タベ ース名 】金財データベース

【サー ビス企業名 】㈲金融財政事 情研究会

【プ ロデ ューサ名】㈲金融財政事 清研究会

【特 徴 ・特 色】金融、財政 に関するグループ別データ(業 界別、地域別等)の ほ

か、個別金融機関の財務等に関するデータお よび情報 を蓄積 し、

極力、アップツーデイ トにしている。(ただ し、目下各種データを

整備 中であること。 さらに提供 方法の変更等について も検討 中)

【分 野】 ビジネス(経 済(日 本))

【データの タイプ】数値、図表、 その他(週 刊誌掲載論文名等)

【サ ー ビ ス 名 】KJS(全 財1青報サー ビス)`

【データ提供形態 】オフライン(FD)
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10【 デー タベース名】金属 系新素材 カ タログデー タシステム

【サー ビス企業名】㈲大阪科学技術 セ ンター付属ニ ューマテ リアルセ ンター

【プ ロデ ューサ名】働大阪科学技術 セ ンター付属ニ ューマテ リアルセ ンター

【特 徴 ・特 色】国内150社 、約3,000件 の金属系新素材 に関す るカタログデータを

CD-ROMに 収録 してい る。

【分 野】 自然科学 ・技術(金 属/素 材)

【データの タイプ】数値、図表

【サ ー ビ ス 名】金属系新素材 カタログデータシステム

【デー タ提供形態】オ フライ ン(CD)

11【 デー タベース名】 クオー タ リー 日経商 品情報

【サー ビス企業名 】㈱ 日本経済新 聞社

【プ ロデューサ名 】㈱ 日本経済新聞社

【特 徴 ・特 色】主要500商 品 の3ヶ 月予想。

【分 野】 ビジネス(市 場/商 品)

【デー タのタイプ】文書(全 文)、 数値、図表

【サ ー ビ ス 名】 日経TELECOM総 合版

【データ提供形態】オ ンライ ン

12【 データベ ース名】ケンブ リッジ結晶学デー タベース

【サー ビス企業名】㈲化学情報協会

【プ ロデューサ名】CambridgeCrystallographicDataCenter

【特 徴 ・特 色】有機化合物お よび有機金属化合物 を対象 として、X線 回折 あるい

は中性子線 回折 による構造解析の文献、結合表、三次元座標 デー

タ等を収集 したデータベース。薬物設計 ・薬物の改良 に対 して有

効。

【分 野】自然科学 ・技術(化 学)

【デー タの タイプ】文書(書 誌)、 数値、図表、 プログラム

【サ ー ビ ス 名】CSD

【データ提供形態】オフライン(MT)
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13【 デー タベ ー ス名 】国 際証券 、 金 融、 経 済 デー タ

【サ ー ビス 企業 名 】 日本 デー タ ス トリー ム㈱

【プ ロデ ュー サ名 】 日本 デー タ ス トリー ム㈱

【特 徴 ・特 色 】世 界30カ 国以 上 の株 式 、債 券、 企業財 務 、 マ クロ経 済 、 金 利 、為

替 デー タ を収 録 。 デ ー タ保 存年 数 は、最 長30年 にわ た り、 日足 に

て保存 。 収録 株 式銘 柄 数:約30,000、 債 券 銘柄 数:約58,000、 企

業 財務:14万 社 、マ ク ロ経 済:50,000シ リー ズ(IMF、OECD、 政

府 発 表 デ ー タ)、 金 利 レー ト:約600種 類 、為 替 レー ト:約450種

類 、市 場 指標:約1,000種 類。

【分 野 】 ビジネ ス(経 済(外 国))

【デ ー タの タイ プ 】数 値、 図 表

【サ ー ビ ス 名 】 リサ ー チサ ー ビス

【デ ー タ提 供 形 態 】 オ ンライ ン

14【 デー タベース名 】産業天気図

【サー ビス企業名 】㈱ 日本経済新聞社

【プ ロデ ューサ名 】㈱ 日本経済新聞社

【特 徴 ・特 色 】 日本経済新聞第一線記者 による主要30業 種 についての四半期の見

通 しを、天気 図 とコメン トで提供。各業種の代表的指標 の生産量 ・

輸 出量(金 額)の 予測値 も掲載。

【分 野】 ビジネス(経 済(日 本))

【デー タの タイプ】文書(全 文)、 数値、図表

【サ ー ビ ス 名 】 日経TELECOM総 合版,景 気情報

【デー タ提供形態 】オ ンライン

15【 デー タベース名 】システム運用

【サー ビス企業名 】㈱大和総研

【プ ロデューサ名 】大和証券 グループ

【特 徴 ・特 色 】大和のノウハウを駆使 した資産運用 システムです。 アセ ッ ト・ア

ロケーシ ョン、株式運用 システム等で最適 ポー トフォ リオを作成

し、資産運用の手助 けをします。 また評価損益 ・実現損益が ワン

タ ッチで把握で き、 ポー トフォリオの分析 が様々な角度 か ら行 え

ます。

【分 野】 ビジネス(証 券)

【デー タの タイプ】文書(全 文)、 数値、図表

【サ ー ビ ス 名】イ ンテグラルネ ッ ト

【デー タ提供形態】オ ンライ ン
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16【 デー タベース名】実用新案

【サ ー ビス企業名 】㈲ 日本特許情報機構

【プ ロデ ューサ名 】⑰ 日本特許情報機構

【特 徴 ・特 色 】1960年 以降の実用新案の公告、公開書誌1青報 に加 えて、1964年 以

降出願の もの には全件審査経過 情報が蓄積 され てい る。 さ らに

1980年 以降の公開実用新案 には技術 内容の要約、1980年 以降の公

開実用新案 には代表 図面が蓄積 されている。

【分 野】 自然科学 ・技術(特 許)

【デー タの タイプ】文書(抄 録)、 文書(書 誌)、 図表

【サ ー ビ ス 名】PATOLIS

【デー タ提供形態】オ ンライン

17【 デー タベース名】質量 スペ ク トル デー タベ ースNIST/EPA/MSDCMassSpec・

tralDatabase

【サー ビス企業名】㈲化学情報協会

【プ ロデ ューサ名】米 国立標準技術研究所(NIST)、 米環境保護庁(EPA)、 英 国質量

スペ ク トルセ ンター(MSDC)

【特 徴 ・特 色】EPAの 環境基準 の適用 をうけた54,000の 化合物 についてのマス

スペク トルデー タを収録 してい る。化合物名、CAS番 号、分子

量、 スペク トル ピーク、化学組成、任意の ピーク、メジャー ピー

クか ら検索で きる。97%の 物質 に化学構造式 がついてい る。

【分 野】自然科学 ・技術(化 学)

【データの タイプ】数値、図表、 プログ ラム

【サ ー ビ ス 名 】MSDB

【デー タ提供形態 】オフライン(FD)

18【 デ ー タベ ース名 】写真 デー タベ ー ス 「MAIHIT」

【サ ー ビス企 業名 】㈱ 毎 日新 聞社

【プ ロデ ューサ名 】㈱ 毎 日新 聞社

【特 徴 ・特 色 】年 代 ものの写 真 をデ ー タベ ー ス化 し、映像(写 真)と 文 字情 報(キ

ャプ シ ョン ・撮 影 年 月等)を 同時 にハ ー ドコ ピー で引 き出せ る シ

ス テム。NTT-PC(87年4月)、 日経 テ レコ ン(87年11月)、 ジー

サー チ(88年10月)な どの 外部 の デ ィス トリビュー タ を通 じてサ

ー ビス提供 して い る。

【分 野 】 一般(そ の他(写 真))

【デ ー タの タイプ 】文 書(抄 録)、 文 書(書 誌)、 映像

【サ ー ビ ス 名 】MAIHIT

【デ ー タ提 供形 態 】 オ ンライ ン
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19【 デー タベース名 】証券情報1

【サー ビス企業名 】㈱大和総研

【プ ロデューサ名】大和証券 グループ

【特 徴 ・特 色】57年6月 に我が国で初めて開始 されたオ ンライン情報サー ビスで

す。 ニ ュース レポー ト、時価情報、チ ャー ト情報か らなる総合情

報 と、株式 ・債券な どの商品別投資情報な らびにデータバ ンクか

らな る専門情報 にわかれてお り、機関投資家 の厳 しい要求 に応 え

た プロ向けの内容 を備 えてい ます。

【分 野 】 ビジネス(証 券)

【データのタイプ】文書(全 文)、 数値、図表

【サ ー ビ ス 名 】インテグラルネ ッ ト

【データ提供形態 】オ ンライ ン

20【 データベ ース名 】証券情報II

【サー ビス企業名 】㈱大和総研

【プ ロデ ューサ名 】大和証券 グループ

【特 徴 ・特 色 】証券情報1の 情報の うち、市況ニ ュー ス、経済・産業 レポー ト、株

式 チャー トをピックア ップし、 また想定利回 りでの貯蓄成果 を試

算 する貯蓄 プラン、計画贈与のモデル計算や利子配 当の有利 な税

制 を選ぶ節税 プランを追加 したサー ビスです。

【分 野】 ビジネス(証 券)

【デー タの タイプ】文書(全 文)、 数値、図表

【サ ー ビ ス 名 】イ ンテグラルネッ ト

【デー タ提供形態】オ ンライ ン

21【 デー タベース名】証券情 報III

【サー ビス企業名】㈱大和総研

【プ ロデューサ名】大和証券グループ

【特 徴 ・特 色】市況 ・フ ァイナンス等の投資ニ ュースをは じめ、 内外の証券 ・為

替 ・金利等の中か ら厳選 しパ ッケージ化 した市況 グラフ ・データ

情報、東証 ・大証 に上場 されてい る銘柄 のグラフ ・データ情報、

債券 ・現先 ・債券先物 のグラフ ・データ情報、各種時価 の情報 と、

コンパ ク トな中に大量の情報 をお り込 んでい ます。

【分 野】 ビジネス(証 券)

【デー タの タイプ】文書(全 文)、 数値、図表

【サ ー ビ ス 名 】インテグラルネ ッ ト

【デー タ提供形態 】オ ンライ ン

ー73一



22【 デー タベース名】消費統計デー タ

【サー ビス企業名】㈱ 日本経済新聞社

【プ ロデ ューサ名】㈱ 日本経済新聞社

【特 徴 ・特 色】総務庁統計局が発表す る家計調査報告 と消費者物価指数 よ り全 て

月次 で収録 してお り、家計 と物価 を結びつけて きめ細 かい消費動

向分析がで きるように全 国全世帯、勤労者世帯の全品 日別支出金

額 など、 また消費者物価指数 は全 国、東京都 区部の全品目別指数

を収録。

【分 野】 ビジネス(経 済(日 本))

【デー タの タイプ】数値、図表

【サ ー ビ ス 名 】 日経TELECOM総 合版,NikkeiTelecomII

【デー タ提供形態】オ ンライ ン

23【 デー タベース名】商標

【サー ビス企業名】⑰ 日本特許情報機構

【プ ロデ ューサ名】働 日本特許情報機構

【特 徴 ・特 色】権利存続中の登録商標の書誌 情報 と図形情報、公告中 ・未登録 の

商標 の書誌情報 と図形 情報、出願 中 ・未公告の商標の書誌情報 に

加 えて、1964年 以降出願 の もの には全件審査経過情報が蓄積 され

ている。 さらに、更新出願 ・登録 の情報 も蓄積 されている。

【分 野】 自然科学 ・技術(特 許)

【デー タの タイプ】文書(書 誌)、 図表

【サ ー ビ ス 名 】PATOLIS

【デー タ提供形態】オ ンライ ン

24【 デー タベース名】生産 ・出荷 ・在庫統計デー タ

【サー ビス企業名】㈱ 日本経済新聞社

【プ ロデ ューサ名】㈱ 日本経済新聞社

【特 徴 ・特 色】通産省が毎 月発表 する 「主要製 品生産 ・出荷 ・在庫実績」の全 品

目、生産 ・出荷 ・在庫 データ約1,500系 列 を収録 した ものです。 こ

の データは通産省生産 ・出荷 ・在庫指数の もとになっている原数

値(原 則 として物量ベース)が 中心 で広 く産業動向分析に利用で

きる。

【分 野】 ビジネス(経 済(日 本))

【デー タの タイプ】数値、図表

【サ ー ビ ス 名】 日経TELECOM総 合版,景 気情報,NikkeiTelecomII

【データ提供形態】オ ンライ ン

ー74一



25【 デー タベース名】生鮮食料品等流通情報

【サー ビス企業名】㈲全国生鮮食料品流通情報センター

【プ ロデ ューサ名】農林水産省

【特 徴 ・特 色】1.青 果物及 び畜産物及 び花 きの主要な卸売市場 における毎 日の

入荷量、気配価格等市場 の大勢 を緊急 に毎 日提供。

2.野 菜、果樹の主要品目の作付、作柄 と収穫、出荷予想 を適期

に提供。

3.子 豚、子牛の取引頭数、価格等 の産地動向を提供。

【分 野】 ビジネス(市 場)

【データの タイプ】文書(全 文)、 数値、図表

【サ ー ビ ス 名】農林水産省生鮮食料品流通情報サー ビスシステム

【データ提供形態】オ ンライ ン、オフライン(MT)

26【 データベース名】世界企業評価 ランキング

【サー ビス企業名】㈱ 日本経済新聞社

【プ ロデューサ名】㈱ 日本経済新聞社

【特 徴 ・特 色】 日、米、英、加の企業の財務内容 を、多変量解析法 とい う統計手

法で総合的 に評価、 ランク付 け したフ ァイル。COMPUSTAT、

EXSTAT、 日経財務 データを使用 して作成。

【分 野】 ビジネス(企 業財務/企 業情報(外 国))

【データの タイプ】数値、図表

【サ ー ビ ス 名】 日経TELECOM総 合版,NikkeiTelecomII

【データ提供形態】オ ンライ ン

27【 データベース名】全国マンシ ョン ・首都圏土地価格 ・デー タベース

【サー ビス企業名】㈱東京カ ンテイ

【プ ロデューサ名】㈱東京カ ンテイ

【特 徴 ・特 色】全国マ ンシ ョンデータベースは昭和31年 か ら現在 まで に供給 され

た首都 圏及 び近畿圏のマ ンション、約3万6千 棟、220万 戸 の基本

データを網羅 し、 また最近 の新築な らびに中古マ ンシ ョンの価格

情報が充実 してい る。首都圏土地価格 データベースは平成2年 か

ら現在 までの価格情報が充実 している。

【分 野】 ビジネス(不 動産)

【デー タの タイプ】文書(書 誌)、 数値、図表

【サ ー ビ ス 名 】東京 カンテイ不動産情報 サービス

【デー タ提供形態 】オ ンライ ン、オフライン(ハ ー ドコピー)
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28【 デー タベース名】先進7カ 国短期モデル予測

【サー ビス企業名】㈱ 日本経済新聞社

【プ ロデューサ名 】㈱ 日本経済新聞社

【特 徴 ・特 色】先進7カ 国短期 モデルを用いた向 こう3年 間の経済 予測。対象国

は米国、英国、 フランス、 ドイツ、 イタ リア、 カナダ と日本。

【分 野】 ビジネス(経 済(日 本))

【デー タのタイプ】数値、図表

【サ ー ビ ス 名】 日経TELECOM総 合版,金 融為替1青報,NikkeiTelecomII

【データ提供形態】オ ンライン

29【 データベ ース名】総研データバ ンク

【サー ビス企業名】㈱ 四国総合研究所

【プ ロデューサ名 】㈱ 四国総合研究所

【特 徴 ・特 色】フ ァインセラ ミックス、先端高分子材料、新金属等の新素材分野

における素材の研究開発、加工技術、応用利用技術 に関す るメー

カー等の技術資料 を中心 に生 きた情報の収集 に努 めてお り、 これ

ら技術資料 の書誌 データ と抄録 を収録 してい る。抄録 は、図表 の

画像情報 も取 り込 んでお り、必要な情報へ的確 なアクセスが可能

である。

【分 野】 自然科学 ・技術(金 属/素 材)

【デー タのタイプ】文書(抄 録)、 文書(書 誌)、 図表

【サ ー ビ ス 名】総研データバ ンク

【デー タ提供形態】オ ンライン

30【 データベース名】地域データ検索 システム 「マー ビス(MARVIS)」

【サー ビス企業名 】㈱パ スコ

【プ ロデューサ名 】㈱パスコ、㈱東洋経済新報社

【特 徴 ・特 色】東洋経済新報社 の 「地域経済総覧」 の統計指標 を都道府 県 ・市町

村各単位 ごとに示す ことので きる地図データベースである。市区

町村別 の統計指標 で203項 目331個 のデータがあ り、都道府県別の

統計指標では720項 目、2371個 の データを包含 してい る。簡単 な操

作でエ リアマ ップ を作成 し、それ らのマ ップで示 された属性 デー

タをグラフ(棒 、折れ線、 円)に 作成す ると共 に、統計 指標相互

の四則演算 を行 って新 しい指標 も作れ ます。 尚、ユーザの ファイ

ル をもちユーザデータの登録 も可能である。

【分 野】 ビジネス(経 済(日 本))

【データの タイプ】数値、図表

【サ ー ビ ス 名 】地域 データ検索システム 「マー ビス(MARVIS)」

【デー タ提供形態 】オフライン(FD)
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31【 デー タベース名】地域 ミクロ ・データベース

【サー ビス企業名 】㈱ 日本統計 セ ンター,

国際イ ンフォメー ション ・サー ビス㈱

【プ ロデ ューサ名 】㈱ 日本統計セ ンター

【特 徴 ・特 色】1.首 都圏、近畿 圏及び全国の主要政令都市等の大都市 圏域の細

分化地区別(町 丁 レベル)、 点 ・線 ・面の座標情報 と豊富な指標情

報 を一体的 に管理 し、 目的分野別の基本 ソフ トにより体 系的 なマ

ーケティング分析が可能。

2.地 域 の自由な括 り・分解、 あ らゆる地点又 は線 を中心 とした

環境指標 の作成等エ リアマーケテ ィングに対応 した柔軟 な機能。

【分 野】 ビジネス(そ の他(地 域情報))

【デー タの タイプ】数値、図表、 その他(地 図)

【サ ー ビ ス 名】地域 ミクロ ・データベース

【デー タ提供形態 】オ フライン(MT、FD、 ハー ドコピー)

32【 デー タベース名 】電子ブ ック版 大辞林

【サー ビス企業名 】㈱三省堂

【プ ロデ ューサ名 】㈱三省堂

【特 徴 ・特 色 】わが国の代表的な国語辞典 「大辞林」の全本文データを1枚 の電

子 ブック(8dmCD-ROM)に 収 め、 さまざまな検索 を可能 にし

た電子ブ ック版「大辞林」。見出し語 の前方一致/後 方一致検索 は

もとよ り、解説文の条件検索、漢字か らの検索、 ことわ ざ、慣用

句の検 索、挿 し絵 の検索な どが可能。

【分 野】一般(辞 書)

【デー タの タイプ】文書(全 文)、 図表

【サ ー ビ ス 名】電子 ブック版 大辞林

【デー タ提供形態】オ フライ ン(CD)

33【 デー タベ ース名】 トー タルマーケテ ィングデー タベース

【サー ビス企業名】 ビジネスエクステンション㈱

【プ ロデ ューサ名】働 国土地理協会、NTT情 報開発㈱

【特 徴 ・特 色】 タウンページ情報、人 口統計情報 を地図に展開 させユーザー独 自

のデータを付加 し、様々 な角度 か ら検索表現で きるソフ トをパ ッ

ケージ化 した統計情報 データベース。

【分 野】一般(そ の他(統 計))

【デー タの タイプ】数値、図表

【サ ー ビ ス 名】 トータルマーケテ ィングデータベ ース

【デー タ提供 形態 】オ フライン(FD)

一77一



34【 デー タベース名】特許

【サー ビス企業名】㈲ 日本特許 情報機構

【プ ロデューサ名】働 日本特許1青報機構

【特 徴 ・特 色】1955年 以降の特許 の公告、公開書誌情報 に加 えて、1964年 以降出

願の ものには全件審査経過情報が蓄積 されている。 さらに1971年

以降の公開特許 には技術 内容の抄録 または要約、1980年 以降の公

開特許には代表 図面が蓄積 されている。

【分 野】 自然科学 ・技術(特 許)

【デー タの タイプ】文書(抄 録)、 文書(書 誌)、 図表

【サ ー ビ ス 名 】PATOLIS

【データ提供形態 】オ ンライン

35【 デー タベース名 】特許二次情報 イメージデー タベース(NEF-OD)

【サー ビス企業名】 日本発明資料㈱

【プ ロデューサ名】 日本発明資料㈱

【特 徴 ・特 色】 日本国内において公開 され る特許、実用新案 の書誌 情報お よび抄

録 をコー ドデータ として収録 してい ると共 に、抄録、書誌情報、

全クレーム、全 図面か ら構成 され る特許文献二次資料 をイメージ

データ として収録 してい る。 このデータベースを用いて個別 ニー

ズにフィ ックスした企業内独 自データベースを任意 に構築で きる。

【分 野】 自然科学 ・技術(特 許)

【データの タイプ】文書(抄 録)、 文書(書 誌)、 数値、図表

【サ ー ビ ス 名 】特許二次情報 イメージデータベースシステム(NEF-ODシ ステ

ム)

【デー タ提供形態】オフライン(MT、FD、CD、 ハー ドコピー)

36【 デー タベース名】 日経エネルギーデー タ

【サー ビス企業名】㈱ 日本経済新聞社

【プ ロデューサ名】㈱ 日本経済新聞社

【特 徴 ・特 色】国内エネル ギー財 の価格、需給 を中心 とした総合エネルギー ・デ
ータバ ンク

。政府機関、団体が発表す る各種の統計 をエネルギー

の財別 にまとめ直 して収録。

【分 野】 ビジネス(経 済(日 本))

【デー タの タイプ】数値、図表

【サ ー ビ ス 名 】日経TELECOM総 合版,NikkeiTelecomII

【デー タ提供形態】オンライン
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37【 デー タベ ース名 】日経 エネルギーモデル

【サー ビス企業名 】㈱ 日本経済新聞社

【プ ロデ ューサ名 】㈱ 日本経済新聞社

【特 徴 ・特 色 】 日経エネルギーモデルは、推計式約140本 、定義式約130本 か らな

る四半期計量 モデルでエネルギーブロック とマ クロ経済ブ ロック

で構成 され る。 このモデルを使 った最長3年 の将来時点 までの予

測 を提供。

【分 野】 ビジネス(経 済(日 本))

【デー タの タイプ】数値、図表、プログラム

【サ ー ビ ス 名】 日経TELECOM総 合版,NikkeiTelecomII

【デー タ提供形態】オ ンライン

38【 デー タベース名】 日経金融デー タ

【サー ビス企業名】㈱ 日本経済新聞社

【プ ロデ ューサ名】㈱ 日本経済新聞社

【特 徴 ・特 色】国内の各種市場金利、 マネーサプライ、及 び資金の流れ を見 るた

めの資金循環勘定、各種金融機関勘定、 さらに公社債取引の動向

を見 るための公社債 関連データなど金融分析 に必要なデータを収

録。

【分 野】 ビジネス(経 済(日 本))

【デー タの タイプ】数値、図表

【サ ー ビ ス 名】 日経TELECOM金 融為替 情報,NikkeiTelecomII

【デー タ提供形態】オ ンライン

39【 データベース名】 日経産業連関表(NEEDS-1・O)

【サー ビス企業名】㈱ 日本経済新聞社

【プ ロデ ューサ名】㈱ 日本経済新聞社

【特 徴 ・特 色】年1回 、前年の産業連関表 を実質及 び名 目ベー スで推計(日 経延

長表)。政府基本表、政府接続表、通産省延長表、通算地域産業連

関表、 日米連結表 も合わせて収録。 日経が独 自に開発 した分析用

ソフ トウェア(MERLIN)に より誘発計算、産業構造分析な ど各

種計算、分析が可能。

【分 野】 ビジネス(経 済(日 本))

【デー タの タイプ】数値、図表

【サ ー ビ ス 名】NEEDS-TS

【デー タ提供形態】オ ンライ ン
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40【 デー タベース名】 日経総合経済 ファイル

【サー ビス企業名】㈱ 日本経済新聞社

【プ ロデ ューサ名】㈱ 日本経済新聞社

【特 徴 ・特 色】国民経済計算、生産動態、金融、貿易 ・国際収支、労働 な どの国

内主要経済指標や米 国の主要指標 を収録。

【分 野 】 ビジネス(経 済(日 本))

【デー タの タイプ】数値、図表

【サ ー ビ ス 名 】 日経TELECOM総 合版,景 気情報,NikkeiTelecomII

【データ提供形態】オンライン

41【 データベース名】 日経マクロモデル予測

【サー ビス企業名】㈱ 日本経済新聞社

【プ ロデューサ名】㈱ 日本経済新聞社

【特 徴 ・特 色】向 こう2～3年 の 日本経済 の行方 を、方程式数約300本 の「日経マ

クロモデル」で予測。GNPや 個人 消費、設備投資 な どの需要項

目、物価、生産、雇用、企業収益、国際収支、金利、 円相場 な ど

景気判断に必要 な指標 を網羅。最新の情報 を織 り込 んで、毎 月予

測値 を更新。

【分 野 】 ビジネス(経 済(日 本))

【デー タの タイプ】数値、図表

【サ ー ビ ス 名 】 日経TELECOM総 合 版,景 気 情 報,金 融 為 替 情 報,Nikkei

TelecomII

【データ提供形態 】オンライン

42【 デ ー タベ ー ス名 】 日経TELECOM景 気 情 報

【サ ー ビス企 業名 】㈱TKC

【プ ロデ ューサ名 】 日本経 済 新 聞社

【特 徴 ・特 色 】1.マ ク ロ経 済情 報(約8,000系 列 ×10年 間)、2.産 業 経 済 指 標

(約1,500品 目 ×10年 間)、3.海 外 経 済 指標 、4.マ ク ロ経 済 予

測 、5.産 業天気 図、6.景 気 ア ンケー ト(各 界 トップ30名 景 気

見 通)、7.国 内機 関 景気 予測 、8.内 外市 場 指標 、9.ニ ュー ス

等。

【分 野 】 ビ ジネス(経 済(日 本))

【デー タの タイ プ】 文書(全 文)、 数値 、 図表

【サ ー ビ ス 名 】TKCマ ル チ ・デー タ ベ ー ス ・サ ーービス

【デー タ提 供 形態 】 オ ンライ ン
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43【 デー タベース名 】日経TELECOM地 域情報

【サー ビス企業名 】㈱ 日本経済新聞社

【プ ロデ ューサ名 】㈱ 日本経済新聞社

【特 徴 ・特 色 】都道府県か ら市 区町村 レベル まで全 国3,436地 域 のマー ケテ ィン

グや地域計画に不可欠な詳細 デー タを提供。分析結果は ビジュア

ルな地図画面に表示。都道府 県、市区町村 の姿(FACE分 析)都

市 の経済力 ・成長力分析、地方景気分析、エ リアマーケティング、

2000年 の人 口な ど豊富 なメニ ューをお手元のパ ソコン上 に簡単な

操作 で検索す ることがで きるオ ンライ ン情報 サー ビス。

【分 野】 ビジネス(経 済(日 本))

【データの タイプ】文 書(全 文)、 文書(抄 録)、 数値、図表

【サ ー ビ ス 名】 日経TELECOM地 域情報

【データ提供形態】オ ンライン

44【 デ ー タベ ー ス名 】 日経TELECOM投 資情 報

【サ ー ビス 企業 名 】㈱TKC

【プ ロデ ュー サ名 】 日本経 済 新 聞社

【特 徴 ・特 色 】株 式投 資 ・上 場企 業財 務 デー タ等。1.市 場環 境 分析 、2.内 外

市 場 分析 、3.株 式 市場 分析 、4.銘 柄 選 択1青報(銘 柄 ス ク リー

ニ ング ・ラ ンキ ン グ)、5 .銘 柄 チ ャー ト分析 、6.業 績 予 測 、

7.財 務速 報 、8.株 価 速報 、9.ニ ュー ス等。

【分 野 】 ビジネ ス(経 済(日 本))

【デ ー タの タイ プ 】文 書(全 文)、 数値 、 図表

【サ ー ビ ス 名 】TKCマ ル チ ・デー タベ ー ス ・サー ビス

【デ ー タ提 供 形態 】 オ ンライ ン

45【 デー タベース名 】 日興の投資情報(NIKKO/DB)

【サー ビス企業名 】㈱TKC

【プロデ ューサ名 】TKC、 日興証券

【特 徴 ・特 色 】株式投資、債券投資、金融市況。1.株 式市況(上 場全銘柄)、

2.債 券市況、3.市 況情報(週 間市況、月間市況、 タイムテー

ブル各種金利一覧、起債銘柄一覧)、4.環 境情報(経 済金融時系

列分析、投資効率分析)。

【分 野】 ビジネス(市 場/商 品)

【デー タのタイプ】文書(抄 録)、 数値、図表

【サ ー ビ ス 名 】TKCマ ルチ ・データベース ・サー ビス

【デー タ提供形態】オ ンライン
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46【 デ ー タベ ー ス名 】 ニ ール セ ン ・リー テ イル ・イ ンデ ック ス

【サ ー ビス企 業名 】 日本 工一 ・シー ・ニ ール セ ン㈱

【プ ロデ ューサ名 】 日本 工一 ・シー ・ニ ー ルセ ン㈱

【特 徴 ・特 色 】全 国小 売 市 場 の商 品動 向 を定 期 的 な ス トア ・オ ー デ ィ ッ ト方 式 に

よ る標 本 調 査 で、販 売 ・仕 入れ ・在 庫 ・取 扱 店 ・実 売 価格 な ど原

始 デー タ を基 に統 計 的拡 大推 計 し顧 客 に提 供 す る。 量 販 店 ・スー

パ ー等 を中心 とす るニ ー ルセ ン・フー ド・イ ンデ ックス と、薬 局 ・

薬 店 ・化 粧 品 店 を中心 とす るニー ル セ ン ・ドラ ッグ ・イ ンデ ック

スが あ り、 デー タ の信頼 性 と市 場 動 向分析 に定 評 が あ る。

【分 野 】 ビジネ ス(販 売/サ ー ビス)

【デ ー タの タ イプ】数 値 、 図表

【サ ー ビ ス 名 】 ニ ール セ ン ・リー テ イル ・イ ンデ ックス ・サ ー ビス

【デ ー タ提 供 形態 】オ フラ イ ン(MT、FD、 ハ ー ドコ ピー)

47【 デー タベース名 】不 動産物件情報

【サー ビス企業名】MRD㈱

【プ ロデューサ名】一般ユーザー(不 動産業)

【特 徴 ・特 色】不動産物件 の情報交換 を行 えるもので あ り、物件 を登録す るとリ

アルタイムで他 の会員が検索で きるプ ッシュ回線電話、 キャプテ

ン、パ ソコンな どか ら検索 し、 ファクシ ミリに図面 を出力するこ

ともで きる。

【分 野】 ビジネス(流 通/不 動産)

【データの タイプ】文書(全 文)、 図表

【サ ー ビ ス 名】不動産情報 システム

【デー タ提供形態】オ ンライ ン

48【 デー タベース名 】貿易統計データ

【サー ビス企業名 】㈱ 日本経済新聞社

【プ ロデューサ名】㈱ 日本経済新聞社

【特 徴 ・特 色】 日本貿易月表 に記載する品別国別表 のすべてを収録 してい る。分

析 目的に応 じて自由な品 目統合、地域統合 が可能で毎 月のデータ

は、 日本貿易月表 よ り2週 間早 く収録 され る。

【分 野】 ビジネス(そ の他 経済(日 本 ・外 国))

【データのタイプ】数値、図表

【サ ー ビ ス 名】 日経TELECOM総 合版,金 融為替情報,NikkeiTelecomII

【データ提供形態】オ ンライン
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49【 デー タベース名 】法人企業統計データ

【サー ビス企業名 】㈱ 日本経済新聞社

【プ ロデューサ名 】㈱ 日本経済新聞社

【特 徴 ・特 色】大蔵省が四半期 ごとに発表 して いる 「法人企業統計季報」の全推

計系列 を収録、産業 レベルのきめ細かい経営分析や企業活動分析

などに最適。標本法人の抽出替 えに伴 う不連続性 を補 うため、当

期の調査ベ ースで調査 した前記分貸借対照表 も収録。

【分 野】 ビジネス(経 済(日 本))

【デー タの タイプ】数値、図表

【サ ー ビ ス 名】 日経TELECOM総 合版,NikkeiTelecomII

【データ提供形態】オ ンライン

50【 データベース名 】法律情報デー タベース(LEX/DB)

【サ ー ビス企業名 】㈱TKC

【プ ロデ ューサ名 】㈱TKC

【特 徴 ・特 色 】検索 は書誌1青報、全文対象の フリーキー ワー ド検 索、裁判所名 ・

判決年月 日指定 による、文献番号指定 による方式 と法律理論体系

に よる検索方式 による。情報 はFDに ダウンローーーデ ィングす る方

法 とファクシ ミリに出力する方法が選択で きる。 図表はフ ァクシ

ミリを使い出力す る。

【分 野 】一般(法 律)

【デー タのタイプ】文書(全 文)、 文書(抄 録)、 文書(書 誌)、 図表

【サ ー ビ ス 名 】法律情報データベース(LEX/DB),日 経ニ ュース ・テレコン

【デー タ提供形態】 オンライン

51【 デー タベース名】毎 日新聞写真データベース

【サー ビス企業名】㈱ ジー ・サーチ、富士通エ フ ・アイ ・ピー㈱

【プ ロデューサ名】毎 日新聞社

【特 徴 ・特 色】幕末か ら明治、大正、昭和30年 までの約100年 間のニ ュース写真の

書誌事項 を収録。FAXに よる画像配信サー ビスを含めた本格 的

な写真 データベース。

【分 野】一般(新 聞/雑 誌/ニ ュース)

【デー タの タイプ】文書(抄 録)、 文書(書 誌)、 映像

【サ ー ビ ス 名 】G-Search

【デー タ提供形態】オ ンライン
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52【 デー タベース名 】毎 日新聞写真データベース

【サー ビス企業名 】丸善㈱

【プ ロデューサ名 】毎 日新聞社

【特 徴 ・特 色】幕末か ら明治、大正、昭和30年 までの約100年 間のニュース写真(約

6万 枚)の 書誌事項 を収録。FAXに よる画像配信サー ビスを含 め

た本格的写真データベー ス。

【分 野】一般(新 聞/雑 誌/ニ ュース)

【データの タイプ】文書(抄 録)、 文書(書 誌)、 映像

【サ ー ビ ス 名】G-Search

【データ提供形態】オ ンライ ン

53【 デー タベース名】マクロ予測

【サー ビス企業名】㈱ 日本経済新聞社

【プ ロデューサ名 】㈱ 日本経済新聞社

【特 徴 ・特 色 】景気 をつかむ うえで重要 な100項 目の経済指標 について最近の動

きと予測値 を提供。予測期 間は、月次データ6カ 月、四半期デー

タで3四 半期で、細かな統計 データの先行 きをつかむ ことが可能。

【分 野】 ビジネス(そ の他 経済(日 本 ・外国))

【デー タの タイプ】文書(全 文)、 数値、図表

【サ ー ビ ス 名】 日経TELECOM景 気情 報

【デー タ提供形態】オンライ ン

54【 デー タベース名】マネジメン ト情報DB－ 中小企業助成等質疑応答集

【サー ビス企業名】㈱TKC

【プ ロデ ューサ名】㈱TKC

【特 徴 ・特 色】中小企業経営 に必要な財政、金融、税制、労働等の中小企業庁の

施策 を中心 とした資料 を提供。

【分 野】 ビジネス(会 計/経 営)

【データのタイプ】文書(全 文)、 図表

【サ ー ビ ス 名 】TKCマ ルチ ・データベース ・サー ビス

【データ提供形態 】オ ンライン
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55【 デー タベ ース名 】メイングラステックス改良技術

【サー ビス企業名 】㈱ ダイヤ リサーチ

【プ ロデ ューサ名】㈱ ダイヤ リサーチ

【特 徴 ・特 色 】11種(PPBABSPAPOMPCMPPEPBTPET

PPSUHPEPVC)の 工業用熱可塑性樹脂の改質 に関す る日本

公開特許 を、書誌事項、分類、 目的、対応策、用途形態の約80項

目 と出願 目的、 クレーム要旨、用途、実施例 に整理 した、項 目検

索 とフ リー ワー ド検索が可能なバ ッチデータベース。

【分 野 】 自然科学 ・技術(特 許)

【データの タイプ】文書(抄 録)、 文書(書 誌)、 図表

【サ ー ビ ス 名 】メイングラステ ックス改良技術

【デー タ提供形態 】オフライ ン(FD、 ハー ドコピー)

56【 デー タベース名 】ABCデ ータ ・オンライン ・サー ビス

【サー ビス企業名 】㈲ 日本ABC協 会

【プ ロデューサ名 】㈹ 日本ABC協 会

【特 徴 ・特 色 】一般公衆回線 を使用 して容易にデータ検索が可能。利用料金が安

価 である。新聞雑誌 の部数 は裏付 け調査 された信頼で きる資料で

あ る。

【分 野】 ビジネス(ビ ジネス産業全般)

【デー タのタイプ】数値、図表

【サ ー ビ ス 名 】ABCデ ータ ・オ ンライ ン ・サー ビス

【デー タ提供形態】オ ンライン、オフライン(MT、FD)

57【 デー タベー ス名】ACSISS(ア クシス)-E

【サー ビス企業名】東京 リサーチ㈱

【プ ロデ ューサ名】東京 リサーチ㈱

【特 徴 ・特 色 】家電 ・OA等 の耐久消費財 について、国内量販小売店600店 舗(拡

大中)のPOSデ ー タを、 日次オ ンライ ン集信 し、販売 日の翌々 日

には集計 データベ ースをオンライ ン提供 可能な ことが最大の特徴。

生産(CIM)か ら販売 まで、全社統合戦略的情報 システム(SIS)

のための外部データ としての利用 を推進中である。

【分 野 】 ビジネス(市 場/商 品)

【デー タの タイプ】数値 、図表

【サ ー ビ ス 名 】ACSISS-E

【データ提供形態 】オンライ ン、オフライン(MT、FD、 ハー ドコピー)
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58【 デー タベ ー ス名 】ADR東 南 ア ジ ア市 場 動 向調 査

【サ ー ビス 企業名 】 ア ジア デー タ リサ ー チ㈱

【プ ロデ ュー サ名 】 ア ジア デー タ リサ ー チ㈱

【特 徴 ・特 色 】香 港、 シ ンガ ポー ル、 マ レー シア、 タイ、 イ ン ドネシ ア、 台湾 等 、

東 南 ア ジア にて 注 目され て い る市 場 の家 電 、 フ ォ ト商 品 に関 す る

リテ ィルバ ネ ル調 査 を隔 月 に行 い、 各商 品 の タ イプ、 フ ィー チ ャ

ー情 報 を付 加 して デー タ を構 築 す る
。 月単 位 の モ デ ル毎 の ヒッ ト

リス ト及 び時 系列 に よる メー カー シ ェア、 タ イ プ ・フ ィー チ ャー

の動 向 を提 供 す る。

【分 野 】 ビジネ ス(市 場/商 品)

【デー タの タイプ 】数 値 、 図表

【サ ー ビ ス 名 】ADR東 南 ア ジ ア市場 動 向調 査報 告

【デー タ提 供 形態 】 オ フ ライ ン(MT、FD、 ハー ドコ ピー)

59【 デ ー タベ ー ス名 】aim(AreainformationMappingSystem)

【サ ー ビス企 業名 】㈱ 日本 総 合 技術 研究 所

【プ ロデ ュー サ名 】㈱ 日本 総 合 技術 研 究 所

【特 徴 ・特 色 】 コ ンピ ュー タ マ ッ ピ ングの技術 を応 用 した デ ー タベ ー スで あ り、

地 図 デ ー タ と統 計 デ ー タ を蓄積 して い る。1点100人 を表 す人 口の

点 デー タ を地 図 上 に展 開 し、 この人 口の点(ド ッ ト)を 利 用 して、

利 用者 側 に お いて設 定 した任 意 の商 圏 内 の統 計 デー タ を集計 し、

出力 す る こ とが で きる。 これ ら を利 用 して各 種 マ ー ケ テ ィ ングの

基 礎 資料 が 作 成 で きる。

【分 野 】 ビジネ ス(市 場)

【デ ー タの タイプ 】数 値 、 図表

【サ ー ビ ス 名 】aim

【デ ー タ提 供 形態 】 オ フ ライ ン(FD、 ハ ー ドコピー)

60【 データベース名】ASSO税 理士試験 シ ミュレーシ ョンプ ログラム ・ライブラ リ

【サー ビス企業名】㈱ アソ ゥシステムバ ー ン

【プ ロデ ューサ名】㈱ アソ ゥシステムバ ー ン

【特 徴 ・特 色】ASSO税 理士試験 パ ソコン援用学習 データベース利用のための

副ツール。 目的、入力形式、前提条件、解説が付属するCAI組 み

込 み用の広範 囲計算 シミュレー シ ョンプログ ラム集。年末調整計

算等 は、多種類の様式 があ り、即時実行 して結果 を得 る ことがで

きる。なお、単独利用 も可能。

【分 野】その他(CAI、 補助 フ ァイル)

【デー タの タイプ】数値、図表 、プログラム、 その他(文 字列他)

【サ ー ビ ス 名】ASSO税 理士試験 シ ミュレーシ ョンプログラム ・ライブラ リ

【デー タ提供形態】オ ンライン

一86一



61【 デー タベース名 】ASSO税 理士試験 情報データベース

【サー ビス企業名 】㈱ アソゥシステムバー ン

【プ ロデ ューサ名 】㈱ アソゥシステムバ ーン

【特 徴 ・特 色】ASSO税 理士試験 法規 データベ ース、同パ ソコン援用学習デー

タベース と相 まって税理士試験分野 における総合 データベースの

一環 を成す
。受験者 ・教育機関等が対象、分析 ・広報 ・出版 ・そ

の他、画像データを含む。

【分 野】一般(そ の他(教 育情報))

【デー タの タイプ】文書(全 文)、 文書(抄 録)、 文書(書 誌)、 数値、図表、映像、 プ

ログラム、 その他(文 字列他)

【サ ー ビ ス 名 】ASSO税 理士試験 情報 データベース

【デー タ提供形態 】オ ンライ ン

62【 デー タベース名 】ASSO税 理士試験 データデザイン ・ライブラ リ

【サー ビス企業名 】㈱ アソゥシステムバーン

【プ ロデ ューサ名 】㈱ アソゥシステムバーン

【特 徴 ・特 色】ASSO税 理士試験 パ ソコン援用学習データベ ース利用のための

副 ツール。 レベルア ップ対応等 を目的 とする組 み込み用 データ集。

本 データの組 み込 みにより基本データの一部又 は全部 は 『裏 デー

タ』とな り、オ リジナルCAIシ ステムをデザイ ンして、『仮想構築』

することがで きる。 なお、一部の削除及 び追加 も可能。

【分 野】その他(CAI、 補助 ファイル)

【デー タの タイプ】数値、図表、プログラム、その他(文 字列他)

【サ ー ビ ス 名 】ASSO税 理士試験 データデザイ ン ・ライブラリ

【デー タ提供形態】オ ンライン

63【 デー タベース名 】ASSO税 理士試験 日本税務 ソフ トウェア マニュアル ・所得税

【サー ビス企業名 】㈱ アソゥシステムバーン

【プ ロデ ューサ名】㈱ アソゥシステムバーン

【特 徴 ・特 色】税務 ソフ トウェアにおけるレビューを中心 とする品質管理効率 の

向上 を計 るための税法別マニ ュアル。主 としてSEを 対象。税法項

目、 プログラム機 能、エラー種等 にランク概念 を導入 し、実務家

の使用する『手引』をソフ ト面か ら詳解。合 わせてカシオfx-7700

Gに よる申告及 び便利 なソフ トを収録。

【分 野】 その他(CAI)

【デー タの タイプ】文書(全 文)、 数値、図表、プログラム

【サ ー ビ ス 名】ASSO税 理士試験 日本税務 ソフ トウェア マニュアル ・所得税

【デー タ提供 形態】オ ンライ ン
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64【 デー タベース名】ASSO税 理士試験 日本税務 ソフ トウェア マニ ュアル ・相続税

【サー ビス企業名】㈱ ア ソゥシステムバー ン

【プ ロデューサ名】㈱ ア ソゥシステムバー ン

【特 徴 ・特 色】税務 ソフ トウェアにお けるレビュー を中心 とす る品質管理効率の

向上 を計 るための税法別マニュアル。主 としてSEを 対象。税法項

目、プログラム機能、エ ラー種等 にランク概念 を導入 し、実務家

の使用する『手引』をソフ ト面か ら詳解。合わせて カシオfx-7700

Gに よる申告及 び便利 なソフ トを収録。

【分 野】その他(CAI)

【データのタイプ】文書(全 文)、 数値、図表、 プログラム

【サ ー ビ ス 名】ASSO税 理士試験 日本税務 ソフ トウェア マニュアル ・相続税

【データ提供形態】オ ンライン

65【 デー タベース名 】ASSO税 理士試験 日本税務ソフ トウェア マニュアル ・地方税

【サー ビス企業名 】㈱ア ソゥシステムバー ン

【プ ロデューサ名】㈱ アソゥシステムバ ーン

【特 徴 ・特 色】税務 ソフ トウェアにおけるレビューを中心 とする品質管理効率の

向上 を計 るための税法別マニ ュアル。主 としてSEを 対象。税法項

目、 プログラム機能、 エラー種等にランク概念 を導入 し、実務家

の使用す る『手引』をソフ ト面か ら詳解。合 わせてカシオfx-7700

Gに よる申告及 び便利 な ソフ トを収録。

【分 野】 その他(CAI)

【データの タイプ】文書(全 文)、 数値、図表、プログラム

【サ ー ビ ス 名 】ASSO税 理士試験 日本税務 ソフ トウェア マニ ュアル ・地方税

【デー タ提供形態】オンライン

66【 デー タベース名】ASSO税 理士試験 日本税務ソフ トウェア マニ ュアル ・消費税

【サー ビス企業名】㈱ アソゥシステムバー ン

【プ ロデ ューサ名】㈱ アソゥシステムバー ン

【特 徴 ・特 色】税務 ソフ トウェアにおけるレビューを中心 とする品質管理効率の

向上 を計 るための税法別 マニ ュアル。主 としてSEを 対象。税法項

目、 プログラム機能、エラー種等 にランク概念 を導入 し、実務家

の使用す る『手引』をソフ ト面か ら詳解。合 わせてカシオfx-7700

Gに よる申告及 び便利 な ソフ トを収録。

【分 野】その他(CAI)

【デー タの タイプ】文書(全 文)、 数値、図表、プログラム

【サ ー ビ ス 名 】ASSO税 理士試験 日本税務 ソフ トウェア マニ ュアル ・消費税

【デー タ提供形態】オ ンライン
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67【 デ ー タベ ー ス名 】ASSO税 理 士試 験 日本税 務 ソフ トウ ェア マ ニ ュアル ・法 人税

【サ ー ビス企 業名 】㈱ ア ソ ゥシス テムバ ー ン

【プ ロデ ュー サ名 】㈱ ア ソ ゥシス テムバ ー ン

【特 徴 ・特 色 】税 務 ソ フ トウ ェアに お け る レビ ュー を中心 とす る品 質管 理 効 率 の

向上 を計 るた めの税 法 別 マ ニ ュアル。主 としてSEを 対 象 。税 法項

目、 プ ログ ラム機 能 、 エ ラー種 等 に ラ ンク概念 を導 入 し、 実 務 家

の使 用 す る 『手 引』を ソフ ト面 か ら詳解 。合 わせ て カ シオfx-7700

Gに よる申告及 び便 利 な ソ フ トを収録 。

【分 野 】 そ の他(CAI)

【デー タの タイプ 】 文 書(全 文)、 数値 、 図 表、 プ ログ ラム

【サ ー ビ ス 名 】ASSO税 理 士 試験 日本 税務 ソ フ トウ ェア マニ ュア ル ・法人 税

【デー タ提供 形態 】 オ ン ライ ン

68【 データベース名 】ASSO税 理士試験 フォームデザ イン ・ライブラ リ

【サー ビス企業名 】㈱ アソゥシステムバー ン

【プ ロデューサ名 】㈱ アソゥシステムバ ーン

【特 徴 ・特 色 】ASSO税 理士試験 パ ソコン援用学習 データベース利用のための

副 ツール。会計科 目解答用各種帳簿、多桁精算表、税法科 目解答

用紙、項 目設定済みチェ ック リス トな どの総合 フォーム集。 フォ

ームの種類、桁、科目名な どを削除方式 によりデザインする こと

がで きる。データデザイン ・ライブラリの文字列 の組み込 み も可

能。

【分 野】その他(CAI、 補助 フ ァイル)

【デー タの タイプ】数値、図表、 プログラム、その他(文 字列他)

【サ ー ビ ス 名】ASSO税 理士試験 フォームデザイン ・ライブラ リ

【デー タ提供形態】オ ンライン

69【 デー タベ ー ス名 】BEILSTEIN

【サ ー ビス 企業 名 】 特殊 法 人 日本科 学 技術 情 報 セ ンタ ー

【プ ロデ ュー サ名 】BeilsteinInstituteforOrganicChemistry

【特 徴 ・特 色 】1830年 か ら400万 件 以 上 の デー タ が蓄積 され てい ます。有 機 化 合 物

に関 す る化学 構造 、 合成 な どの化学 的 デ ー タ、及 び数 値 デ ー タ を

収 録 してい ます。

【分 野 】 自然 科学 ・技 術(化 学)

【デ ー タの タイ プ 】文 書(書 誌)、 数 値 、 図表

【サ ー ビ ス 名 】STNInternational

【デ ー タ提 供 形態 】 オ ン ライ ン
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70【 デ ー タベ ー ス名 】BEILSTEIN

【サ ー ビス企 業名 】 ユサ コ㈱/日 本 電 子計 算㈱

【プ ロデ ューサ名 】TheBeilisteinInstitute(Springer-Verlag,Inc.)

【特 徴 ・特 色 】有 機化 合 物 ハ ン ドブ ッ ク(BeilisteinHandbook)の デ ー タベ

ー ス。 ホ ス ト機 で 構 造 検 索 機 能 を持 っ て い る た め、端 末 側 に

Titoronixの エ ミュレー タ(4100以 上)を 用意 す る。

【分 野 】 自然科 学 ・技術(化 学)

【デ ー タの タイプ 】文 書(書 誌)、 数値 、 図 表

【サ ー ビ ス 名 】ORBITサ ー チ ・サ ー ビス

【デ ー タ提 供 形態 】 オ ンライ ン

71【 デー タベ ース名 】BEILSTEINONLINE

【サー ビス企 業名 】㈱ 紀 伊 國屋 書 店

【プ ロデ ューサ名 】BeilsteinInstitute

【特 徴 ・特 色 】BEILSTEINONLINEは 、 「BeilsteinHandbuchderOr-

ganischenChemie」(「BeilsteinHandbook」 と呼 ばれ る こ とが

多 い)の オ ンライ ン版 で あ り、 「Handbook」 に まだ載 って いな い

未 評価 の デ ー タ も収 録 して い ます。 本 デ ー タベ ー ス は有機 化 合物

の化学 構 造 に関 す るデ ー タベー ス を各 化合 物 に関 す る フ ァク トデ

ー タベ ース との二種 類 の デー タベ ー ス を リンク させ て、作 られ て

い ます。

【分 野 】 自然 科学 ・技術(化 学)

【デー タの タイプ 】文 書(書 誌)、 数値 、 図 表

【サ ー ビ ス 名 】DIALOG

【デー タ提 供 形態 】 オ ンライ ン

72【 データベ ース名】BlueChip米 国景気 ・金利予測

【サー ビス企業名】㈱ 日本経済新聞社

【プ ロデ ューサ名】㈱ 日本経済新聞社

【特 徴 ・特 色 】米国の主要50機 関に よる15の フ ァンダメンタルズ指標 と21の 金利

関連指標 を予測 の収録。BlueChipの ニュー ス レター発表 と同

時 に予測値 を提供。

【分 野】 ビジネス(経 済(外 国))

【デー タの タイプ】文書(書 誌)、 数値、図表

【サ ー ビ ス 名】 日経TELECOM総 合版

【デー タ提供形態】オ ンライ ン
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73【 デー タベース名 】CAPDAS

【サー ビス企業名 】働高分子素材 センター

【プ ロデューサ名 】働高分子素材 センター

【特 徴 ・特 色】高分子素材 関連の技術情報、カタログ情報、NMR情 報、C13NMR

スペ ク トル、用語 集、な ど五種類 のデータ をCD-ROMに 入力

し、パー ソナルコンピュータ と組合わせた システムです。材料 ・

製品名、用途、特徴、特性、物性、 キー ワー ドな ど25項 目につい

て、完全一致、前方 ・後方一致、最大 ・最小値 な どのAI検 索が可

能 となってい ます。 また、ユーザーが作成 した プライベー トデー

タベース とCD-ROMに 入力 されてい るパ ブ リックデー タが と

もに検索で きます。

【分 野】 自然科学 ・技術(金 属/素 材)

【デー タの タイプ】文書(全 文)、 文書(抄 録)、 数値、図表、映像

【サ ー ビ ス 名】CAPDAS

【デー タ提供形態】オ フライン(CD)

74【 デ ー タベ ー ス名 】CASREACT

【サ ー ビス企業名 】 特殊 法人 日本 科学 技術 情報 セ ンター

【プ ロデ ューサ 名 】ChemicalAbstractsService(CAS)

【特 徴 ・特 色 】CASREACTフ ァイ ル は文 献 を単位 と した 反 応 デ ー タベ ー スで

す。 この フ ァイル はChemicalAbstract(CA)に1985年 以 降 収

録 され て い る雑誌 に掲載 された化 学 反応 に関 す る文献 を収録 して

い ます 。この フ ァイルの レコー ド番 号 は、CA抄 録 番号 で す。この

フ ァイル に は、単 一 反応 、 お よび 多段 暗反 応 が含 まれ て い ます。

【分 野 】 自然 科 学 ・技 術(化 学)

【デー タの タイプ 】 図表

【サ ー ビ ス 名 】STNInternational

【デー タ提 供形 態 】 オ ンライ ン

75【 デー タベース名】CD-NET

【サー ビス企業名】㈱化学工業 日報社

【プ ロデ ューサ名】㈱化学工業 日報社

【特 徴 ・特 色】化学品12万 件 の情報、企業4万 社以上、統計品 目4千 件、87年11

月1日 移行 の化学工業 日報のオ ンライン、 オフラインによる提供。

【分 野】 ビジネス(化 学産業)

【デー タのタイプ】文書(全 文)、 数値、図表

【サ ー ビ ス 名】CD-NET

【データ提供形態】オ ンライン、 オフライン(FD、 ハー ドコピー)
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76【 データベース名 】CITIBANK米 国経済デー タ

【サー ビス企業名 】㈱ 日本経済新聞社

【プ ロデ ューサ名 】㈱ 日本経済新 聞社

【特 徴 ・特 色 】世界有数の商業銀行であ る米国 ・シテ ィバ ンクが編集 した米国マ

クロ経済 を中心 としたデータベース。 データはニュー ヨークで毎

日更新 され る。

【分 野】 ビジネス(経 済(外 国))

【デー タの タイプ】数値、図表

【サ ー ビ ス 名】 日経TELECOM総 合版,NikkeiTelecomII

【データ提供形態 】オ ンライン

77【 データベ ース名】COSMO企 業財務デー タ

【サー ビス企業名】㈱ コスモ証券経済研究所

【プロデューサ名】㈱ コスモ証券経済研究所

【特 徴 ・特 色】有価証券報告書 をベー スに国内上場約1,920社 の財務 デー タを収

録。400有 余の収録項 目の他、290の 分析項 目を有 し、収益性 ・生

産性 ・資金運用分析な ど体系だった分析 を行 っている。一般事業

会社 とは別 に銀行、損保、証券業の財務データ も用意 している。

【分 野】 ビジネス(企 業財務(日 本))

【データの タイプ】文書(全 文)、 文書(抄 録)、 数値、図表

78【 データベース名】COSMO-ECHO(財 務情報)

【サー ビス企業名】共同VAN㈱

【プ ロデューサ名】 コスモ証券経済研究所

【特 徴 ・特 色 】当データベ ースは有価証券報告書 をベースに国内上場2,000社 の

財務 デー タを収録 した ものであ り、収録期間は直近10期 間で貸借

対照表、損益計算書、製造原価明細書等約400項 目が収録 されてい

る。最大の特徴はお手持 ちのパ ソコンに直接伝送で きるダ ウンロ

ーディングサービスで
、 ダウンロー ドされたデータを他のデータ

と組み合 わせて思いの まま分析 で きることです。

【分 野】 ビジネス(企 業財務/企 業情報(日 本))

【データの タイプ】文書(全 文)、 文書(抄 録)、 数値、図表

【サ ー ビ ス 名】COSMO-ECHO

【デー タ提供形態】オ ンライ ン
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79【 データベ ー一一ース名】CRC経 済 デー タベース 「CERTAIN」

【サー ビス企業名】㈱CRC総 合研究所

【プ ロデ ューサ名】㈱CRC総 合研究所

【特 徴 ・特 色】CERTAINは 、マクロ経済 ・産業関連 デー タ(経 済統計)か ら財

務 ・株価 データ(有 価証券報告書 ・決算短信)ま での200万 系列 に

及ぶ数値情 報 の検 索のみでな く、加工 ・分析(回 帰 分析 ・推 定

式)、 計量 モデルの提供 まで可能 なオ ンライ ン ・デー タベ ースで

す。超低料金、 メニュー画面による対話方式、充実 したグラフィ

ックス機能。

【分 野】 ビジネス(そ の他 経済(世 界))

【デー タの タイプ】数値、図表

【サ ー ビ ス 名】CRC経 済 データベース 「CERTAIN」

【データ提供形態】オ ンライ ン

80【 デ ー タベ ー ス名 】C13-NMR/IR

【サ ー ビス企 業 名 】㈹ 化 学情 報 協 会

【プ ロデ ュー サ名 】FIZKarlsruhe

【特 徴 ・特 色 】C13-NMRス ペ ク トル デー タで あ る化 学 シ フ ト値 、測 定 条件 、文

献 デ ー タ、 分子式 、構 造 式、 カ ップ リング定数 、緩 和 時 間 を収 録

して い る。IRス ペ ク トル デー タ は、C13-NMRを 補 足 す る もの で

スペ ク トル デ ー タで あ るライ ン、幅 、強 度 、測 定 条件 、 分 子 式、

構 造式 を収 録 して い る。

【分 野 】 自然科 学 ・技術(化 学)

【デー タの タ イプ 】文 書(書 誌)、 数値 、 図表

【サ ー ビ ス 名 】INKADAT

【デー タ提 供 形 態 】 オ ン ライ ン

81【 デ ー タベ ー ス名 】ELNET(イ ー エ ルネ ッ ト)

【サ ー ビス企 業 名 】㈱ エ レ ク トロニ ック ・ライ ブラ リー,㈱ 電通

【プ ロデ ューサ 名 】㈱ エ レ ク トロニ ック ・ライ ブ ラ リー

【特 徴 ・特 色 】 全 国 の主要 な新聞37紙 、雑 誌約140誌 を情報 源 とした、記 事 デ ー タ

ベ ー ス。記 事 原文 を、 出版 され た形態 その ま まにイ メ ー ジ として

蓄積 し図表 ・写真 も含 め て、 フ ァク シ ミリに よって 、提 供 す る。

登録 され た キ ー ワー ドに合致 す る記事 を 自動検 索 ・自動 配 信 す る

ELMORサ ー ビス、ELSDIサ ー ビスが あ る。

【分 野 】一 般(新 聞/雑 誌/ニ ュース)

【デ ー タの タイ プ 】文 書(全 文)、 文 書(書 誌)、 図表

【サ ー ビ ス 名 】ELNET

【デー タ提 供 形 態 】 オ ン ライ ン、 オ フラ イ ン(FD、 ハ ー ドコ ピー)
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82【 デ ー タベ ー ス名 】EURECAS

【サ ー ビス企 業名 】丸 善㈱

【プ ロデ ューサ名 】CentreNationald'lnformationChimique(CNIC)

【特 徴 ・特 色 】Chemica}AbstractsService(CAS)が 作 製 したCAS化 合 物

登 録 シス テム に収 録 され た全化 学物 質 の うち、 ポ リマー を除 く化

合 物 を収 録 して い る。

【分 野 】 自然 科学 ・技術(化 学)

【デー タの タイプ 】文 書(抄 録)、 図表

【サ ー ビ ス 名 】DARC

【デ ー タ提 供 形態 】 オ ンラ イ ン

83【 データベース名】FINECHEMICALSDATABASE

【サー ビス企業名】㈱ 紀伊國屋書店

【プ ロデューサ名 】ChemronIncorporated

【特 徴 ・特 色 】北米お よび ヨーロ ッパ にある化学薬品の製造 ・流通会社 に関する

最新の薬品情報 を収録。本デー タベースの焦点は科学的研究お よ

び新製品開発 に使用 されている、実験用化学薬品・専門化学薬品・

特殊化学薬品に関す る情報源 に当て られている。

【分 野】 自然科学 ・技術(化 学)

【デー タのタイプ】図表、その他

【サ ー ビ ス 名】DIALOG

【データ提供形態】オ ンライ ン

84【 デ ー タベ ー ス名 】FINECHEMICALSDATABASE

【サ ー ビス企 業名 】 丸善 ㈱

【プ ロデ ュー サ名 】ChemronIncorporated

【特 徴 ・特 色 】50以 上 の試 薬 メー カ ー あ るい はそ の販売 会社 か ら入 手 で き る化 学

製 品(主 に試 薬)の 情報 を提 供 し ます。 各 レ コー ドには、 カタ ロ

グ番 号 、製 品名 、会 社 名 、住所 、電 話 お よび フ ァク シ ミリ/TWX/

テ レ ックス の番 号 が収 録 され てい ます。

【分 野 】 自然 科学 ・技 術(化 学)

【デ ー タの タイプ 】 図表 、 その他(名 鑑)

【サ ー ビ ス 名 】DIALOG

【デ ー タ提供 形 態 】 オ ンライ ン
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85【 デ ー タベ ー ス名 】GfK欧 州市 場 動 向調 査

【サ ー ビス 企業 名 】 ア ジア デー タ リサ ー チ㈱

【プ ロデ ュー サ名 】GfKHondelsforschungGmbH&Co.,KG.

【特 徴 ・特 色 】 ヨー ロ ッパ 主要9ケ 国 の家 電、 フ ォ トに関 す る リー テ ィルパ ネル

調 査 を隔 月 に実施 。 各 国地 域別 、 チ ャンネ ル別 に、 各商 品 の タイ

プ、 フ ィーチ ャー情 報 を付 加 しデー タ を構 築 す る。2カ 月単 位 の

モ デル毎 のベ ス トセ ラー及 び時系 別 によ るメー カ ー シ ェア、 タイ

プ ・フ ィーチ ャー の動 向 を提供 す る。

【分 野 】 ビ ジネ ス(市 場/商 品)

【デ ー タの タ イプ 】数 値 、 図表

【サ ー ビ ス 名 】GfK欧 州市 場動 向調査

【デー タ提 供 形態 】 オ フライ ン(MT、FD、 ハ ー ドコ ピー)

86【 デー タベ ース名 】ICS気 象情報デー タベース ・サー ビス

【サー ビス企業名 】㈱岩手電子計算セ ンター(ICS)

【プ ロデ ューサ名 】㈱岩手電子計算セ ンター、㈱ ウェザーニ ューズ、気象庁

【特 徴 ・特 色 】気象庁の実施 してい るアメダス ・アデスの気象観測データの うち、

岩手県 にかかわる情報 を東京か ら リアルタイムに受信 し蓄積 した

データベースを構築 してい る。顧客 にはパ ソコン通信で専 用 ソフ

トを用いて画像提供 してい るほか、地域 のセ ンターにアクセス出

来 るため低料金で情報 を入手す る事が出来 る。

【分 野】 自然科学 ・技術(気 象)

【デー タの タイプ】数値、図表

【サ ー ビ ス 名】LINS(LocalInformationNetworkSystemofiwate)

【デー タ提供形態】オ ンライン

87【 データベース名】IFSデ ータ

【サー ビス企業名】㈱ 日本経済新聞社

【プ ロデ ューサ名】㈱ 日本経済新聞社

【特 徴 ・特 色】 国際通貨基金(IMF)の 国際金融統計(IFS)を 収録。217ヵ 国の

国別に為替 レー ト、金融、物価、国際収支、国民所得な どの項 目

が あ り、各系列 ごとに原則 として月次、四半期、年次の3期 種 が

存在する。

【分 野 】 ビジネス(経 済(外 国))

【デー タのタイプ】数値、図表

【サ ー ビ ス 名 】 日経TELECOM総 合版,NikkeiTelecomII

【デー タ提供形態 】オ ンライン
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88【 データベース名】JACICNET/主 要資材価格

【サー ビス企業名】働 日本建設情報総合 センター

【プ ロデ ューサ名】翻 日本建設情報総合 センター

【特 徴 ・特 色 】全国16都 市 について、建設物価調査会及び経済調査会の調査 によ

る主要資材80品 目の価格 を蓄積 し価格 の推移 を収録 した数値情報。

グラフ出力 も可能で、主要資材市況動向の把握が容易 に行 える。

見積 もり、積算単価設定の基礎資料 に活用で きる。

【分 野】 ビジネス(市 場/商 品)

【デー タのタイプ】数値、図表

【サ ー ビ ス 名】JACICNET

【データ提供形態】オ ンライ ン

89【 デー タベース名 】JACICNET/土 木工事費構成比

【サー ビス企業名 】勧 日本建設情報総合 センター

【プ ロデューサ名 】働 日本建設情報総合 セ ンター

【特 徴 ・特 色】標準 的な公共土木工事 について、建設省 の標準歩掛 に基づいて積

算 した工事費 の構成比、総工事費、工種、場所等 を収録。官庁で

は、工事予算作成時の参考な どに、民間では、見積書の費 目 ・工

種別金額の配分 チェ ックなどに活用で きる。

【分 野】 ビジネス(建 築/建 設)

【デー タのタイプ】図表

【サ ー ビ ス 名】JACICNET

【データ提供形態】オ ンライ ン

90【 データベース名 】JICST化 合物辞書データベース

【サー ビス企業名 】特殊法人 日本科学技術 情報セ ンター

【プ ロデューサ名 】 日本科学技術情報セ ンター(JICST)

【特 徴 ・特 色】JICSTが 独 自に作成、提供する もので、データ項 目 として化学物

質番号、和 ・英の慣用名 ・商品名、各種治験番号、化合物体系名、

CASレ ジス トリー番号、官報公示整理番号、分子式、他 のフ ァク

トデータベースでの所在情報、 さらに化合物体 系名 よ り自動発生

させた構造情報 を持 っています。

【分 野】 自然科学 ・技術(化 学)

【デー タのタイプ】図表

【サ ー ビ ス 名】JICSTフ ァク トデータベースシステム(JOIS-F)

【データ提供形態】オ ンライ ン
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91【 デー タベース名】JICST結 晶構造デー タベース

【サー ビス企業名】特殊法人 日本科学技術情報セ ンター

【プ ロデ ューサ名】 日本科学技術情報セ ンター(JICST)

【特 徴 ・特 色】JICST結 晶構造 データベースは、無機、有機 を問わずあ らゆる種

類の物質 について、結晶の三次元構造 を表わすデータな らびに化

学式や構造上の特徴 を示す情報 を含 み ます。 システムの機能 とし

ては、30種 以上の項 目による検索お よび、 これ らの間の論理演算

が可能な他、三次元構造の二次元投影図を表示することがで きま

す。

【分 野】 自然科学 ・技術(化 学)

【デー タのタイプ】数値、図表

【サ ー ビ ス 名 】JICSTフ ァク トデータベースシステム(JOIS-F)

【デー タ提供形態 】オンライン

92【 データベース名 】JlCST/NRlM金 属材料強度デー タベ ース

【サー ビス企業名 】特殊法人 日本科学技術情報セ ンター

【プ ロデューサ名 】 日本科学技術情報 センター、科学技術庁 金属材料技術研究所

【特 徴 ・特 色 】金属材料 強度 データベースは規格化 された国産 の構造材料につい

て測定 されたク リープ、疲れな どの強度 デー タを収録 した もので

す。 システムの機能 としては、40種 以上 の検 索タグによる項 目検

索および、 これ らの間の論理演算 の他 、検索結果集合についての

試験 デー タのプロッ ト、 その一定方式 による解析結果の表示な ど

があ ります。

【分 野】 自然科学 ・技術(金 属/素 材)

【デー タの タイプ】数値、図表

【サ ー ビ ス 名 】JICSTフ ァク トデータベ ースシステム(JOIS-F)

【データ提供形態 】オ ンライ ン

93【 デー タベース名 】KJS

【サー ビス企業名 】㈱大和総研

【プ ロデューサ名 】金融財政事情研究会

【特 徴 ・特 色 】金融財政事情研究会が、永年にわた り培 ってきた内外の情報網 を

総動員 し、大蔵省 日銀の金融行政 ・政策情報 をは じめ内外の先進

金融機関の動向や金融商品の開発情報な ど、金財 な らではの的確

な情報 を厳選 して迅速にお届 けします。

【分 野】 ビジネス(金 融/証 券/為 替)

【デー タのタイプ】文書(全 文)、 数値、図表

【サ ー ビ ス 名 】インテグラルネ ッ ト

【データ提供形態 】オ ンライ ン
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94【 デー タベ ー ス名 】Link-VISION

【サー ビス企 業 名 】㈱ ベ ンチ ャー ・リンク

【プ ロデ ューサ 名 】㈱ ベ ンチ ャー ・リンク

【特 徴 ・特 色 】 ク ラブ に加 入 してい る企 業 の プ ロ フ ィール及 び その企 業 の持 つ ニ

ー ズ をデ ー タ として登 録 。 ニ ー ズデ ー タ は、文 字情 報 とイ メー ジ

情 報 の 二本 立 で、 オ ンラ イ ン、 もし くは メー ルで結 果 を出力 して

い る。イメ ー ジ情 報 のFAX出 力 も可能 。また会 員企 業 の 業種 、地

域及 びニ ー ズ に よる分布 状況 を グ ラ フで 出力 で きる。

【分 野 】 ビ ジネ ス(企 業情 報(日 本))

【デ ー タの タイ プ】 文 書(抄 録)、 数値 、 映 像

【サ ー ビ ス 名 】Link-VISION

【デ ー タ提 供 形態 】 オ ンラ イ ン、 オ フライ ン(ハ ー ドコピー)

95【 データベ ース名 】MEDICATS

【サー ビス企業名 】㈱ ビッグタイム

【プ ロデューサ名 】㈱ ビッグタイム、三洋電機 ㈱

【特 徴 ・特 色 】約3,800問 の問題 と解説、 それ らに付 随 した写真 な どの画像 デー

タ、医学大辞典の約40,000語 に及 ぶ見出 し語 と解説内容 の全文 さ

らに詳 しい知識 の習得 に役立つ国試 内科学(全3巻)が 知識デー

タベース としてCD-ROMに 内蔵 されてお り、これ らの知識デー

タベースは、複数の リンクによって有機的に結合 されてお り、学

習目的 に応 じた 自由なスタイルで利用で き医学知識の効率 の良い

習得及び 自己評価が可能 となる。

【分 野】 自然科学 ・技術(医 学)

【データのタイプ】文書(全 文)、 図表、映像

96【 デ ー タベ ー ス名 】MINICAS

【サ ー ビス企業 名 】 丸善 ㈱

【プ ロデ ュー サ名 】CentreNationald'InformationChimique(CNIC)

【特 徴 ・特 色 】EURECASデ ー タベ ー ス の1%を 抽 出 した部 分 構 造検 索 の テ ス

ト用 デー タベ ース。EURECASに 収 録 され て い る物 質 の うち、100

番 日毎 の化 学 物 質 を抽 出 した統 計 的 デー タベ ー ス。

【分 野 】 自然科 学 ・技 術(化 学)

【デ ー タの タイプ 】文 書(抄 録)、 図表

【サ ー ビ ス 名 】DARC

【デー タ提供 形 態 】 オ ン ライ ン
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97【 デ ー タベ ー ス名 】MoneyCenter

【サ ー ビス企 業名 】㈱ 日本 経 済新 聞 社

【プ ロデ ュー サ名 】Knight-RidderInc.

【特 徴 ・特 色 】債 券 、株 式、 外 国為 替 な ど世界 の 主要市 場 の情 報 を幅 広 くリアル

タイム で速報 。 市況 デー タ は様 々 な タイ プの チ ャー トに も表 示 が

可能 。先 物 ・オ プ シ ョンは世界 の市 場 を網 羅 してい る。

【分 野 】 ビ ジネ ス(金 融/証 券/為 替)

【デ ー タの タイプ 】 文書(全 文)、 数 値 、 図表

【サ ー ビ ス 名 】MoneyCenter、MoneyCenterforWindows(MCW)

【デ ー タ提 供 形 態 】 オ ンライ ン

98【 デー タベ ース名 】MRD不 動産情報デー タベース

【サー ビス企業名 】 ミサワバ ン㈱

【プ ロデ ューサ名 】エム ・アール ・デー㈱

【特 徴 ・特 色 】取引対象 となる全国の不動産の物件情報 をデータベース化 してあ

る。検索者 は地域 コー ドや沿線 コー ドを指定 し更 に価格 や面積、

間取 り等希望の条件 をKEYに して該 当す る情報 を瞬時 に提供 す

る。 また図面データ も連動 し、検索者 の簡単 な操作で それ をファ

クシ ミリにも出力 できる。

【分 野 】 ビジネス(流 通/不 動産)

【データの タイプ】文書(全 文)、 図表

【サ ー ビ ス 名 】MRD不 動産情報ネ ッ トワーク

【デー タ提供 形態 】オンライン

99【 デ ー タベ ー ス名 】MS-ONLINE

【サ ー ビス企 業名 】㈲ 化学 情 報協 会

【プ ロデ ュー サ名 】Wiley/NBS、Max-Planck-Institute

【特 徴 ・特 色 】Wiley/NBSお よびMPI(Max-Planck-lnstitute)質 量 スペ ク

トルデ ー タベ ース で化合 物 名、 分子 式 、化 学構 造 式、 マ ス ・スペ

ク トル を収録 して い る。

【分 野 】 自然 科学 ・技術(化 学)

【デー タの タイプ 】 文書(書 誌)、 数 値 、 図表

【サ ー ビ ス 名 】INKADAT

【デー タ提 供 形 態 】 オ ンライ ン
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100【 データベース名 】NEEDS-CASMA(日 本の企業評価 システム)

【サー ビス企業名 】㈱ 日本経済新聞社

【プ ロデューサ名 】㈱ 日本経済新聞社

【特 徴 ・特 色】 日本の企業約2,000社 を財務内容 により、規模、収益性、健全性、

効率性 によ り評価 し、総合 的に評点付 けした もの。

【分 野】 ビジネス(企 業財務/企 業|青報(日 本))

【デー タの タイプ】数値、図表

【サ ー ビ ス 名】 日経TELECOM経 営情報,NEEDS-HC(ハ ー ドコピー)

【デー タ提供形態】オンライン,オ フライ ン(ハ ー ドコピー)

101【 デー タベース名】NEEDS-SCANサ マ リー デー タ

【サー ビス企業名】㈱ 日本経済新聞社

【プ ロデューサ名】㈱ 日本経済新聞社

【特 徴 ・特 色】全 国の大型 スーパ ーのPOSシ ステムか ら得 られる食品 ・家庭 用

品の店頭情報。売れ筋 ・死 に筋商品、サバ イバル ・ドロ ップアウ

トを含 む新製品動 向、メー カーの売上 シェア、地域別売上比較な

ど、マーケテ ィング分析 に必要な速報性 を備 えたデータ。

【分 野】 ビジネス(市 場/商 品)

【デー タのタイプ】数値、 図表

【サ ー ビ ス 名】 日経TELECOMPOS情 報

【デー タ提供形態】オ ンライン

102【 デー タベース名】NEEDS-SCANPANELデ ータベース

【サ ービス企業名】㈱ 日本経済新聞社'

【プ ロデ ューサ名 】㈱ 日本経済新聞社

【特 徴 ・特 色】首都圏及び近畿 圏3地 域 の大型 スーパ ーのPOSシ ステムを利用、

1地 域1,100以 上のパ ネラー を設定、世帯 の属性 データ とともに、

客層別の購買行動 を通 してブラン ド・ロイヤ リテ ィーや、組み合

わせ購 買分析な ど、客観的 かつ精密なマーケテ ィングデータを実

現。

【分 野 】 ビジネス(市 場/商 品)

【データの タイプ】数値、図表

【サ ー ビ ス 名 】NEEDS-SCAN

【データ提供形態 】オ フライ ン(MT、 ハー ドコピー)
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103【 デ ー タベ ー ス名 】OECD総 合 経 済 フ ァイル

【サ ー ビス企業 名 】 ㈱ 日本 経 済新 聞社

【プ ロデ ュー サ名 】 ㈱ 日本 経 済 新聞社

【特 徴 ・特 色 】OECD(経 済 協力 開発 機構)が 先 進25カ 国 を対 象 にGNP、 生産 、

雇 用、物 価 、金 利 、為替 レー トな どを収 録 したMainEconomic

Indicatorsと 先進13カ 国の実 質 ・名 目の 国民 総 支 出 とその 内訳、分

配 面 の 内訳 な どを収 録 したQuarterlyNationalAccountsを

収 録 。

【分 野 】 ビジネ ス(経 済(外 国))

【デ ー タの タイプ 】 数値 、 図表

【サ ー ビ ス 名 】 日経TELECOM総 合版,NikkeiTelecomII

【デ ー タ提 供 形 態 】 オ ンライ ン

104【 デ ー タベ ー ス名 】ONTAPBEILSTEINONLINE

【サ ー ビス企 業 名 】㈱ 紀 伊 國屋 書 店

【プ ロデ ューサ 名 】DIALOGInformationServices,Inc.,BeilsteinInstitute

【特 徴 ・特 色 】 これ は、ONlineTrainingAndPractice(オ ンライ ン教育 ・

練 習用)の フ ァイル で あ る。BEILSTEINONLINEは 、Beilstein

HandbookofOrganicChemistryの オ ン ラ イ ン版 で あ り、

Handbookに まだ載 って い ない未 評価 の化 学 デー タ も収録 。 これ

は、有 機化 合 物 の化 学構 造 に関 す る デー タベ ー ス と各化 合物 ご と

の フ ァク ト ・デー タベ ー ス とい う、 実際 に は2つ の デ ー タベ ー ス

が統 合 され て作 られ て い る。

【分 野 】 自然科 学 ・技術(化 学)

【デ ー タの タイ プ 】文 書(書 誌)、 数値 、 図表

【サ ー ビ ス 名 】DIALOG

【デ ー タ提 供 形態 】オ ン ライ ン

105【 デー タベース名 】PATGRAPH

【サー ビス企業名 】特殊法人 日本科学技術情報センター

【プ ロデ ューサ名 】 ドイツ特許庁

【特 徴 ・特 色 】PATDPAフ ァイルのサブファイル。

【分 野】 自然科学 ・技術(特 許)

【デー タのタイプ】図表

【サ ー ビ ス 名 】STNInternational

【デー タ提供形態 】オンライ ン
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106【 データベ ース名】PHARMAPROJECTS

【サー ビス企業名 】㈱紀伊國屋書店

【プ ロデューサ名 】pJBPublications,Ltd.

【特 徴 ・特 色 】初期の薬学的研究か ら最後 にすべての主要市場 で発売され るまで

あるいは毒性 や商業的理由によって中止 され るまでの、 あらゆる

開発段 階にある、新 しい化学物質お よびバイオテ クノロジー物質

の双方を含 む新薬開発 に関するレポー トを収録。

【分 野】 自然科学 ・技術(薬 学)

【デー タのタイプ】文書(全 文)、 図表

【サ ー ビ ス 名】DIALOG

【データ提供形態】オ ンライ ン

107【 データベース名 】PHARMAPROJECTS

【サー ビス企業名 】丸善㈱

【プ ロデ ューサ名 】PJBPublications,Ltd.

【特 徴 ・特 色 】新 しい製剤製品、化学品、バ イオテクノロジー製品の開発 状況 を

提供するフ ァイルです。全ての開発段 階、すなわち前臨床試験(早

期薬理段階)か ら第4相 後 の市販段階 となるまで、 また毒性試験

段階や市販段階で市販が中止 された もの も含 みます。

【分 野】 自然科学 ・技術(薬 学)

【データの タイプ】文書(全 文)、 図表

【サ ー ビ ス 名】DIALOG

【データ提供形態】オ ンライン

108【 デ ー タベ ー ス名 】Pharmaprojects(PHAB、PHAZ)

【サ ー ビス企 業名 】 ユサ コ㈱/日 本 電子 計 算㈱

【プ ロデ ューサ名 】PJBPublications,Ltd.

【特 徴 ・特 色 】世 界 中 の約800社5,000種 以上 の 開発 中の 医薬 品 に関 す る情 報 。 開

発 段 階、 ラ イセ ンス情 報 等 も含 む。

【分 野 】 自然 科学 ・技術(医 学/薬 学/生 命 学/生 物)

【デー タの タイプ 】 文書(全 文)、 図表

【サ ー ビ ス 名 】BRS

【デ ー タ提 供 形態 】 オ ンラ イ ン
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109【 データベース名】PMSII

【サー ビス企業名】㈱大和総研

【プ ロデューサ名】大和証券グループ

【特 徴 ・特 色】贈与 ・相続 ・増資 ・売買等目的に応 じた株価 を算定す る株式評価、

財務比率 を同業の上場 ・未上場企業 と比較分析する財務分析、最

適計画贈与 等合法的な節税 をするための節税対策 と企業経営者 に

とっての三大必須1青報 を提供 します。 また、会計事務所や金融機

関等の業務 用システムとしての相談 に もお答 えします。

【分 野】 ビジネス(証 券)

【デー タの タイプ】文書(全 文)、 数値、図表

【サ ー ビ ス 名 】インテグラルネ ット

【デー タ提供形態 】オ ンライン

110【 デ ー タベ ー ス名 】POLYCAS

【サ ー ビス企 業名 】丸 善㈱

【プ ロデ ュー サ名 】CentreNationald'lnformationChimique(CNIC)

【特 徴 ・特 色 】ChemicalAbstractsService(CAS)が 作 製 したCAS化 合 物

登 録 シス テム に収録 された高 分子 化合 物 を収 録 して い る。

【分 野 】 自然科 学 ・技術(化 学)

【デ ー タの タ イプ 】文 書(抄 録)、 図表 、 その他(記 号)

【サ ー ビ ス 名 】DARC

【デ ー タ提 供 形態 】オ ン ライ ン

111【 デー タベ ース名 】POSデ ー タフ ァイル

【サー ビス企業名 】 日本ユニシス㈱

【プ ロデ ューサ名 】働流通 システム開発 センター

【特 徴 ・特 色】全 国各地 のスーパー ・マーケッ トや コンビニエ ンス ・ス トア等か

ら集 めた食 品 ・日用雑貨のPOSデ ータを加工 ・分析 して、地域、

業態等の条件項 目によって商品の競合、売れ筋、地域別販売、販

促評価、新製品等の情報を提供 します。

【分 野】 ビジネス(市 場/商 品)

【データの タイプ】数値、図表

【サ ー ビ ス 名】U-netPOS分 析 データベース ・サー ビス

【デー タ提供形態】オ ンライン、オ フライン(MT)
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112【 データベース名 】QUICK-FF

【サービス企業名】㈱QUICK

【プ ロデューサ名】㈱QUICK

【特 徴 ・特 色】金融先物 ・オプシ ョン情報 をリアルタイムで提供 するほか、その

情報 をユーザーの投資戦略 に基づいて選択 ・計算 ・加工 し、数値 ・

グラフ ・チ ャー ト等で表示で きるシステム。

【分 野】 ビジネス(金 融/証 券/為 替)

【データのタイプ】文書(抄 録)、 数値、図表

【サ ー ビ ス 名】QUICK-FF

【デー タ提供形態】オ ンライン

113【 デー タベース名】QUICK-10シ ステム

【サー ビス企業名 】㈱QUICK

【プ ロデューサ名 】㈱QUICK

【特 徴 ・特 色】株式 ・債券 ・外国為替情 報のほか、経済指標や各種 ランキ ング、

ヒス トリカルデ一夕およびニ ュースな どの総合金融情報 をオ ンラ

イン ・リアルタイムで提供。三分割 のマルチ画面で価格情報の 自

動更新やチャー ト表示 もで きる。

【分 野】 ビジネス(金 融/証 券/為 替)

【データのタイプ】文書(抄 録)、 数値、図表

【サ ー ビ ス 名】QUICK-10、QUICKス ク リーン

【データ提供形態】オ ンライ ン

114【 データベース名】RADARデ ー ター(全 国合成 レーダー、 その他)

【サー ビス企業名】働 日本気象協会

【プ ロデューサ名】気象庁

【特 徴 ・特 色】各 レー ダーサイ トか ら半径200～400kmの 雲の状態(雨 の状態)を

把握 し、地上データを検証材料 としての予測資料で ある。

【分 野】 自然科学 ・技術(気 象)

【データの タイプ】数値、映像

【サ ー ビ ス 名】RADARオ ンラインサー ビス

【データ提供形態 】オ ンライン
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115【 デ ー タベ ー ス名 】REGISTRYt,

【サ ー ビス企 業名 】特殊 法人 日本 科 学 技術 情 報 セ ンター

【プ ロデ ュー サ名 】ChemicalAbstractsService(CAS)

【特 徴 ・特 色 】ChemicalAbstractsServiceに よって認 知 され た1,180万 以上

の物質 レ コー ドを含 む化 学 構造 と辞 書 の デー タベ ー ス です 。 フ ァ

イル の 中の レ コー ドは、CAS登 録 番 号、CA索 引名 、通 常 利 用 さ

れ る同義名 、構 造 図、 分子 式 な どで、 これ らのす べ て が利 用 で き

ます。 さ らにその化 学 物質 を引用 してい る文献 の うち新 しい もの

か ら10件 を含 み ます。

【分 野 】 自然 科学 ・技術(化 学)

【デー タの タイプ 】 文書(抄 録)、 文書(書 誌)、 図表

【サ ー ビ ス 名 】STNInternational

【デー タ提 供 形 態 】 オ ンライ ン

116【 データベース名】SCI-SS(全 国消費者世帯調査 ・スキャニングシステム)

【サー ビス企業名】㈱社会調査研究所

【プ ロデューサ名】㈱社会調査研究所

【特 徴 ・特 色】 ・総理府家計調査 よ り1ケ 月早い分析 を誇 る日本 唯一で最大 の民

間消費者パ ネル調査。

・自社/他 社品のマーケ ッ トシェア時系列比較データを容 易な操

作で数表 またはグラフで出力。

・自社データ との結合分析 を行いたい利用社 は、契約 によ りデー

タの受信が可能。

・予測分析パ ッケー ジ等、当社の経験 を生か した豊富 なパ ッケー

ジが利用可能。

【分 野 】 ビジネス(市 場)

【デー タの タイプ】数値、図表

【サ ー ビ ス 名 】SCI検 索サー ビス(サ マ リーデータ、商品情報サー ビス)

【デー タ提供形態 】オ ンライ ン、オ フライ ン(MT、FD、CD、 ハー ドコ ピー)

117【 デー タベース名 】S-DUSデ ータ(ひ まわ り画像情報)

【サー ビス企業名 】閲 日本気象協会

【プ ロデューサ名 】気象庁 気象衛星 センター

【特 徴 ・特 色 】 「ひ まわ り」雲画像1青報 を受信処理 して、必要個所 を切 り出し及

び圧縮 して ビッ ト信号でオンライン提供 出来 る。

【分 野 】自然科学 ・技術(気 象)

【デー タの タイプ】映像

【サ ー ビ ス 名 】気象情報オ ンライ ンサー ビス

【デー タ提供形態 】オ ンライ ン
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118【 デー タベ ース名 】STANDARD&POOR'SDAILYNEWS

【サ ー ビス企 業名 】 ㈱紀 伊 國屋 書 店

【プ ロデ ューサ名 】Standard&Poor'sCorporation

【特 徴 ・特 色 】STANDARD&POOR'SDAILYNEWSは あ る程 度 大 衆

か ら財 務 に つ いて 関心 を寄せ られ て い る、1万 社 以上 の株 式 公 開

企 業 に関 す る、 広範 囲 なニ ュー ス記 事 お よ び財 務 情報 を提供 し ま

す。このデ ー タベ ー ス はStandardCorporationRecordsサ ー

ビスの冊 子体 のDailyNewsSectionに 対 応 し ます 。

【分 野 】 ビジネ ス(企 業 財務/企 業情 報(外 国))

【デ ー タの タイプ 】 文書(抄 録)、 図表

【サ ー ビ ス 名 】DIALOG

【デー タ提 供 形態 】 オ ンライ ン

119【 デー タベ ース名 】Standard&Poo!sDailyNews

【サ ー ビス企 業名 】丸善 ㈱

【プ ロデ ューサ名 】Standard&Poor'sCorporation

【特 徴 ・特 色 】米 国 の株式 公 開会 社10,000社 以 上 のニ ュー ス と財務 報 告 を含 み ま

す。

【分 野 】 ビジネ ス(企 業 財務/企 業情 報(外 国))

【デ ー タの タイプ 】文 書(抄 録)、 図表

【サ ー ビ ス 名 】DIALOG

【デー タ提 供 形態 】 オ ンライ ン

120【 デー タベ ー ス名 】STATEXSharePriceReporting

【サ ー ビス企 業名 】国 際 イ ンフ ォ メー シ ョン ・サ ー ビス㈱

【プ ロデ ュー サ名 】StockExchangeResearchPTYLTD

【特 徴 ・特 色 】株 式市 場 の資 料 を表 、 グ ラフの両 面 か ら リポ ー トし ます。 高値 、

安 値 は 日次 、 終値 は週 次 、 出来高 につ い て は月次 の数 字 が 提供 さ

れ ます。

【分 野 】 ビジネ ス(証 券)

【デ ー タの タイプ 】数 値 、 図表

【サ ー ビ ス 名 】AUSINET

【デ ー タ提 供 形態 】 オ ンライ ン
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121【 デー タベース名 】TKC法 律情報

【サー ビス企業名 】㈱ 日本経済新聞社

【プ ロデ ューサ名 】㈱TKC

【特 徴 ・特 色 】㈱TKCが 所有する法律データベース(LEX/DB)を ゲー トウェ

イ方式でアクセス、「日経ニ ュース ・テ レコン」サー ビスで提供。

提供情報 は、法令、判例、通達、事例研究、一般 情報の5種 類。

端末へ の出力のほか、フ ァクシ ミリへの出力 もある。

【分 野】一般(法 律)

【データの タイプ】文書(全 文)、 文書(抄 録)、 文書(書 誌)、 図表

【サ ー ビ ス 名 】 日経TELECOMNEWS/RETRIEVAL

【データ提供形態】オ ンライン

122【 デー タベース名】TKC法 律情報データベース(LEX/DB)

【サー ビス企業名】㈱ ジー ・サーチ

【プロデューサ名 】㈱TKC

【特 徴 ・特 色】明治8年 の大審院判決か ら今 日までの民事 ・行政法 に関す る判例

を全文 で収録。判例 の他 に も、税務 関係 と会社法関係 のQ&A

や、法令 ・通達等な ど関連情報 を収録 している。

【分 野 】一般(法 律)

【デー タの タイプ】文書(全 文)、 文書(抄 録)、 文書(書 誌)、 図表

【サ ー ビ ス 名 】G-Search

【デー タ提供形態 】オンライ ン

123【 デー タベース名 】TOKYODATANET(投 資情報)

【サー ビス企業名 】共 同VAN㈱

【プ ロデューサ名 】東洋経済新報社

【特 徴 ・特 色 】企業業績 データをは じめ株式投 資に不可欠な情報 を厳選 し、 また

90有 余年の伝統 をもつ東洋経済 が 「会社 四季報」、「オール投資」、

「ヒッ ト銘柄100」な どの投資情報雑誌で積 み重ねたノウハ ウ と最

新 の通信 ・コンピュータ技術 を結合 したデータベースであ り、パ

ソコンにモデムをご用意いただ くだけで 日本全国 どこか らで もサ

ー ビスが受 けられます
。

【分 野】 ビジネス(企 業財務/企 業情報(日 本))

【データのタイプ】文書(全 文)、 文書(抄 録)、 数値 、図表

【サ ー ビ ス 名 】TOKYODATANET

【データ提供形態】オ ンライン
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124【 デー タベース名】TOKYODATANET投 資情報

【サー ビス企業名】㈱ 東洋経済新報社

【プ ロデューサ名 】㈱ 東洋経済新報社

【特 徴 ・特 色】パ ソコンによるオ ンラインデータベースサー ビス。「会社 四季報」

「オール投資」「ヒッ ト銘柄100」 「株式 ウィーク リー」な どで長年

蓄積 した膨大なデータ、豊富 な投資 ノウハ ウ、企業分析 にも使 え

る最新情報 を共同VAN㈱ の高速 デ ジタルネ ッ トワー クにのせ

て全国 に配信。

【分 野】 ビジネス(企 業財務(日 本))

【データのタイプ】文書(全 文)、 文書(抄 録)、 数値 、図表

【サ ー ビ ス 名】TOKYODATANET投 資情報

【デー タ提供形態】オ ンライン

125【 デー タベース名】TSR-FlNES－ 東京商工 リサーチ 財務情報

【サー ビス企業名】㈱ 日本経済新聞社

【プ ロデューサ名】㈱東京商工 リサーチ

【特 徴 ・特 色】 日本 国内の大企業 ・中小企業 について、貸借対照表、損益計算書

などの財務データ と分析比率 を収録。

【分 野】 ビジネス(企 業財務/企 業情報(日 本))

【デー タの タイプ】文書(抄 録)、 数値、図表

【サ ー ビ ス 名 】 日経TELECOM総 合版,日経TELECOMNEWS/RETRIEVAL

【デー タ提供形態】オンライ ン

126【 デー タベース名】TSS-TIMES

【サー ビス企業名】㈱東京商工 リサーチ

【プ ロデ ューサ名】㈱ 日本マネジメン トシステム

【特 徴 ・特 色】経営予測、与信管理、投資管理、経営診断の一貫処理 によって企

業経営 に対 する新 しい総合的 ・科学 的な評価体系 システムを提供

してい る。

【分 野】 ビジネス(ビ ジネス産業全般)

【データのタイプ】数値、図表、 プログラム

【サ ー ビ ス 名】TSS-TIMES

【データ提供形態】オ フライン(FD)

一108一



127【 デー タベ ー ス名 】UPCAS

【サ ー ビス企 業 名 】丸 善㈱

【プ ロデ ューサ 名 】ChemicalAbstractsService(CAS)

【特 徴 ・特 色 】EURECASとPOLYCASの 最 新 デ ー タ追 加 分 の み を収 録 。 当デ

ー タベ ー ス の収 録物 質 は、全 てEURECASかPOLYCASの 何 か

に収 録 され てい る。

【分 野 】 自然 科 学 ・技術(化 学)

【デ ー タの タイ プ】 文書(抄 録)、 図表 、 その他(記 号)

【サ ー ビ ス 名 】DARC

【デ ー タ提 供 形態 】オ ンラ イ ン

128【 デ ー タベ ース名 】WileyMassSpectralSearchSystem(WMSSS)

【サ ー ビス企 業名 】三 洋 出版 貿 易㈱

【プ ロデ ューサ名 】JohnWiley&Sons,Inc.

【特 徴 ・特 色 】電 子衝 撃 マ ス スペ ク トル がバ ー グ ラフで デ ィス プ レ イで きる。化

合 物情 報 か らの検 索 の他、 未知 化合 物 の スペ ク トル パ ター ンか ら

の検 索 も可 能 で あ る。

【分 野 】 自然 科学 ・技術(化 学)

【デー タの タイプ 】数 値 、 図表

【サ ー ビ ス 名 】ChemicalInformationSystem

【デー タ提 供 形 態 】 オ ン ライ ン
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